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（
67
）M

inutes of the A
nnual General M

eeting of the British O
lym

pic A
ssociation, February 27th, 1936.

［BO
A

.nc

］

（
68
）T

he T
im

es, M
arch 7 1936, p.13. 

（
69
）M

inutes of a M
eeting of the British O

lym
pic Council, M

ay 7th, 1936. 

［BO
A

.nc

］

（
70
）M

inutes of a M
eeting of the British O

lym
pic Council, June 3rd, 1936.

［BO
A

.nc

］
一
九
四
〇
年
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
大
会
の
ロ
ン
ド
ン

招
致
と
招
致
撤
回
の
過
程
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
大
会
を
自
然
死
さ
せ
よ
！

―

戦
前
二
つ
の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
を
め
ぐ
る
イ
ギ
リ

ス
協
調
外
交―
」、
有
賀
郁
敏
、
他
著
『
近
代
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
探
求
8　

ス
ポ
ー
ツ
』
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房
、
二
〇
〇
二
年
を
参
照
。　

（
71
）Lord A

berdare, 
“Olym

pic Gam
es have a special place outside politics

”, in W
orld Sports, M

ay 1936, pp.5-6.

（
72
）T

he T
im

es, M
arch 7 1936, p.13.

（
73
）Lord A

berdare, op. cit., pp.5-6.
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m
ent, Paris, A

pril 1936.

［M
RC/M

SS.292/808.91/1

］
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
理
念
擁
護
国
際
委
員
会
の
創
立
経
緯
と
イ
ギ
リ
ス
人
の
関
与
に
つ

い
て
は
、
拙
稿
「
イ
ギ
リ
ス
反
フ
ァ
シ
ズ
ム
・
ス
ポ
ー
ツ
運
動
へ
の
ウ
ォ
ル
タ
ー
・
シ
ト
リ
ー
ン
の
関
与
に
つ
い
て
」『
体
育
史
研
究
』
第
一
九

号
が
若
干
の
情
報
を
提
供
し
て
い
る
。
な
お
、
国
際
フ
ェ
ア
プ
レ
イ
委
員
会
の
創
立
総
会
に
ロ
バ
ー
ト
・
モ
ン
ド
が
出
席
し
て
い
た
こ
と
は
確
認

で
き
て
い
る
。

（
55
）Philip N

oel-Baker to F. E. W
arner, January 14th, 1936.

［N
BK

R/6/54/1

］

（
56
）F. E. W

arner to Philip N
oel-Baker, January 19th, 1936.

［N
BK

R/6/54/1

］

（
57
）Philip N

oel-Baker to F. E. W
arner, January 20th, 1936.

［N
BK

R/6/54/1

］

（
58
）Rennie Sm

ith to Philip N
oel-Baker, January 3rd, 1936.

［N
BK

R/6/54/1

］

（
59
）T

he Com
m

ittee on Fair Play in Sports, a Statem
ent of the Case against A

m
erican Participation in the O

lym
pic Gam

es at 
Berlin, n.d.

［N
BK

R/6/54/3

］

（
60
）Elic K

oubo to Philip N
oel-Baker, January 10th, 1936.

［N
BK

R/6/54/1

］

（
61
）Philip N

oel-Baker to N
orm

an A
ngell, January 17th, 1936.

［N
BK

R/6/54/1

］

（
62
）Sam

uel K
. M

accabee to N
orm

an A
ngell, D

ecem
ber 13th, 1935.

［N
BK

R/6/54/1

］
一
九
三
六
年
八
月
一
五
日
に
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の

ラ
ン
ダ
ル
島
（
マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
島
北
東
部
に
浮
か
ぶ
小
島
）
で
、
ユ
ダ
ヤ
人
労
働
者
委
員
会
と
Ａ
Ａ
Ｕ
共
催
に
よ
り
世
界
労
働
者
競
技
カ
ー
ニ
バ

ル
が
開
催
さ
れ
た
事
実
が
あ
る
。［Edw

ard S. Shapiro, 

“The W
orld Labor A

thletic Carnival of 1936: A
n A

m
erican A

nti-N
azi 

Protest

”, A
m

erican Jew
ish H

istory, V
ol.LX

X
IV

, N
o.3, M

arch 1985.

］

（
63
）
上
野
卓
郎
「
一
九
三
六
年
バ
ル
セ
ロ
ナ
人
民
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
─
『
国
際
ス
ポ
ー
ツ
評
論
』
一
九
三
六
年
巻
と
チ
ェ
コ
紙
誌
か
ら
み
た
─
」『
一
橋

論
叢
』
第
一
〇
二
巻
第
三
号
、
一
九
八
九
年
九
月
、
三
一
六
頁
以
下
を
参
照
。　

（
64
）D
avid J. W

hittaker, op. cit., p.135.

（
65
）Ibid, p.140.

（
66
）M

inutes of a M
eeting of the British O

lym
pic Council, January 30th, 1936.

［BO
A

.nc

］
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ギ
リ
ス
に
お
け
る
ベ
ル
リ
ン
・
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
反
対
運
動
（
一
九
三
五
～
一
九
三
六
年
）―

労
働
者
ス
ポ
ー
ツ
組
織
の
主
導
的
役
割
に
つ
い
て

―

」『
尚
美
学
園
短
期
大
学
研
究
紀
要
』
第
一
〇
号
、
一
九
九
五
年
、
を
参
照
。
ノ
エ
ル=

ベ
ー
カ
ー
が
Ｎ
Ｗ
Ｓ
Ａ
の
運
動
を
好
意
的
に
評
価
し

た
の
は
、
両
者
の
間
に
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
精
神
の
強
調
と
ベ
ル
リ
ン
大
会
反
対
の
論
拠
に
関
す
る
共
通
理
解
が
で
き
て
い
た
こ
と
に
、
大
き
な
要
因

が
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
そ
の
点
に
つ
い
て
は
、
次
の
資
料
の
内
容
か
ら
明
ら
か
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
Ｎ
Ｗ
Ｓ
Ａ
が
加
盟
す
る
Ａ
Ａ
Ａ
の
規
約
第

三
七
条
に
基
づ
い
て
、
Ａ
Ａ
Ａ
臨
時
総
会
を
そ
の
加
盟
組
織
に
対
し
て
呼
び
か
け
た
手
紙
（
一
二
月
一
七
日
付
）
で
あ
る
。
以
下
に
、
Ｎ
Ｗ
Ｓ
Ａ

の
見
解
が
よ
く
表
さ
れ
て
い
る
箇
所
を
引
用
す
る
。「
ベ
ル
リ
ン
大
会
の
組
織
委
員
会
は
以
下
の
よ
う
に
明
言
し
て
い
ま
す
。『
大
会
の
創
始
者
の

精
神
の
中
に
、
国
際
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
委
員
会
は
、
青
年
の
祭
典
や
奉
仕
の
祭
典
を
、
そ
し
て
ス
ポ
ー
ツ
と
人
々
の
友
情
や
人
類
の
高
貴
さ
へ
の
価

値
を
見
出
し
て
い
ま
す
。』
つ
ま
り
私
た
ち
は
、
ド
イ
ツ
で
大
会
を
開
催
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
は
、
こ
れ
ら
の
目
的
を
達
成
す
る
こ
と
は
不
可
能

で
あ
り
、
そ
れ
故
、
イ
ギ
リ
ス
の
ス
ポ
ー
ツ
マ
ン
は
ア
マ
チ
ュ
ア
陸
上
競
技
協
会
を
通
じ
て
参
加
を
取
り
止
め
る
べ
き
で
あ
る
、
と
い
う
意
見
を

持
っ
て
お
り
ま
す
。
政
治
は
ス
ポ
ー
ツ
に
介
入
す
べ
き
で
な
い
と
言
わ
れ
て
き
ま
し
た
。
わ
が
国
や
多
く
の
別
の
国
々
で
は
介
入
の
事
実
は
あ
り

ま
せ
ん
し
、
全
国
労
働
者
ス
ポ
ー
ツ
協
会
は
ア
マ
チ
ュ
ア
陸
上
競
技
協
会
等
の
忠
実
な
加
盟
団
体
な
の
で
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
ド
イ
ツ
政
府
は
、

ス
ポ
ー
ツ
を
統
制
す
る
た
め
に
そ
の
政
治
機
構
を
利
用
し
て
い
ま
す
。
一
九
三
二
年
に
わ
が
協
会
に
よ
っ
て
準
備
さ
れ
た
ス
ポ
ー
ツ
・
ツ
ア
ー
が

禁
じ
ら
れ
、
競
技
す
る
相
手
に
な
っ
て
い
た
ク
ラ
ブ
が
抑
圧
さ
れ
、
多
く
の
指
導
者
が
強
制
収
容
所
へ
送
ら
れ
、
カ
ソ
リ
ッ
ク
と
プ
ロ
テ
ス
タ
ン

ト
の
組
織
が
彼
ら
自
身
の
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
を
維
持
す
る
こ
と
を
、
あ
る
い
は
ス
ポ
ー
ツ
と
関
わ
る
こ
と
を
拒
否
さ
れ
ま
し
た
。
彼
ら
が
ナ
チ
・

ユ
ー
ゲ
ン
ト
か
ナ
チ
が
支
配
す
る
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
に
加
盟
す
る
意
志
を
持
た
な
い
限
り
、
そ
う
さ
れ
た
の
で
し
た
。
実
際
に
、
ユ
ダ
ヤ
人
、
労

働
組
合
員
、
ナ
チ
党
の
党
員
で
な
い
者
が
ス
ポ
ー
ツ
に
参
加
す
る
こ
と
は
ま
っ
た
く
不
可
能
な
の
で
す
。」［Letter 

from
 

the 
N

ational 
W

orkersʼ Sports A
ssociation to affiliated clubs to the A

m
ateur A

thletic A
ssociation, D

ecem
ber 17th, 1935.

〔M
RC/

M
SS.292/808.91/1

〕］
さ
ら
に
、
次
の
こ
と
も
指
摘
し
て
お
か
ね
ば
な
ら
な
い
。
そ
れ
は
、
Ｎ
Ｗ
Ｓ
Ａ
が
ノ
エ
ル=

ベ
ー
カ
ー
も
執
行
委
員
に

名
を
連
ね
る
イ
ギ
リ
ス
労
働
党
お
よ
び
Ｔ
Ｕ
Ｃ
の
庇
護
の
も
と
に
創
設
さ
れ
た
組
織
で
あ
っ
た
、
と
い
う
事
実
で
あ
る
。

（
53
）F. E. W

arner to Philip N
oel-Baker, January 10th, 1936.

［N
BK

R/6/54/1
］

（
54
）International Com

m
ittee for Preserving O

lym
pic Idea, FA

IR PLA
Y

. T
o A

ll Friends and Supporters of the O
lym

pic M
ove-
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日
頃
よ
り
一
二
月
二
日
ま
で
に
書
か
れ
、
エ
イ
ブ
ラ
ハ
ム
ズ
に
送
ら
れ
て
い
た
。
こ
の
ノ
エ
ル=

ベ
ー
カ
ー
の
投
書
を
エ
イ
ブ
ラ
ハ
ム
ズ
が
『
タ

イ
ム
ズ
』
に
送
ら
な
か
っ
た
理
由
は
、
本
論
で
示
し
た
と
お
り
で
あ
る
。
な
お
こ
こ
で
、
用
語
使
用
に
つ
い
て
確
認
し
て
お
き
た
い
。
Ｂ
Ｏ
Ａ
の

公
式
文
書
等
でO

lym
pic charter

（
憲
章
）
の
用
語
が
使
用
さ
れ
る
の
に
対
し
て
、
ノ
エ
ル=

ベ
ー
カ
ー
はO

lym
pic protocol

（
議
定
書
）

の
用
語
を
用
い
て
い
る
。
両
者
は
同
一
の
も
の
で
あ
ろ
う
が
、
当
時
イ
ギ
リ
ス
で
、
こ
れ
ら
の
用
語
使
用
に
慣
例
が
あ
っ
た
の
か
ど
う
か
は
確
認

で
き
て
い
な
い
。
本
論
で
は
、
引
用
文
を
除
き
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
憲
章
と
記
す
。

（
43
）Philip N

oel-Baker to W
. P. Crozier, n.d.

［N
BK

R/6/54/1

］

（
44
）T

he M
anchester G

uardian, D
ecem

ber 7th, 1935, p.8.

（
45
）Philip N

oel-Baker to M
onty, N

ovem
ber 30th, 1935.

［N
BK

R/6/54/1

］
Ｅ
・
Ａ
・
モ
ン
タ
ギ
ュ
ー
の
論
説
は
、
一
一
月
三
〇
日
に
は
す

で
に
草
稿
と
し
て
ノ
エ
ル=

ベ
ー
カ
ー
の
手
元
に
あ
っ
た
。
モ
ン
タ
ギ
ュ
ー
か
ら
送
ら
れ
て
き
た
も
の
で
あ
っ
た
。
と
こ
ろ
で
、
本
稿
の
註
10
に

示
し
た
ベ
ッ
ク
前
掲
書
に
お
い
て
、
彼
は
、
そ
の
著
書
の
二
〇
一
頁
と
註
167
でM

onty

をM
ontefiore

と
し
て
い
る
が
、M

onty

はE. 
A

. 
M

ontague

の
愛
称
で
あ
り
、M

ontefiore
と
は
別
人
で
あ
る
。
こ
の
誤
認
に
よ
っ
て
二
〇
一
頁
の
彼
の
記
述
は
、
不
正
確
な
も
の
と
な
っ
て
い

る
。
次
の
二
つ
の
資
料
は
こ
の
事
実
確
認
の
傍
証
と
な
る
。［Philip N

oel-Baker to W
. P. Crozier, n.d; W

. P. Crozier to Philip N
oel-

Baker, D
ecem

ber 2nd, 1935.

［N
BK

R/6/54/1
］

（
46
）T

he M
anchester G

uardian, D
ecem

ber 5th, 1935, pp.9-10.

（
47
）Ibid., D

ecem
ber 6th, 1935, pp.11-12.

（
48
）M

. Steinberg to Philip N
oel-Baker, D

ecem
ber 18th, 1935.

［N
BK

R/6/54/1

］

（
49
）A

 Copy of a Resolution attached to Letter from
 M

. Steinberg to Philip N
oel-Baker, D

ecem
ber 18th, 1935.

［N
BK

R/6/54/1

］

（
50
）Philip N

oel-Baker to M
. Steinberg, January 6th, 1936.

［N
BK

R/6/54/1
］

（
51
）Ibid.

（
52
）
拙
稿
「
ア
ン
ト
ワ
ー
プ
労
働
者
オ
リ
ン
ピ
ア
ー
ド
と
ウ
ォ
ル
タ
ー
・
シ
ト
リ
ー
ン
」『
尚
美
学
園
大
学
総
合
政
策
研
究
紀
要
』
第
二
号
、
二
〇
〇

一
年
一
〇
月
、
九
五
頁
を
参
照
。
な
お
、
Ｎ
Ｗ
Ｓ
Ａ
が
主
導
し
た
イ
ギ
リ
ス
の
ベ
ル
リ
ン
・
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
反
対
運
動
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「
イ
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（
33
）
一
九
三
五
年
一
二
月
四
日
の
英
独
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
・
マ
ッ
チ
を
め
ぐ
る
抗
争
と
国
際
関
係
に
つ
い
て
は
、Brian Stoddart, 

“Sport, Cultural 
Politics and International Relations: England versus Germ

any, 1935

”, in N
orbert M

üller and Joachim
 Rühl（eds.

）, O
lym

pic 
Scientific Congress 1984 O

fficial R
eport: Sport H

istory, N
iedernhausen, Schors-V

erlag, 1985, pp.385-411;　

Peter J. Beck, 
op. cit.

が
詳
細
な
研
究
で
あ
る
。

（
34
）Stephen G. Jones, Sport, Politics and the W

orking Class: O
rganised Labour and Sport in Inter-w

ar Britain, M
anchester, 

M
anchester U

niversity Press, 1988, p.182.

（
35
）Richard H

olt, 
“The Foreign O

ffice and the Football A
ssociation: British Sport and A

ppeasem
ent, 1935-1938

”, Pierre A
rn-

aud and Jam
es Riordan

（eds.

）, Sport and International Politics: T
he Im

pact of Fascism
 and Com

m
unism

 on Sport, London, 
E &

 FN
 Spon, 1998, p.54.

（
36
）
拙
稿
「
イ
ギ
リ
ス
反
フ
ァ
シ
ズ
ム
・
ス
ポ
ー
ツ
運
動
へ
の
ウ
ォ
ル
タ
ー
・
シ
ト
リ
ー
ン
の
関
与
に
つ
い
て
」『
体
育
史
研
究
』
第
一
九
号
で
、
筆

者
は
、
英
独
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
・
マ
ッ
チ
を
め
ぐ
る
シ
ト
リ
ー
ン
と
サ
イ
モ
ン
内
相
と
の
論
戦
に
つ
い
て
、「
ス
ポ
ー
ツ
の
自
律
性
」
と
「
ス
ポ
ー

ツ
の
政
治
的
中
立
性
」
の
主
張
の
ぶ
つ
か
り
合
い
と
し
て
描
い
た
。

（
37
）N

otes of D
eputation from

 T
rades U

nion Congress to the H
om

e Secretary, M
onday, 2nd D

ecem
ber, 1935.

［W
orw

ick 
U

niversity. M
odern Records Centre=M

RC/M
SS.292/808.91/2

］

（
38
）Ibid.

（
39
）Ibid., pp.5-6.

（
40
）
イ
ギ
リ
ス
・
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
協
議
会
は
Ｂ
Ｏ
Ａ
委
員
と
各
競
技
団
体
の
代
表
に
よ
り
構
成
さ
れ
る
機
関
で
あ
り
、
一
九
〇
五
年
の
Ｂ
Ｏ
Ａ
の
創
立

と
と
も
に
設
置
さ
れ
た
。

（
41
）M

inutes of a M
eeting of the British O

lym
pic Council, D

ecem
ber 3rd, 1935.

［British O
lym

pic A
ssociation=BO

A
 M

inutes.
nc

］

（
42
）Philip N

oel-Baker to the Editor of the T
im

es, n.d.

［N
BK

R/6/54/1

］『
タ
イ
ム
ズ
』
の
編
集
長
に
宛
て
た
こ
の
投
書
は
、
一
一
月
二
八
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（
26
）G. W

. Cadbury to Philip N
oel-Baker, N

ovem
ber 18th, 1935.

［N
BK

R/6/54/1

］

（
27
）W

ill A
. F. to Philip N

oel-Baker, N
ovem

ber 26th, 1935.

［N
BK

R/6/54/1

］

（
28
）
ノ
エ
ル=
ベ
ー
カ
ー
文
書
に
所
蔵
さ
れ
た
亡
命
者
の
証
拠
文
書
の
う
ち
で
、
英
文
『
オ
リ
ン
ピ
ア
問
題
に
関
す
る
い
く
つ
か
の
事
実
』Som

e 
Facts relating to the O

lym
pia Q

uestion

が
、
ウ
ィ
ル
が
同
封
し
て
き
た
「
報
告
書
の
訳
文
」
で
あ
る
公
算
が
大
き
い
。
原
文
は
ド
イ
ツ
語

の
タ
イ
プ
打
ち
『〈
オ
リ
ン
ピ
ア
資
料
第
一
号
〉
ド
イ
ツ
と
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
大
会―

ユ
ダ
ヤ
人
ス
ポ
ー
ツ
マ
ン
の
扱
い
に
関
す
る
事
実―

』

O
lym

pia-M
atelial, N

r.1. D
eutschland und die olym

pischen Spiele: T
atsachen über die Behandlung der jüdischen Sportler

で
あ
っ
た
。
ま
た
、
前
書
き
文
書
の
題
目
はU

nser Bericht kann noch durch einige streng vertrauliche Bem
erkungen, die auf 

keinen Fall veröffentlicht w
erden dürfen, ergänzt w

erden.

で
あ
り
、
こ
れ
に
こ
の
英
訳
文
が
添
付
さ
れ
て
お
り
、
し
か
も
、
ド
イ
ツ

語
原
文
の
「
前
書
き
」
と
し
て
『
我
々
の
報
告
は
、
公
表
さ
れ
ず
に
機
密
の
保
持
さ
れ
て
い
る
文
書
に
よ
っ
て
補
う
こ
と
が
ま
だ
可
能
で
あ
る
』

と
題
す
る
短
い
文
書
が
付
け
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
亡
命
者
が
残
し
た
証
拠
文
書
に
関
し
て
は
、
拙
稿
「〈
資
料
解
題
〉
ノ
エ
ル=

ベ
ー
カ
ー

文
書
に
収
め
ら
れ
た
亡
命
者
の
ナ
チ
・
ス
ポ
ー
ツ
情
報
資
料
」『
尚
美
学
園
短
期
大
学
研
究
紀
要
』
第
一
二
号
、
一
九
九
八
年
で
、
発
信
の
意
図

と
内
容
、
及
び
ノ
エ
ル=

ベ
ー
カ
ー
の
主
張
と
の
関
係
を
明
ら
か
に
し
た
が
、
そ
の
際
、
九
月
二
六
日
付
の
ノ
エ
ル=

ベ
ー
カ
ー
か
ら
ハ
ロ
ル

ド
・
エ
イ
ブ
ラ
ハ
ム
ズ
宛
の
手
紙
の
中
で
、「
亡
命
者
が
残
し
た
か
な
り
質
の
よ
い
証
拠
文
書
」
の
こ
と
が
示
唆
さ
れ
て
い
た
こ
と
か
ら
、
少
な

く
と
も
一
つ
の
文
書
は
九
月
二
六
日
以
前
に
ノ
エ
ル=

ベ
ー
カ
ー
の
手
元
に
あ
っ
た
こ
と
を
指
摘
し
た
。
さ
ら
に
、
こ
の
論
文
の
た
め
の
資
料
読

み
の
段
階
で
、
右
記
の
文
書
は
、
一
一
月
二
六
日
付
の
ウ
ィ
ル
か
ら
ノ
エ
ル=

ベ
ー
カ
ー
宛
の
手
紙
に
同
封
さ
れ
て
い
た
公
算
が
大
き
い
こ
と
が

わ
か
っ
た
。
こ
の
よ
う
に
、
ナ
チ
ス
の
ユ
ダ
ヤ
人
ス
ポ
ー
ツ
マ
ン
や
組
織
の
差
別
的
扱
い
に
つ
い
て
詳
述
し
た
文
書
は
、
複
数
の
人
物
を
通
し
て

ノ
エ
ル=

ベ
ー
カ
ー
の
手
元
に
別
々
に
届
け
ら
れ
た
と
理
解
す
べ
き
で
あ
る
。

（
29
）Philip N

oel-Baker to W
ill A

. F., N
ovem

ber 28th, 1935.

［N
BK

R/6/54/1
］

（
30
）Philip N

oel-Baker to W
. P. Crozier, D

ecem
ber 4th, 1935.

［N
BK

R/6/54/1
］

（
31
）H

arold A
braham

s to Philip N
oel-Baker, D

ecem
ber 3rd, 1935.

［N
BK

R/6/54/1
］

（
32
）Philip N

oel-Baker to H
arold A

braham
s, D

ecem
ber 4th, 1935.

［N
BK

R/6/54/1
］
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勝
し
、
一
九
三
〇
年
代
半
ば
に
は
ア
マ
チ
ュ
ア
陸
上
競
技
協
会
（
Ａ
Ａ
Ａ
）
代
表
と
し
て
Ｂ
Ｏ
Ａ
委
員
で
あ
っ
た
。
映
画
『
炎
の
ラ
ン
ナ
ー
』
の

主
人
公
の
一
人
。

（
16
）
国
際
連
盟
同
盟
（T

he League of N
ations U

nion

）
は
、
国
際
連
盟
協
会
（T
he League of N

ations Society

）
と
自
由
国
民
連
盟
協
会

（T
he League of Free N

ations A
ssociation

）
の
代
表
が
第
一
次
世
界
大
戦
終
結
直
前
の
一
九
一
八
年
一
〇
月
一
〇
日
に
ロ
ン
ド
ン
で
会
合

を
持
ち
、「
国
際
正
義
、
相
互
防
衛
、
恒
久
平
和
を
保
障
す
る
た
め
の
自
由
な
人
民
の
世
界
連
盟
の
結
成
を
促
進
す
る
た
め
」
に
合
同
・
創
立
さ

れ
た
組
織
で
あ
る
。［D

onald S. Birn, T
he League of N

ations U
nion 1918-1945, O

xford, Clarendon Press, 1981, p.11.

］
こ
の
組

織
に
は
、
ノ
エ
ル=
ベ
ー
カ
ー
、
ノ
ー
マ
ン
・
エ
ン
ジ
ェ
ル
ら
の
他
に
、
ロ
バ
ー
ト
・
セ
シ
ル
の
よ
う
な
著
名
な
保
守
党
の
政
治
家
や
後
の
労
働

党
党
首
ク
レ
メ
ン
ト
・
ア
ト
リ
ー
も
加
わ
っ
て
い
た
。

（
17
）D

avid J. W
hittaker, op. cit., p.125.

（
18
）
国
際
連
盟
同
盟
が
ギ
ャ
ロ
ッ
プ
世
論
調
査
を
モ
デ
ル
に
、
戸
別
訪
問
に
よ
る
調
査
と
し
て
組
織
し
た
も
の
。
平
和
投
票
の
質
問
項
目
は
一
九
三
四

年
一
〇
月
に
作
成
さ
れ
、
後
に
問
題
と
な
る
質
問
項
目
が
追
加
さ
れ
、
平
和
投
票
は
実
施
さ
れ
た
。
こ
れ
は
、
六
〇
〇
の
議
会
選
挙
区
に
投
票
委

員
会
を
設
け
、
五
〇
万
人
以
上
の
開
票
点
検
者
が
調
査
・
開
票
に
当
た
っ
た
と
さ
れ
る
。［D

avid J. W
hittaker, op. cit., p.123;　

A
. J. P. 

T
aylor, E

nglish H
istory, 1914-1945, O

xford, Clarendon Press, 1965.

〔
都
築
忠
七
訳
『
イ
ギ
リ
ス
現
代
史
』
第
二
巻
、
み
す
ず
書
房
、

一
九
八
七
年
、
五
五
頁
以
下
〕
を
参
照
］

（
19
）D

avid J. W
hittaker, Ibid.

（
20
）
テ
イ
ラ
ー
（
都
築
訳
）、
前
掲
書
、
五
七
～
五
八
頁
。

（
21
）Philip N

oel-Baker to H
arold A

braham
s, Septem

ber 24th, 1935. 

［N
BK

R/6/54/1

］　

（
22
）H

arold A
braham

s to Philip N
oel-Baker, Septem

ber 25th, 1935. 
［N

BK
R/6/54/1

］

（
23
）Ibid.

（
24
）Philip N

oel-Baker to H
arold A

braham
s, Septem

ber 26th, 1935. 

［N
BK

R/6/54/1

］

（
25
）Ida M

. W
hitw

orth to Philip N
oel-Baker, O

ctober 23rd, 1935.

［N
BK

R/6/54/1

］
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Peter J. Beck, Scoring for Britain: International Football and International Politics, 1900-1939, London, Frank Cass, 1999.
最
後
の
ベ
ッ
ク
の
著
書
は
、
彼
の
前
掲
論
文
と
同
様
、
ノ
エ
ル=

ベ
ー
カ
ー
文
書
（N

BK
R

）
を
利
用
し
て
書
か
れ
た
も
の
で
あ
る
。
本
稿
の
テ

ー
マ
と
重
な
る
部
分
の
記
述
は
二
〇
〇
～
二
〇
三
頁
に
見
ら
れ
る
が
、
ベ
ル
リ
ン
・
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
関
す
る
ノ
エ
ル=

ベ
ー
カ
ー
の
主
張
と
行

動
の
全
容
は
未
だ
解
明
さ
れ
て
い
な
い
。
因
み
に
、
イ
ギ
リ
ス
・
ス
ポ
ー
ツ
史
に
関
す
る
研
究
史
的
総
括
を
お
こ
な
っ
て
い
る
リ
チ
ャ
ー
ド
・
ホ

ル
ト
も
、
一
九
三
〇
年
代
イ
ギ
リ
ス
・
ス
ポ
ー
ツ
史
研
究
は
こ
れ
か
ら
の
研
究
領
域
で
あ
る
と
指
摘
し
て
い
る
。［Richard H

olt, 

“Sport and 
H

istory: T
he State of the Subject in Britain

”, T
w

entieth Century British H
istory, V

ol.7 N
o.2, 1996, p.240.

］

（
11
）
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
お
け
る
ベ
ル
リ
ン
・
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
反
対
運
動
に
関
す
る
研
究
は
多
数
を
数
え
る
が
、
以
下
の
代
表
的
な
文
献
・
論
文
が
参
考

と
な
る
。A

llen Guttm
ann, T

he G
am

es M
ust G

o O
n: A

very Brundage and the O
lym

pic M
ovem

ent, N
ew

 Y
ork, Colum

bia 
U

niversity Press, 1984; T
he O

lym
pics: A

 H
istory of the M

odern G
am

es, U
rbana, U

niversity of Illinois Press, 1992; 

“Theʻ
N

azi O
lym

picsʼand the A
m

erican Boycott Controversy

”, P. A
rnaud and J. Riordan 

（eds.

）, Sport and International Politics: 
T

he Im
pact of Fascism

 and Com
m

unism
 on Sport, London, E &

 FN
 Spon, 1998; Stephen R. W

enn, 

“A T
ale of T

w
o D

iplo-
m

ats: George B. M
essersm

ith and Charles H
. Sherrill on Proposed A

m
erican Participation in the 1936 O

lym
pics

”, Journal 
of Sport H

istory, V
ol.16 N

o.1, 1989, pp.27-43; 
“A Suitable Policy of N

eutrality? FD
R and the Q

uestion of A
m

erican Par-
ticipation in the 1936 O

lym
pics

”, International Journal of the H
istory of Sport, V

ol.8 N
o.3, 1991, pp.319-335; 

“Death-knell 
for the A

m
ateur A

thletic U
nion: A

very Brandage, Jerem
iah M

ahoney and the 1935 A
A

U
 Convention

”, International Jour-
nal of the H

istory of Sport, V
ol.13 N

o.3, 1996, pp.261-289.

（
12
）Philip N
oel-Baker to Evan A

. H
unter, M

ay 22nd, 1933. 

［T
he U

niversity of Cam
bridge. Churchill College. Churchill 

A
rchives Centre. N

oel-Baker Papers. =
N

BK
R/6/15/2

］

（
13
）Ibid.

（
14
）Evan A

. H
unter to Philip N

oel-Baker, M
ay 25th, 1933.

［N
BK

R/6/15/2

］

（
15
）
ハ
ロ
ル
ド
・
エ
イ
ブ
ラ
ハ
ム
ズ
は
、
ユ
ダ
ヤ
系
イ
ギ
リ
ス
人
で
一
九
二
四
年
の
パ
リ
・
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
一
〇
〇
メ
ー
ト
ル
・
ス
プ
リ
ン
ト
で
優
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Peter J. Beck, 

“Confronting George O
rw

ell: Philip N
oel-Baker on International Sport, Particularly the O

lym
pic M

ovem
ent, 

as Peacem
aker

”, J. A
. M

angan 

（ed.

）, M
ilitarism

, Sport, E
urope: W

ar w
ithout W

eapons, London, Frank Cass, 2003.

が
あ
る
。

こ
の
ベ
ッ
ク
論
文
の
核
心
は
、
一
九
四
五
年
末
の
デ
ィ
ナ
モ
・
モ
ス
ク
ワ
（
ソ
連
サ
ッ
カ
ー
・
チ
ー
ム
）
の
イ
ギ
リ
ス
・
ツ
ア
ー
終
了
後
に
『
ト

リ
ビ
ュ
ー
ン
』
に
発
表
さ
れ
た
ジ
ョ
ー
ジ
・
オ
ー
ウ
ェ
ル
の
「
ス
ポ
ー
ツ
精
神
」
と
題
す
る
論
説
に
代
表
さ
れ
る
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
な
国
際
ス
ポ
ー
ツ

論
評
と
、
戦
前
か
ら
熱
心
な
国
際
ス
ポ
ー
ツ
の
主
唱
者
で
あ
っ
た
ノ
エ
ル=

ベ
ー
カ
ー
の
折
々
の
発
言
や
論
説
と
を
対
比
し
て
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

運
動
を
含
む
国
際
ス
ポ
ー
ツ
が
国
際
平
和
を
推
進
す
る
力
で
も
あ
り
国
際
紛
争
の
原
因
と
も
な
る
、
と
い
う
そ
の
両
面
価
値
的
な
性
格
を
炙
り
出

す
こ
と
に
あ
っ
た
。
な
お
、
イ
ギ
リ
ス
の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
理
念
擁
護
の
組
織
的
運
動
に
つ
い
て
は
、
以
下
の
拙
稿
を
参
照
し
て
ほ
し
い
。「
イ
ギ

リ
ス
に
お
け
る
ベ
ル
リ
ン
・
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
反
対
運
動
（
一
九
三
五
～
一
九
三
六
年
）―

労
働
者
ス
ポ
ー
ツ
組
織
の
主
導
的
役
割
に
つ
い
て―

」

『
尚
美
学
園
短
期
大
学
研
究
紀
要
』
第
一
〇
号
、
一
九
九
五
年
、
一
～
二
二
頁
。「
反
フ
ァ
シ
ズ
ム
闘
争
期
の
イ
ギ
リ
ス
労
働
者
ス
ポ
ー
ツ
運
動―

共
同
・
統
一
へ
向
け
て
の
試
み―
」、
成
田
十
次
郎
先
生
退
官
記
念
会
編
『
体
育
・
ス
ポ
ー
ツ
史
研
究
の
展
望―

国
際
的
成
果
と
課
題―

』
不
昧

堂
出
版
、
一
九
九
六
年
、
二
〇
七
～
二
二
五
頁
。「
イ
ギ
リ
ス
反
フ
ァ
シ
ズ
ム
・
ス
ポ
ー
ツ
運
動
へ
の
ウ
ォ
ル
タ
ー
・
シ
ト
リ
ー
ン
の
関
与
に
つ

い
て
」、
日
本
体
育
学
会
体
育
史
専
門
分
科
会
誌
『
体
育
史
研
究
』
第
一
九
号
、
二
〇
〇
二
年
、
一
五
～
二
八
頁
。
さ
ら
に
、
両
大
戦
間
期
イ
ギ

リ
ス
の
ス
ポ
ー
ツ
と
政
治
・
外
交
に
つ
い
て
研
究
し
た
文
献
に
以
下
の
も
の
が
あ
る
。Stephen G. Jones, W

orkers at Play: A
 Social and 

E
conom

ic H
istory of Leisure, 1918-1938, London, Routledge &

 K
egan Paul, 1986; Stephen G. Jones, Sport, Politics and 

the W
orking Class: O

rganised Labour and Sport in Inter-w
ar Britain, M

anchester, M
anchester U

niversity Press, 1988; 
M

artin Polley, 

“The Foreign O
ffice and International Sport, 1918-1948

”, unpublished Ph. D
. thesis, St. D

avidʼs U
niversity 

College, U
niversity of w

ales, 1991; M
artin Polley, 

“Olym
pic D

iplom
acy: T

he British Governm
ent and the Projected 1940 

O
lym

pic Gam
es

”, International Journal of the H
istory of Sport, V

ol.9 N
o.2, 1992, pp.169-187; Stephen G. Jones, 

“The Brit-
ish Governm

ent and the O
lym

pic Gam
es in the 1930s

”, T
he Sports H

istorian, N
o.7 

（1

）, 1997; Richard H
olt, 

“The Foreign 
O

ffice and the Football A
ssociation: British Sport and A

ppeasem
ent, 1935-1938

”, Pierre A
rnaud and Jam

es Riordan （eds.

）, 
Sport and International Politics: T

he Im
pact of Fascism

 and Com
m

unism
 on Sport, London, E &

 FN
 Spon, 1998, pp.51-66; 
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（
7
）M

an of Sport, M
an of Peace, p.152.

（
8
）Ibid., pp.152-154.

（
9
）Philip N

oel-Baker, 

“Olym
pics: too precious to be ruined by politics

” in T
he G

uardian, M
arch 17, 1980, p.9.

こ
の
論
説
の
中

か
ら
、
ベ
ル
リ
ン
・
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
関
す
る
記
述
を
取
り
出
す
と
次
の
通
り
で
あ
る
。「
私
は
一
九
三
六
年
の
ベ
ル
リ
ン
大
会
に
は
行
か
な
か

っ
た
が
、『
タ
イ
ム
ズ
』
に
手
紙
を
書
い
て
、
私
が
欠
席
し
た
原
則
的
立
場
に
つ
い
て
は
っ
き
り
述
べ
た
。
す
べ
て
の
ケ
ン
ブ
リ
ッ
ジ
競
技
者
の

中
で
も
っ
と
も
卓
越
し
た
者
の
一
人
ゴ
ッ
ド
フ
リ
ー
を
見
な
か
っ
た
こ
と
を
、
私
は
生
涯
に
わ
た
り
後
悔
し
続
け
て
き
た
。〔
中
略
〕
私
の
原
則

的
立
場
は
強
固
で
あ
っ
た
。
ヒ
ト
ラ
ー
は
ド
イ
ツ
・
チ
ー
ム
か
ら
ユ
ダ
ヤ
人
、
カ
ソ
リ
ッ
ク
教
徒
お
よ
び
『
活
動
家
』
を
除
外
す
る
こ
と
に
よ
っ

て
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
憲
章
を
侵
害
し
た
。
私
は
、
ド
イ
ツ
の
国
内
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
委
員
会
の
議
長
に
手
紙
を
書
い
て
抗
議
し
た
。
彼
は
カ
ー
ル
・

フ
ォ
ン
・
ハ
ル
ト
と
言
い
、
一
九
一
三
年
に
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
・
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
で
の
私
の
ク
ラ
ブ
メ
イ
ト
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
ベ
ル
リ
ン
に
行

か
な
か
っ
た
と
い
う
私
の
自
己
犠
牲
は
、
有
益
な
目
的
の
た
め
に
何
の
奉
仕
も
し
な
か
っ
た
。
そ
れ
は
ヒ
ト
ラ
ー
に
何
の
害
も
与
え
な
か
っ
た
。

私
の
出
席
は
彼
を
役
立
た
ず
に
し
た
か
も
し
れ
な
い
と
い
う
の
に
。〔
中
略
〕
大
会
は
彼
に
決
定
的
な
屈
辱
を
与
え
た
。
彼
が
ス
タ
ジ
ア
ム
に
鉤

十
字
と
ナ
チ
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
を
掲
げ
た
と
き
、
国
際
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
委
員
会
は
直
ち
に
彼
に
命
じ
て
そ
れ
を
降
ろ
さ
せ
た
。
彼
は
従
わ
ざ
る
を
得

ず
、
そ
の
事
実
は
そ
の
日
の
う
ち
に
ド
イ
ツ
国
民
に
知
れ
渡
っ
た
。
／
さ
ら
に
、
い
っ
そ
う
重
要
な
こ
と
で
あ
る
が
、
大
会
が
ド
イ
ツ
人
に
与
え

た
メ
ッ
セ
ー
ジ
は
、
ヒ
ト
ラ
ー
の
「
ア
ー
リ
ア
」
人
種
主
義
お
よ
び
ド
イ
ツ
の
軍
事
力
に
関
す
る
軍
国
主
義
的
発
言
が
正
し
く
な
く
、
ば
か
げ
て

い
て
、
猥
褻
で
あ
る
、
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
は
、
世
界
最
高
の
競
技
者
た
ち
は
黒
人―

四
個
の
金
メ
ダ
ル
を
得
た
ジ
ェ

ス
・
オ
ー
エ
ン
ス
、
ウ
ッ
ド
ラ
フ
、
そ
の
他―

で
あ
る
、
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
こ
れ
ら
の
偉
大
な
競
技
者
た
ち
が
立
派
な
人
々
で
あ

り
、
す
べ
て
の
人
か
ら
愛
さ
れ
賞
賛
さ
れ
た
、
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。
／
そ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
は
、
す
べ
て
の
国
民
の
中
か
ら
選
ば
れ
た
競
技
者

た
ち
が
、
ス
ポ
ー
ツ
マ
ン
シ
ッ
プ
と
い
う
同
じ
理
念
に
よ
っ
て
鼓
舞
さ
れ
、
共
通
の
関
心
と
友
情
の
絆
に
よ
っ
て
結
ば
れ
た
一
つ
の
偉
大
な
幸
福

な
家
族
で
あ
っ
た
、
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。
そ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
は
、
見
る
目
の
あ
る
者
に
、
ナ
チ
の
教
義
と
ナ
チ
の
実
践
に
つ
い
て
嫌
悪
を
抱

か
せ
た
。」

（
10
）
ノ
エ
ル=

ベ
ー
カ
ー
の
国
際
ス
ポ
ー
ツ
に
関
す
る
主
張
と
ジ
ョ
ー
ジ
・
オ
ー
ウ
ェ
ル
の
同
様
の
主
張
を
対
比
し
て
考
察
し
た
ユ
ニ
ー
ク
な
研
究
に
、
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註（
1
）M

an of Sport, M
an of Peace: Collected Speeches and E

ssays of Philip N
oel-Baker, O

lym
pic Statesm

an 1889-1982, com
-

piled by D
on A

nthony, London, Sports Editions Lim
ited, 1992, p.154.

こ
の
文
献
は
明
治
大
学
商
学
部
教
授
の
寺
島
善
一
氏
に
お
借

り
し
た
。
さ
ら
に
寺
島
氏
に
は
、
筆
者
を
ド
ナ
ル
ド
・
ア
ン
ト
ニ
ー
氏
に
紹
介
し
て
下
さ
る
等
、
便
宜
を
図
っ
て
い
た
だ
い
た
。
こ
こ
に
記
し
て

感
謝
を
表
し
た
い
。

（
2
）D

avid J. W
hittaker, Fighter for Peace: Philip N

oel-Baker 1889-1982, Y
ork, W

illiam
 Sessions Lim

ited, 1989.

（
3
）
デ
ー
ヴ
ィ
ッ
ド
・
ロ
ン
グ
／
ピ
ー
タ
ー
・
ウ
ィ
ル
ソ
ン
編
著
『
危
機
の
二
〇
年
と
思
想
家
た
ち―

戦
間
期
理
想
主
義
の
再
評
価―

』
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ

書
房
、
二
〇
〇
二
年
、
二
三
頁
。
な
お
、
同
書
第
二
章
の
ロ
ー
ナ
・
ロ
イ
ド
「
フ
ィ
リ
ッ
プ
・
ノ
エ
ル=

ベ
ー
カ
ー
と
法
に
よ
る
平
和
」、
三
一

～
六
四
頁
は
、
日
本
に
紹
介
さ
れ
た
唯
一
と
も
い
え
る
ノ
エ
ル=

ベ
ー
カ
ー
研
究
の
労
作
で
あ
る
。
ノ
エ
ル=

ベ
ー
カ
ー
に
関
す
る
研
究
は
日
本

で
は
皆
無
に
近
い
の
が
現
状
で
あ
る
。

（
4
）
モ
ス
ク
ワ
・
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
ボ
イ
コ
ッ
ト
に
つ
い
て
は
、
以
下
の
文
献
を
参
照
。〈
英
語
文
献
〉Christopher R. H

ill, O
lym

pic Politics: 
A

thens to A
tlanta, 2nd ed., M

anchester, M
anchester U

niversity Press, 1996; A
llen Guttm

ann, T
he O

lym
pics: A

 H
istory of 

the M
odern G

am
es, 2nd Ed., Illinois, U

niversity of Illinois Press, 2002.

〈
邦
語
文
献
〉
清
川
正
二
『
ス
ポ
ー
ツ
と
政
治―

オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
と
ボ
イ
コ
ッ
ト
問
題
の
視
点―

』
ベ
ー
ス
ボ
ー
ル
・
マ
ガ
ジ
ン
社
、
一
九
八
七
年
。

（
5
）M

an of Sport, M
an of Peace, p.52. 

（
6
）
一
九
九
六
年
一
月
一
〇
日
付
の
ド
ナ
ル
ド
・
ア
ン
ト
ニ
ー
か
ら
筆
者
宛
の
手
紙
。
ノ
エ
ル=

ベ
ー
カ
ー
と
ア
ン
ト
ニ
ー
の
主
張
と
行
動
に
つ
い
て

知
る
こ
と
の
で
き
る
日
本
語
の
文
献
は
以
下
の
通
り
。
川
本
信
正
『
ス
ポ
ー
ツ
賛
歌
─
平
和
な
世
界
を
め
ざ
し
て
─
』
岩
波
ジ
ュ
ニ
ア
新
書
、
一

九
八
一
年
、
一
〇
九
～
一
一
六
頁
。
寺
島
善
一
「
ユ
ネ
ス
コ
と
体
育
ス
ポ
ー
ツ
─
フ
ィ
リ
ッ
プ
・
ノ
エ
ル
・
ベ
ー
カ
ー
卿
の
貢
献
を
中
心
と
し
て

─
」『
体
育
・
ス
ポ
ー
ツ
評
論
』
三
号
、
一
九
八
八
年
、
七
七
～
八
〇
頁
。「
ド
ナ
ル
ド
・
ア
ン
ト
ニ
ー
博
士
講
演
要
旨
」、
明
治
大
学
国
際
交
流

セ
ン
タ
ー
編
『
学
術
国
際
交
流
参
考
資
料
集N

o.215

《
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
ム
ー
ブ
メ
ン
ト
一
〇
〇
周
年
》』
所
収
、
一
九
九
六
年
、
四
～
二
九
頁
。
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民
の
調
和
と
和
解
の
理
想
を
象
徴
す
る
」
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
大
会
へ
は
、
手
本
と
な
る
国
と
し
て
参
加
せ
ね
ば
な
ら
な
い
と
断
言
し
た（
72
）。

ま
た
、
ユ
ダ
ヤ
人
等
の
差
別
的
扱
い
の
問
題
は
ド
イ
ツ
国
内
の
政
治
問
題
で
あ
り
、「
ス
ポ
ー
ツ
は
非
政
治
的
で
あ
る
べ
き
」
で
あ
る
か

ら
、
こ
の
差
別
問
題
に
介
入
す
る
こ
と
は
「
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
政
治
を
持
ち
込
み
、
不
和
を
煽
る
」
こ
と
に
な
る
、
と
も
主
張
し
た（
73
）。

　

以
上
、
両
派
の
見
解
の
相
違
は
は
っ
き
り
し
て
い
る
。
ノ
エ
ル=

ベ
ー
カ
ー
ら
反
対
派
は
、
ナ
チ
ス
の
差
別
的
行
為
は
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

憲
章
違
反
の
行
為
で
あ
っ
て
、
Ｂ
Ｏ
Ａ
は
こ
の
問
題
の
解
決
を
図
る
よ
う
に
Ｉ
Ｏ
Ｃ
に
要
請
す
べ
き
で
あ
る
と
し
た
の
に
対
し
て
、
エ
イ

ブ
ラ
ハ
ム
ズ
ら
賛
成
派
は
、
こ
れ
は
ド
イ
ツ
国
内
の
政
治
問
題
で
あ
る
し
、
Ｉ
Ｏ
Ｃ
が
す
で
に
決
定
し
て
い
る
事
項
に
干
渉
す
べ
き
で
な

い
と
し
た
の
で
あ
っ
た
。

　

し
た
が
っ
て
、
問
題
は
次
の
点
に
行
き
つ
く
。
つ
ま
り
、
ノ
エ
ル=

ベ
ー
カ
ー
ら
が
、
ナ
チ
ス
の
行
為
が
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
憲
章
違
反
で

あ
る
と
事
実
を
も
っ
て
示
し
得
た
と
き
に
、
ど
の
よ
う
に
し
て
Ｉ
Ｏ
Ｃ
の
決
定
を
覆
さ
せ
る
か
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
そ
れ
は
不
可
能
で

あ
っ
た
。
第
七
節
で
示
し
た
通
り
、
Ｂ
Ｏ
Ａ
は
一
九
三
五
年
一
二
月
三
日
の
会
議
で
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
大
会
の
開
催
に
つ
い
て
は
Ｉ
Ｏ
Ｃ

の
権
限
が
ド
イ
ツ
政
府
の
権
限
に
優
先
す
る
こ
と
を
確
認
す
る
と
と
も
に
、
Ｉ
Ｏ
Ｃ
の
決
定
を
絶
対
視
し
て
い
た
。
Ｂ
Ｏ
Ａ
が
Ｉ
Ｏ
Ｃ
の

決
定
は
絶
対
だ
と
し
た
と
き
、
Ｉ
Ｏ
Ｃ
委
員
で
な
い
ノ
エ
ル=
ベ
ー
カ
ー
の
よ
う
な
人
々
が
、
ナ
チ
ス
に
よ
る
ユ
ダ
ヤ
人
競
技
者
の
差
別

的
扱
い
を
事
実
を
挙
げ
て
立
証
し
得
た
と
し
て
も
、
Ｉ
Ｏ
Ｃ
の
決
定
を
変
更
さ
せ
る
道
は
閉
ざ
さ
れ
て
い
た
わ
け
で
あ
る
。
そ
れ
故
、
ノ

エ
ル=

ベ
ー
カ
ー
も
再
三
語
っ
た
よ
う
に
、
Ｉ
Ｏ
Ｃ
の
決
定
が
下
さ
れ
た
後
で
は
、
大
会
開
催
地
を
ベ
ル
リ
ン
か
ら
移
転
さ
せ
る
こ
と
は

ほ
ぼ
不
可
能
で
あ
っ
た
。
そ
の
こ
と
を
承
知
の
上
で
、
ノ
エ
ル=

ベ
ー
カ
ー
は
、
バ
イ
エ=

ラ
ツ
ー
ル
Ｉ
Ｏ
Ｃ
会
長
に
公
開
書
簡
を
送
る

と
と
も
に
、『
マ
ン
チ
ェ
ス
タ
ー
・
ガ
ー
デ
ィ
ア
ン
』
で
ベ
ル
リ
ン
・
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
問
題
状
況
を
世
論
に
訴
え
た
の
で
あ
っ
た
。
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
憲
章
の
既
述
の
二
つ
の
条
文
に
謳
わ
れ
た
参
加
資
格
の
平
等
の
原
則
が
、
当
時
の
彼
に
と
っ
て
は
、
絶
対
譲
れ
な
い
原
則
と

し
て
最
優
先
さ
れ
る
べ
き
も
の
と
考
え
ら
れ
た
か
ら
で
あ
る
。
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ィ
オ
ル
の
よ
う
に
ノ
エ
ル=

ベ
ー
カ
ー
ら
の
主
張
に
耳
を
傾
け
て
く
れ
る
人
も
い
な
く
は
な
か
っ
た
が
、
大
半
は
ア
バ
ー
デ
ア
や
エ
イ
ブ

ラ
ハ
ム
ズ
の
見
解
に
同
調
す
る
人
々
で
あ
っ
た
。

　

ノ
エ
ル=
ベ
ー
カ
ー
自
身
、
一
九
三
五
年
二
月
の
Ｂ
Ｏ
Ａ
年
次
総
会
に
出
席
し
て
以
降
は
、
国
連
で
の
活
動
や
労
働
党
の
仕
事
に
多
忙

で
、
ベ
ル
リ
ン
・
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
開
催
前
に
は
Ｂ
Ｏ
Ａ
の
会
議
に
一
回
も
出
席
で
き
な
か
っ
た
。
こ
の
た
め
、
彼
の
Ｂ
Ｏ
Ａ
内
で
の
影
響

力
は
弱
ま
ら
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。
こ
の
こ
と
が
、
Ｂ
Ｏ
Ａ
内
で
責
任
あ
る
行
動
を
し
て
い
る
エ
イ
ブ
ラ
ハ
ム
ズ
ら
の
主
張
や
判
断
に
、

彼
が
一
目
置
か
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
要
因
で
あ
る
。

　

そ
う
で
は
あ
っ
て
も
、
ノ
エ
ル=

ベ
ー
カ
ー
は
、
一
九
三
三
年
五
月
と
い
う
早
い
段
階
で
、
第
一
一
回
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
ベ
ル
リ
ン
開

催
を
問
題
と
し
て
Ｂ
Ｏ
Ａ
内
に
議
論
を
投
げ
か
け
た
こ
と
、
エ
イ
ブ
ラ
ハ
ム
ズ
の
意
向
を
尊
重
し
て
『
タ
イ
ム
ズ
』
へ
の
投
書
は
取
り
止

め
に
し
た
が
、『
マ
ン
チ
ェ
ス
タ
ー
・
ガ
ー
デ
ィ
ア
ン
』
で
は
投
書
を
公
表
し
て
世
論
を
喚
起
し
た
こ
と
、
さ
ら
に
は
、
Ｉ
Ｏ
Ｃ
会
長
バ

イ
エ=

ラ
ツ
ー
ル
に
公
開
書
簡
を
送
り
彼
の
見
解
を
求
め
た
こ
と
は
、
勇
気
あ
る
行
動
と
し
て
歴
史
的
に
記
憶
さ
れ
て
よ
い
こ
と
で
あ
る
。

　

ノ
エ
ル=

ベ
ー
カ
ー
や
Ｅ
・
Ａ
・
モ
ン
タ
ギ
ュ
ー
ら
ベ
ル
リ
ン
・
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
反
対
派
の
主
張
は
、
Ｂ
Ｏ
Ａ
内
の
賛
成
派
の
主
張
と

は
、
以
下
の
点
で
決
定
的
に
異
な
っ
て
い
た
。
両
派
は
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
憲
章
の
侵
害
は
許
さ
な
い
と
す
る
点
で
は
一
致
し
て
い
た
が
、

ナ
チ
ス
に
よ
る
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
憲
章
か
ら
の
逸
脱
行
為
へ
の
制
裁
と
い
う
点
で
は
、
ま
っ
た
く
意
見
を
異
に
し
て
い
た
。
ノ
エ
ル=

ベ
ー

カ
ー
ら
は
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
憲
章
の
条
文
、
端
的
に
言
え
ば
す
べ
て
の
競
技
者
の
平
等
の
原
則
に
違
反
す
る
こ
と
は
許
さ
な
い
、
つ
ま
り

ナ
チ
ス
の
ユ
ダ
ヤ
人
競
技
者
等
の
差
別
的
扱
い
を
許
さ
ず
、
Ｉ
Ｏ
Ｃ
の
責
任
に
お
い
て
、
そ
の
問
題
が
解
決
さ
れ
な
い
限
り
ベ
ル
リ
ン
で

の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
開
催
を
認
め
る
べ
き
で
な
い
と
主
張
し
た
。
ノ
エ
ル=
ベ
ー
カ
ー
は
国
連
を
通
じ
て
の
平
和
運
動
で
も
、
ド
イ
ツ
の

侵
略
行
為
に
対
し
て
は
断
固
た
る
制
裁
の
主
張
を
貫
い
て
い
た
。

　

他
方
、
Ｂ
Ｏ
Ａ
の
ア
バ
ー
デ
ア
や
エ
イ
ブ
ラ
ハ
ム
ズ
ら
は
、
Ｉ
Ｏ
Ｃ
の
決
定
は
絶
対
で
あ
り
、
そ
の
決
定
が
覆
ら
な
い
限
り
、「
諸
国
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「
ユ
ダ
ヤ
人
競
技
者
を
迎
え
る
」「
す
べ
て
の
競
技
者
は
フ
ェ
ア
プ
レ
イ
を
確
信
し
て
い
た
」「
ユ
ダ
ヤ
人
の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
参
加
者
に
対

す
る
権
利
の
侵
害
は
な
い
」「
憲
章
の
侵
害
を
容
赦
し
な
い
」
と
な
っ
て
い
る
。
結
び
の
小
見
出
し
「
憲
章
の
侵
害
を
容
赦
し
な
い
」
で

は
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
憲
章
が
侵
害
さ
れ
て
い
る
と
Ｉ
Ｏ
Ｃ
が
疑
念
を
抱
く
よ
う
で
あ
れ
ば
、
ベ
ル
リ
ン
で
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が
開
催
さ
れ
る

は
ず
は
な
い
か
ら
安
心
し
て
欲
し
い
と
記
す
一
方
で
、
こ
の
間
の
新
聞
報
道
の
あ
り
方
に
苦
言
を
呈
し
て
い
る
。「
新
聞
は
、
出
来
事
の

実
際
の
状
況
を
大
衆
に
知
ら
せ
る
義
務
を
遺
憾
に
も
怠
っ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
し
、
真
の
教
義
を
広
め
る
か
わ
り
に
、
そ
の
政
治
的

な
反
感
や
国
際
ス
ポ
ー
ツ
に
対
す
る
憎
し
み
を
煽
り
立
て
る
こ
と
を
選
択
し
て
い
る
。
ス
ポ
ー
ツ
は
非
政
治
的
で
あ
る
べ
き
で
あ
り
、
同

胞
意
識
の
促
進
、
協
調
、
そ
し
て
不
和
の
な
い
競
争
に
よ
る
国
際
的
友
情
の
た
め
の
最
良
の
媒
体
で
あ
る
」
と
。
彼
が
非
難
す
る
新
聞
報

道
と
は
、
ラ
イ
ン
ラ
ン
ト
進
駐
以
降
の
ド
イ
ツ
の
国
際
ス
ポ
ー
ツ
政
策
の
侵
略
的
危
険
性
を
暴
露
す
る
も
の
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
が
、

彼
は
、
友
情
を
す
べ
て
の
人
に
も
た
ら
す
は
ず
の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
政
治
を
持
ち
込
み
不
和
を
煽
る
こ
と
に
、
遺
憾
の
意
を
表
明
し
た
の

で
あ
る（
71
）。
ア
バ
ー
デ
ア
の
こ
の
論
説
も
、
既
述
の
「
基
金
の
訴
え
」
に
関
す
る
提
案
や
『
タ
イ
ム
ズ
』
掲
載
の
ポ
ー
タ
ル
ら
の
投
書

と
目
指
す
と
こ
ろ
は
同
じ
で
、
友
情
・
フ
ェ
ア
プ
レ
イ
・
政
治
的
中
立
で
あ
っ
た
。

一
一
、
結　

論

　

ノ
エ
ル=

ベ
ー
カ
ー
は
苦
渋
の
選
択
の
結
果
、
一
九
三
五
年
一
二
月
七
日
付
の
『
マ
ン
チ
ェ
ス
タ
ー
・
ガ
ー
デ
ィ
ア
ン
』
で
投
書
を
公

表
し
、
ベ
ル
リ
ン
・
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
開
催
に
反
対
す
る
意
思
表
示
を
お
こ
な
っ
た
。
こ
の
彼
の
投
書
は
、
国
内
外
で
フ
ェ
ア
プ
レ
イ
運

動
に
携
わ
る
人
々
か
ら
の
反
響
を
呼
び
起
こ
し
た
も
の
の
、
イ
ギ
リ
ス
で
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
運
動
を
実
質
的
に
担
っ
て
い
る
人
々
に
影
響
を

与
え
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。
Ａ
Ａ
Ａ
統
括
委
員
会
委
員
の
Ｅ
・
Ａ
・
モ
ン
タ
ギ
ュ
ー
と
の
協
同
も
実
を
結
ば
な
か
っ
た
。
モ
ン
テ
フ
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そ
こ
で
の
イ
ギ
リ
ス
代
表
団
の
使
命
を
訴
え
る
も
の
で
あ
っ
た
。
彼
ら
は
自
分
た
ち
の
使
命
を
次
の
よ
う
に
自
覚
し
て
い
た
。「
イ
ギ
リ

ス
・
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
協
議
会
は
、
ベ
ル
リ
ン
に
チ
ー
ム
を
派
遣
す
る
こ
と
で
ス
ポ
ー
ツ
の
最
大
の
利
益
に
寄
与
す
る
と
確
信
し
て
い
ま
す
。

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
大
会
は
常
に
諸
国
民
の
調
和
と
和
解
の
理
想
を
象
徴
す
る
も
の
で
あ
り
ま
し
た
が
、
も
し
世
界
情
勢
の
こ
の
非
常
に
危
機

的
な
段
階
で
、
世
界
が
し
ば
し
ば
手
本
を
求
め
て
い
る
こ
の
国
が
、
ほ
と
ん
ど
他
の
す
べ
て
の
国
か
ら
の
競
技
者
を
含
む
は
ず
の
大
会
に

ま
っ
た
く
代
表
を
送
っ
て
い
な
い
と
す
れ
ば
、
こ
の
理
想
は
ま
っ
た
く
不
幸
で
あ
る
ほ
か
な
い
で
し
ょ
う
」
と（
68
）。

　

ベ
ル
リ
ン
・
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が
三
ヶ
月
後
に
迫
っ
た
五
月
七
日
の
イ
ギ
リ
ス
・
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
協
議
会
の
会
議
で
は
、
基
金
か
ら
の
資

金
供
与
に
つ
い
て
以
下
の
提
案
が
可
決
さ
れ
た
。
こ
れ
も
エ
イ
ブ
ラ
ハ
ム
ズ
の
提
案
で
、「
イ
ギ
リ
ス
・
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
協
会
が
基
金
の

欠
如
に
よ
っ
て
、
統
轄
団
体
に
よ
っ
て
指
名
さ
れ
た
一
定
の
競
技
者
を
引
き
受
け
る
こ
と
が
で
き
な
い
場
合
に
は
、
統
轄
団
体
は
そ
の
よ

う
な
競
技
者
の
費
用
を
支
払
う
こ
と
が
許
さ
れ
る
こ
と
」
に
な
っ
た
。
次
に
、
Ｉ
Ｏ
Ｃ
の
財
政
状
況
が
悪
化
し
て
い
る
と
い
う
バ
イ
エ=

ラ
ツ
ー
ル
会
長
か
ら
の
手
紙
を
受
け
て
、「
ピ
エ
ー
ル
・
ド
・
ク
ー
ベ
ル
タ
ン
基
金
」
の
た
め
に
イ
ギ
リ
ス
か
ら
も
寄
付
を
募
る
こ
と
が

同
意
さ
れ
た
。
ま
た
、
イ
ギ
リ
ス
代
表
団
に
ビ
レ
ッ
タ
帽
と
ネ
ク
タ
イ
が
支
給
さ
れ
る
こ
と
も
決
定
さ
れ
た（
69
）。
そ
う
し
て
、
六
月
三

日
の
協
議
会
の
会
議
で
は
、
一
九
四
〇
年
の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
を
ロ
ン
ド
ン
で
開
催
す
る
申
請
を
行
う
こ
と
が
承
認
さ
れ
、
ロ
ン
ド
ン
市
長

に
Ｉ
Ｏ
Ｃ
宛
に
招
待
状
を
送
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
「
依
頼
す
べ
き
こ
と
が
満
場
一
致
で
決
議
さ
れ
た
。」（
70
）

　

さ
ら
に
、
Ｂ
Ｏ
Ａ
等
の
公
式
機
関
誌
の
役
割
も
果
た
し
て
い
る
『
ワ
ー
ル
ド
・
ス
ポ
ー
ツ
』
の
五
月
号
に
、「
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
大
会
は

政
治
の
外
に
特
別
な
場
を
占
め
て
い
る
」
と
題
す
る
ア
バ
ー
デ
ア
の
論
説
が
掲
載
さ
れ
た
。
こ
の
論
説
の
最
初
の
小
見
出
し
は
「
友
情
」

で
あ
る
。
ア
バ
ー
デ
ア
に
言
わ
せ
れ
ば
、「
勝
利
の
月
桂
冠
よ
り
も
文
明
に
と
っ
て
大
き
な
価
値
を
持
つ
」
も
の
が
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
祭

典
か
ら
得
ら
れ
る
友
情
で
あ
っ
た
。
こ
れ
に
続
け
て
小
見
出
し
は
順
に
、「
素
晴
ら
し
い
精
神
」「
ど
う
し
て
大
会
は
ド
イ
ツ
に
割
り
当
て

ら
れ
た
か
」「
そ
の
時
ヒ
ト
ラ
ー
は
権
力
の
座
に
な
か
っ
た
」「
ド
イ
ツ
政
府
は
干
渉
し
な
い
」「
反
ユ
ダ
ヤ
政
策
を
恐
れ
な
く
と
も
よ
い
」
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を
未
発
に
終
わ
ら
せ
た
フ
ラ
ン
コ
の
反
乱
が
勃
発
す
る
と
、
彼
は
早
く
も
七
月
末
の
第
三
一
五
庶
民
院
議
会
で
、
ス
ペ
イ
ン
共
和
国
支
援

の
立
場
を
鮮
明
に
し
て
、「
我
々
は
、
ス
ペ
イ
ン
政
府
に
国
際
法
の
慣
例
が
認
め
る
す
べ
て
の
便
宜
を
与
え
る
よ
う
政
府
に
促
し
」
た
い

と
訴
え
て
い
く（
65
）。
実
際
、
彼
は
一
九
三
七
年
一
二
月
に
ク
レ
メ
ン
ト
・
ア
ト
リ
ー
（
終
戦
直
後
の
労
働
党
政
府
の
首
相
）
ら
と
ス
ペ

イ
ン
を
訪
れ
、
ド
イ
ツ
と
イ
タ
リ
ア
に
軍
事
支
援
さ
れ
た
フ
ラ
ン
コ
軍
に
対
し
て
原
始
的
な
武
器
し
か
持
た
な
い
共
和
国
軍
の
悲
惨
な
状

況
を
、『
タ
イ
ム
ズ
』
へ
の
投
書
や
さ
ま
ざ
ま
な
機
会
の
論
戦
で
、
事
実
を
も
と
に
世
論
に
訴
え
た
。
こ
の
よ
う
に
、
ノ
エ
ル=

ベ
ー
カ

ー
は
、
一
九
三
六
年
三
月
以
降
、
ナ
チ
ス
の
侵
略
阻
止
と
ス
ペ
イ
ン
共
和
国
支
援
の
活
動
に
没
頭
し
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。

　

他
方
、
Ｂ
Ｏ
Ａ
は
、
ベ
ル
リ
ン
・
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
反
対
運
動
に
影
響
さ
れ
る
こ
と
な
く
、
大
会
参
加
の
た
め
の
準
備
を
進
め
て
い
っ
た
。

一
九
三
六
年
一
月
三
〇
日
の
イ
ギ
リ
ス
・
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
協
議
会
の
会
議
で
は
、
ア
マ
チ
ュ
ア
体
操
協
会
か
ら
体
操
チ
ー
ム
の
派
遣
、

「
備
品
・
輸
送
・
宿
舎
委
員
会
」
の
五
名
の
委
員
の
選
出
、
馬
術
競
技
へ
の
陸
軍
チ
ー
ム
の
派
遣
等
が
確
認
さ
れ
た（
66
）。
続
く
二
月
二
七

日
の
Ｂ
Ｏ
Ａ
年
次
総
会
で
は
、
ガ
ル
ミ
ッ
シ
ュ
・
パ
ル
テ
ン
キ
ル
ヒ
ェ
ン
で
の
冬
季
競
技
会
が
終
了
し
た
こ
と
を
受
け
て
、
こ
の
競
技
会

が
「
素
晴
ら
し
く
成
功
を
収
め
、
組
織
化
が
み
ご
と
」
で
あ
っ
た
と
賞
賛
さ
れ
る
と
と
も
に
、
イ
ギ
リ
ス
代
表
の
競
技
成
果
が
報
告
さ
れ

た
。
そ
し
て
「
も
し
適
切
に
訓
練
さ
れ
て
い
な
い
か
未
だ
に
国
際
的
水
準
（
認
め
ら
れ
る
水
準
は
今
や
非
常
に
高
く
な
っ
て
い
る
）
に
達

し
て
い
な
い
競
技
者
が
派
遣
さ
れ
て
い
た
な
ら
ば
、
そ
れ
は
一
国
の
信
用
を
高
め
は
し
な
か
っ
た
ろ
う
」
と
強
調
さ
れ
、
そ
れ
が
「
チ
ー

ム
に
出
資
し
て
彼
ら
を
援
助
し
て
い
る
統
轄
団
体
の
誠
実
な
支
援
」
の
お
か
げ
で
あ
っ
た
こ
と
を
伝
え
て
い
る（
67
）。

　

新
聞
や
Ｂ
Ｂ
Ｃ
の
冬
季
競
技
会
期
間
中
の
優
れ
た
報
道
と
好
意
的
な
批
評
に
気
を
よ
く
し
た
イ
ギ
リ
ス
・
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
協
議
会
の
委

員
ら
は
、『
タ
イ
ム
ズ
』
の
編
集
長
宛
に
協
議
会
議
長
の
ポ
ー
タ
ル
、
副
議
長
の
バ
ー
レ
イ
、
ア
バ
ー
デ
ア
、
基
金
名
誉
会
計
担
当
の
ノ

エ
ル
・
カ
ー
チ
ス=

ベ
ネ
ッ
ト
の
連
名
で
投
書
を
送
っ
て
い
る
。
そ
の
投
書
は
三
月
七
日
付
で
掲
載
さ
れ
た
。
内
容
は
、『
タ
イ
ム
ズ
』

社
に
援
助
を
要
請
す
る
と
と
も
に
、
そ
の
紙
面
を
使
っ
て
基
金
へ
の
募
金
を
呼
び
か
け
、
そ
し
て
ベ
ル
リ
ン
・
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
価
値
と
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す
る
と
い
う
慎
重
さ
に
欠
け
る
判
断
を
お
こ
な
っ
た
こ
と
を
考
え
る
な
ら
ば
、
結
局
彼
は
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
憲
章
擁
護
と
い
う
フ
ェ
ア
プ

レ
イ
運
動
の
理
念
や
目
的
に
つ
い
て
は
賛
同
し
た
に
し
て
も
、
そ
の
活
動
に
つ
い
て
は
そ
れ
ほ
ど
関
心
も
な
く
、
行
動
も
共
に
で
き
な
か

っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。
ノ
エ
ル=

ベ
ー
カ
ー
に
と
っ
て
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
運
動
を
前
進
さ
せ
る
こ
と
が
最
大
の
関
心
事
で
あ
っ
て
、

そ
の
基
調
と
な
る
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
憲
章
に
反
す
る
行
為
は
絶
対
に
許
さ
れ
る
べ
き
で
な
い
と
考
え
て
い
た
。
し
た
が
っ
て
、
ナ
チ
ス
の
逸

脱
行
為
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
と
は
別
の
対
抗
オ
リ
ン
ピ
ア
ー
ド
を
開
催
す
る
こ
と
も
、
彼
に
あ
っ
て
は
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

運
動
を
破
壊
す
る
も
の
と
映
っ
た
の
で
あ
る
。

一
〇
、
一
九
三
六
年
前
半
の
ベ
ル
リ
ン
・
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
参
加
を
め
ぐ
る
動
向

　

以
上
の
よ
う
に
、
ノ
エ
ル=

ベ
ー
カ
ー
の
主
張
は
一
九
三
六
年
一
月
一
〇
日
ま
で
し
か
辿
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
こ
の
こ
と
は
、

ノ
エ
ル=

ベ
ー
カ
ー
文
書
に
そ
の
後
の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
関
連
の
資
料
が
存
在
し
な
い
と
い
う
だ
け
で
な
く
、
同
年
三
月
七
日
の
ド
イ
ツ
軍

の
ラ
イ
ン
ラ
ン
ト
非
武
装
地
帯
へ
の
進
駐
と
い
う
事
態
を
受
け
て
、
ノ
エ
ル=

ベ
ー
カ
ー
が
ナ
チ
の
侵
略
行
為
を
阻
止
す
べ
く
、
議
会
内

外
の
闘
い
に
全
力
を
傾
け
て
い
っ
た
こ
と
に
よ
る
と
思
わ
れ
る
。

　

ナ
チ
ス
の
ラ
イ
ン
ラ
ン
ト
侵
攻
の
一
〇
日
後
の
三
月
一
七
日
、
ノ
エ
ル=

ベ
ー
カ
ー
は
、
第
三
一
一
庶
民
院
議
会
で
、
政
府
が
戦
争
に

よ
る
こ
と
な
く
平
和
的
な
手
段
で
ナ
チ
ス
の
侵
略
行
為
を
止
め
る
方
策
を
講
ぜ
よ
、
と
訴
え
て
い
る
。
ま
た
議
会
の
外
で
も
、
彼
は
、
ウ

ィ
ン
ス
ト
ン
・
チ
ャ
ー
チ
ル
、
ノ
ー
マ
ン
・
エ
ン
ジ
ェ
ル
、
ウ
ォ
ル
タ
ー
・
シ
ト
リ
ー
ン
、
ロ
バ
ー
ト
・
モ
ン
ド
ら
と
と
も
に
関
与
し
た

「
自
由
と
平
和
の
防
衛
の
た
め
の
焦
点
」
の
活
動
を
展
開
し
、「
ヒ
ト
ラ
ー
に
よ
る
ラ
イ
ン
ラ
ン
ト
再
占
領
の
蛮
行
を
遺
憾
と
し
、
遅
き
に

失
す
る
前
に
世
論
を
喚
起
す
る
必
要
を
宣
言
す
る
」
焦
点
声
明
を
発
し
た（
64
）。
こ
れ
に
加
え
て
、
バ
ル
セ
ロ
ナ
人
民
オ
リ
ン
ピ
ア
ー
ド
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マ
カ
ビ
ー
の
手
紙
や
通
信
で
は
、
対
抗
オ
リ
ン
ピ
ア
ー
ド
の
意
義
や
各
国
で
の
準
備
の
様
子
に
つ
い
て
述
べ
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
る
が
、

ノ
エ
ル=

ベ
ー
カ
ー
は
か
な
り
強
い
調
子
で
こ
れ
ら
の
対
抗
オ
リ
ン
ピ
ア
ー
ド
に
反
対
し
て
い
る
。
理
由
は
引
用
文
に
あ
る
よ
う
に
、
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
運
動
に
癒
し
が
た
い
傷
跡
を
残
す
と
い
う
こ
と
に
あ
っ
た
。
ノ
エ
ル=

ベ
ー
カ
ー
が
マ
カ
ビ
ー
の
手
紙
よ
り
知
り
得
た
対
抗

オ
リ
ン
ピ
ア
ー
ド
と
は
、
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
に
お
い
て
「
ベ
ル
リ
ン
で
予
定
さ
れ
て
い
る
大
会
と
ほ
ぼ
同
時
期
に
開
催
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ

て
い
る
対
抗
オ
リ
ン
ピ
ア
ー
ド
」
と
オ
ー
ス
ト
リ
ア
の
ザ
ル
ツ
ブ
ル
ク
祭
で
あ
っ
た（
62
）。
こ
の
時
点
（
一
九
三
六
年
一
月
）
で
は
、
ま

だ
バ
ル
セ
ロ
ナ
人
民
オ
リ
ン
ピ
ア
ー
ド
の
具
体
的
計
画
は
な
さ
れ
て
い
な
い（
63
）。
こ
の
マ
カ
ビ
ー
の
手
紙
は
、
対
抗
オ
リ
ン
ピ
ア
ー
ド

に
つ
い
て
イ
ギ
リ
ス
に
伝
え
ら
れ
た
も
っ
と
も
早
い
時
期
の
情
報
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
信
憑
性
は
き
わ
め
て
低
い
。
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
で
の

対
抗
オ
リ
ン
ピ
ア
ー
ド
な
ど
存
在
し
な
か
っ
た
し
、
ザ
ル
ツ
ブ
ル
ク
祭
は
対
抗
オ
リ
ン
ピ
ア
ー
ド
で
は
な
か
っ
た
。
オ
ー
ス
ト
リ
ア
で
は

一
九
三
四
年
二
月
に
ド
ル
フ
ス
独
裁
制
が
確
立
し
て
お
り
、
ナ
チ
・
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
対
抗
す
る
勢
力
は
壊
滅
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

　

最
後
に
、
本
節
で
の
考
察
の
ま
と
め
を
し
て
お
き
た
い
。
ノ
エ
ル=

ベ
ー
カ
ー
は
『
マ
ン
チ
ェ
ス
タ
ー
・
ガ
ー
デ
ィ
ア
ン
』
に
投
書
を

公
表
し
て
以
降
、
ベ
ル
リ
ン
・
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
反
対
を
主
張
す
る
国
内
外
の
組
織
の
関
係
者
か
ら
手
紙
を
受
け
取
っ
た
。
と
り
わ
け
、
フ

ェ
ア
プ
レ
イ
運
動
に
関
わ
る
国
際
組
織
、
ア
メ
リ
カ
の
組
織
、
イ
ギ
リ
ス
の
組
織
の
責
任
あ
る
人
物
か
ら
ほ
ぼ
同
時
期
に
手
紙
を
受
け
取

っ
た
。
し
か
し
、
ノ
エ
ル=

ベ
ー
カ
ー
文
書
に
は
、
Ｆ
．
Ｅ
．
ワ
ー
ナ
ー
へ
の
返
書
は
残
さ
れ
て
い
る
が
、
国
外
の
人
物
へ
の
返
書
は
存

在
し
な
い
の
で
、
国
際
的
に
展
開
さ
れ
た
フ
ェ
ア
プ
レ
イ
運
動
に
関
す
る
ノ
エ
ル=

ベ
ー
カ
ー
の
真
意
を
は
っ
き
り
つ
か
む
こ
と
は
で
き

な
い
。
イ
ギ
リ
ス
国
内
の
フ
ェ
ア
プ
レ
イ
運
動
に
関
し
て
も
目
的
に
は
賛
成
し
て
い
た
が
、
そ
の
方
法
ま
で
含
め
て
賛
同
し
た
か
ど
う
か

は
疑
問
で
あ
る
。

　

た
だ
し
、
彼
が
対
抗
オ
リ
ン
ピ
ア
ー
ド
の
開
催
に
断
固
反
対
で
あ
っ
た
と
い
う
事
実
、
し
か
も
、
信
憑
性
の
な
い
情
報
を
も
と
に
即
断
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組
織
委
員
会
の
サ
ミ
ュ
エ
ル
・
Ｋ
・
マ
カ
ビ
ー
か
ら
ノ
ー
マ
ン
・
エ
ン
ジ
ェ
ル
宛
に
送
ら
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
。
ノ
ー
マ
ン
・
エ
ン
ジ
ェ

ル
は
、
国
際
連
盟
に
よ
る
平
和
を
唱
え
る
集
団
安
全
保
障
論
の
代
表
的
論
客
で
あ
っ
た
が
、
彼
も
ノ
エ
ル=

ベ
ー
カ
ー
も
国
際
連
盟
同
盟

を
は
じ
め
、
さ
ま
ざ
ま
な
平
和
・
軍
縮
運
動
で
行
動
を
と
も
に
し
て
お
り
、
懇
意
の
関
係
に
あ
っ
た
。
そ
の
エ
ン
ジ
ェ
ル
が
、
手
紙
の
内

容
が
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
運
動
に
関
わ
る
も
の
で
あ
っ
た
か
ら
、
ノ
エ
ル=

ベ
ー
カ
ー
に
助
言
を
求
め
る
た
め
に
転
送
し
て
き
た
の
で
あ
る
。

　

マ
カ
ビ
ー
か
ら
ノ
ー
マ
ン
・
エ
ン
ジ
ェ
ル
宛
に
送
ら
れ
て
き
た
文
書
は
二
つ
あ
り
、
一
つ
は
エ
ン
ジ
ェ
ル
宛
の
私
信
で
あ
り
、
も
う
一

つ
は
右
記
委
員
会
の
通
信
で
あ
り
、
二
通
と
も
一
二
月
一
三
日
付
で
送
ら
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
れ
ら
の
手
紙
と
通
信
に
つ
い
て
意
見

を
請
う
た
め
に
、
ノ
ー
マ
ン
・
エ
ン
ジ
ェ
ル
が
ノ
エ
ル=

ベ
ー
カ
ー
に
手
紙
と
と
も
に
そ
れ
ら
を
送
っ
た
の
が
一
月
一
〇
日
で
あ
っ
た
。

彼
か
ら
の
問
い
か
け
の
手
紙
に
対
し
て
、
ノ
エ
ル=

ベ
ー
カ
ー
は
マ
カ
ビ
ー
か
ら
の
手
紙
と
通
信
を
読
ん
で
、
次
の
よ
う
な
返
答
を
し
て

い
る
。

　

　

親
愛
な
る
エ
ン
ジ
ェ
ル

　

ア
メ
リ
カ
親
善
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
協
会
組
織
委
員
会
に
つ
い
て
あ
な
た
に
助
言
を
与
え
る
こ
と
に
、
驚
き
を
隠
せ
ま
せ
ん
。
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
大
会
情
勢
の
全
体
的
な
展
開
は
破
滅
的
で
あ
り
、
私
の
考
え
で
は
、
進
む
べ
き
最
良
の
道
が
何
処
に
あ
る
の
か
が
は
っ
き
り

い
た
し
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
現
在
助
言
す
る
と
い
た
し
ま
す
と
、
私
は
対
抗
オ
リ
ン
ピ
ア
ー
ド
へ
の
イ
ギ
リ
ス
の
参
加
に
は
断
固
と

し
て
反
対
で
す
。
私
は
、
五
〇
万
ド
ル
を
集
め
た
に
し
て
も
、
対
抗
オ
リ
ン
ピ
ア
ー
ド
は
失
敗
す
る
だ
ろ
う
と
信
じ
て
お
り
ま
す
し
、

対
抗
オ
リ
ン
ピ
ア
ー
ド
は
癒
す
こ
と
の
難
し
い
傷
跡
を
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
運
動
に
残
す
で
し
ょ
う
。

　

私
は
、
再
度
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
友
人
た
ち
と
状
況
全
体
に
つ
い
て
話
し
合
う
つ
も
り
で
お
り
ま
す
が
、
さ
ら
に
留
意
す
べ
き
こ
と

が
あ
り
ま
し
た
ら
、
あ
な
た
に
お
手
紙
を
差
し
上
げ
る
で
し
ょ
う（
61
）。
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ス
ミ
ス
の
手
紙
の
用
件
は
、
ア
メ
リ
カ
側
の
運
動
と
ノ
エ
ル=

ベ
ー
カ
ー
の
個
人
的
な
影
響
力
を
結
び
つ
け
る
こ
と
に
あ
っ
た
。
そ
の
手

紙
に
は
、「
私
は
、
ア
メ
リ
カ
側
の
も
の
を
あ
な
た
に
提
供
い
た
し
ま
す
が
、
あ
な
た
ご
自
身
が
経
験
さ
れ
た
こ
と
や
お
考
え
の
こ
と
を

我
々
の
側
か
ら
も
広
め
て
よ
い
の
か
ど
う
か
に
つ
い
て
、
あ
な
た
と
話
し
合
い
た
い
と
思
い
ま
す
」
と
記
さ
れ
て
い
た（
58
）。
彼
は
、
ア

メ
リ
カ
の
「
ス
ポ
ー
ツ
に
お
け
る
フ
ェ
ア
プ
レ
イ
に
関
す
る
委
員
会
」（
以
下
、
ア
メ
リ
カ
・
フ
ェ
ア
プ
レ
イ
委
員
会
と
略
す
）
の
事
務

局
長
チ
ェ
ン
バ
レ
ン
と
も
直
々
ア
メ
リ
カ
で
議
論
を
重
ね
て
お
り
、
こ
の
運
動
で
ア
メ
リ
カ
と
イ
ギ
リ
ス
を
つ
な
ぐ
人
物
の
一
人
で
あ
っ

た
。
彼
が
ノ
エ
ル=

ベ
ー
カ
ー
に
送
っ
た
資
料
か
ど
う
か
は
確
定
で
き
な
い
が
、
確
か
に
ノ
エ
ル=

ベ
ー
カ
ー
文
書
に
は
六
〇
頁
に
及
ぶ

ア
メ
リ
カ
・
フ
ェ
ア
プ
レ
イ
委
員
会
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト（
59
）が
収
め
ら
れ
て
い
る
。

　

も
う
一
つ
の
反
響
は
国
際
組
織
か
ら
の
も
の
で
あ
っ
た
。
一
月
一
〇
日
付
の
ブ
リ
ュ
ッ
セ
ル
発
信
で
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
理
念
擁
護
国
際

委
員
会
書
記
長
の
エ
リ
ク
・
ク
ー
ボ
か
ら
の
手
紙
が
届
い
た
の
で
あ
る
。
ク
ー
ボ
の
手
紙
は
ノ
エ
ル=

ベ
ー
カ
ー
へ
の
依
頼
で
あ
っ
た
。

依
頼
の
第
一
は
、「
私
た
ち
は
、
ベ
ル
リ
ン
に
大
会
を
留
め
る
こ
と
に
反
対
す
る
闘
い
に
特
別
に
充
て
ら
れ
る
『
ス
ポ
ー
ツ
・
ロ
イ
ヤ
ル
』

の
次
の
版
で
、
あ
な
た
の
抗
議
文
の
全
文
を
掲
載
す
る
つ
も
り
」
で
あ
る
が
、
そ
れ
に
手
を
加
え
て
く
れ
る
の
で
あ
れ
ば
大
歓
迎
で
あ
る

こ
と
、
第
二
は
、「
現
在
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
こ
の
領
域
〔
ベ
ル
リ
ン
・
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
反
対
す
る
運
動
〕
で
正
確
に
何
が
な
さ
れ
て
い

る
の
か
を
知
ら
せ
て
」
欲
し
い
と
い
う
こ
と
、
で
あ
る（
60
）。

　

こ
れ
ら
二
人
の
手
紙
に
対
す
る
ノ
エ
ル=

ベ
ー
カ
ー
の
返
書
の
写
し
が
ノ
エ
ル=

ベ
ー
カ
ー
文
書
に
は
存
在
し
な
い
の
で
、
ア
メ
リ
カ

の
フ
ェ
ア
プ
レ
イ
運
動
並
び
に
国
際
的
な
フ
ェ
ア
プ
レ
イ
運
動
に
つ
い
て
彼
が
ど
う
評
価
し
て
い
た
の
か
は
わ
か
ら
な
い
。
返
書
の
写
し

が
存
在
し
な
い
こ
と
に
つ
い
て
は
、
返
書
が
送
ら
れ
な
か
っ
た
と
考
え
る
方
が
妥
当
で
あ
ろ
う
。

　

次
に
挙
げ
る
手
紙
と
資
料
は
ノ
エ
ル=

ベ
ー
カ
ー
宛
の
も
の
で
は
な
か
っ
た
が
、
そ
の
手
紙
の
受
取
人
か
ら
手
紙
の
内
容
に
つ
い
て
助

言
を
求
め
ら
れ
た
関
係
で
、
ノ
エ
ル=

ベ
ー
カ
ー
の
手
元
に
届
い
た
も
の
で
あ
る
。
そ
の
手
紙
は
、
ア
メ
リ
カ
親
善
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
協
会
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創
設
に
つ
い
て
お
伺
い
し
た
こ
と
に
大
変
興
味
を
搔
き
立
て
ら
れ
ま
し
た
。
も
ち
ろ
ん
、
私
は
貴
委
員
会
の
目
的
に
完
全
に
同
意
い
た
し

ま
す
」
と
短
い
が
大
変
好
意
的
な
返
答
を
し
て
お
り
、
会
議
へ
の
出
席
の
要
請
に
つ
い
て
は
、
仕
事
に
追
い
立
て
ら
れ
て
い
て
時
間
が
と

れ
な
い
と
詫
び
て
い
る（
55
）。
ノ
エ
ル=

ベ
ー
カ
ー
が
こ
の
委
員
会
の
目
的
に
賛
同
し
た
の
は
、
イ
ギ
リ
ス
・
フ
ェ
ア
プ
レ
イ
委
員
会
が

フ
ェ
ア
プ
レ
イ
の
原
則
を
擁
護
す
る
と
い
う
観
点
か
ら
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
憲
章
を
重
視
し
て
い
た
こ
と
に
最
大
の
理
由
が
あ
っ
た
と
思
わ
れ

る
。

　

そ
の
後
、
再
度
ワ
ー
ナ
ー
か
ら
一
月
一
九
日
付
の
手
紙
が
ノ
エ
ル=

ベ
ー
カ
ー
宛
に
送
ら
れ
て
お
り
、
そ
こ
で
は
、
ノ
エ
ル=

ベ
ー
カ

ー
の
手
紙
が
イ
ギ
リ
ス
・
フ
ェ
ア
プ
レ
イ
委
員
会
の
会
議
で
読
み
上
げ
ら
れ
、
大
変
な
激
励
と
な
っ
た
こ
と
を
伝
え
る
と
と
も
に
、
個
人

的
に
会
う
こ
と
が
で
き
な
い
か
を
打
診
し
て
い
た（
56
）。
こ
れ
に
対
す
る
ノ
エ
ル=

ベ
ー
カ
ー
の
返
書
は
一
月
二
〇
日
付
で
な
さ
れ
、
や

は
り
こ
こ
で
も
外
国
に
行
く
の
で
す
ぐ
に
は
時
間
が
と
れ
な
い
が
、
二
月
五
日
以
降
な
ら
時
間
を
あ
け
る
よ
う
に
努
力
し
た
い
と
伝
え
て

い
る（
57
）。
こ
の
手
紙
を
も
っ
て
ノ
エ
ル=
ベ
ー
カ
ー
文
書
の
書
簡
資
料
は
終
わ
っ
て
い
る
の
で
、
そ
の
後
ノ
エ
ル=

ベ
ー
カ
ー
が
ワ
ー

ナ
ー
と
手
紙
を
や
り
取
り
し
た
の
か
、
ま
た
イ
ギ
リ
ス
・
フ
ェ
ア
プ
レ
イ
委
員
会
と
関
わ
り
を
も
っ
た
の
か
、
に
つ
い
て
は
不
明
で
あ
る
。

（
二
）
諸
外
国
の
反
響

　

フ
ェ
ア
プ
レ
イ
運
動
に
つ
い
て
の
情
報
は
、
イ
ギ
リ
ス
・
フ
ェ
ア
プ
レ
イ
委
員
会
か
ら
の
も
の
に
と
ど
ま
ら
ず
、
諸
国
外
か
ら
も
複
数

寄
せ
ら
れ
て
お
り
、
そ
れ
に
よ
っ
て
ノ
エ
ル=

ベ
ー
カ
ー
は
フ
ェ
ア
プ
レ
イ
運
動
の
国
際
的
展
開
に
つ
い
て
か
な
り
理
解
が
進
ん
だ
は
ず

で
あ
る
。
彼
は
、
こ
れ
ら
の
運
動
に
対
し
て
自
ら
の
主
張
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
の
で
、
そ
の
点
に
も
注
目
し
た
い
。

　

最
初
の
反
響
は
ア
メ
リ
カ
か
ら
で
あ
っ
た
。「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
友
」
の
書
記
レ
ニ
ー
・
ス
ミ
ス
は
、『
マ
ン
チ
ェ
ス
タ
ー
・
ガ
ー
デ
ィ
ア

ン
』
掲
載
の
ノ
エ
ル=

ベ
ー
カ
ー
の
投
書
の
内
容
に
共
感
し
て
、
ノ
エ
ル=

ベ
ー
カ
ー
の
も
と
へ
一
月
三
日
付
で
手
紙
を
送
っ
て
き
た
。
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ん
で
お
り
ま
せ
ん
。
で
す
か
ら
、
私
は
あ
な
た
に
委
員
の
名
前
を
お
伝
え
で
き
ま
せ
ん
が
、
ど
う
か
ご
容
赦
く
だ
さ
い
。
も
し
あ
な

た
が
個
人
的
に
委
員
会
に
出
席
さ
れ
、
現
在
ま
で
の
委
員
会
の
詳
細
な
活
動
を
理
解
し
て
い
た
だ
け
る
の
で
あ
れ
ば
、
私
た
ち
は
大

変
嬉
し
く
思
い
ま
す
。
さ
ら
に
ま
た
、
も
し
あ
な
た
が
私
ど
も
の
仲
間
に
な
る
こ
と
を
決
意
し
て
く
だ
さ
る
の
で
あ
れ
ば
、
私
た
ち

は
あ
な
た
の
経
験
に
よ
る
援
助
に
対
し
て
深
く
感
謝
申
し
上
げ
る
で
し
ょ
う（
53
）。

　　

こ
の
手
紙
か
ら
以
下
の
こ
と
が
指
摘
で
き
る
。
列
挙
す
る
と
、
第
一
に
、
イ
ギ
リ
ス
・
フ
ェ
ア
プ
レ
イ
委
員
会
が
、
ノ
エ
ル=

ベ
ー
カ

ー
の
投
書
か
ら
直
接
的
な
刺
激
を
受
け
て
、
一
二
月
七
日
か
ら
翌
年
一
月
一
〇
日
ま
で
の
間
に
設
立
さ
れ
た
こ
と
、
第
二
に
、
こ
の
委
員

会
が
大
部
分
は
あ
ま
り
有
名
で
な
い
ス
ポ
ー
ツ
愛
好
者
よ
り
成
り
立
っ
て
い
る
こ
と
、
第
三
に
、
こ
の
国
の
遺
産
で
あ
る
フ
ェ
ア
プ
レ
イ

の
原
則
へ
の
共
感
を
得
る
も
の
と
し
て
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
憲
章
を
み
な
し
て
い
る
こ
と
、
第
四
に
、
ノ
エ
ル=

ベ
ー
カ
ー
は
こ
の
委
員
会
の

設
立
に
は
関
与
し
て
お
ら
ず
、
こ
の
時
点
で
委
員
会
へ
の
参
加
を
求
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
、
で
あ
る
。

　

イ
ギ
リ
ス
・
フ
ェ
ア
プ
レ
イ
委
員
会
は
ア
メ
リ
カ
や
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
国
々
の
運
動
に
呼
応
し
て
組
織
化
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
一
九
三

五
年
の
一
二
月
七
日
に
パ
リ
で
各
国
の
代
表
を
集
め
て
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
理
念
擁
護
国
際
委
員
会
（
当
時
、
国
際
フ
ェ
ア
プ
レ
イ
委
員
会
と

も
別
称
さ
れ
て
い
た
の
で
、
以
下
こ
の
別
称
で
記
す
）
が
創
立
さ
れ
、
そ
の
創
立
総
会
へ
は
イ
ギ
リ
ス
か
ら
も
何
名
か
が
出
席
し
て
い
た
。

そ
し
て
、
四
ヶ
月
後
の
一
九
三
六
年
四
月
に
各
国
へ
送
ら
れ
た
「
フ
ェ
ア
プ
レ
イ―

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
運
動
の
す
べ
て
の
友
人
と
支
持
者
へ

―

」
と
題
す
る
英
文
と
仏
文
の
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
に
は
、
イ
ギ
リ
ス
か
ら
ウ
ォ
ル
タ
ー
・
シ
ト
リ
ー
ン
、
ロ
バ
ー
ト
・
モ
ン
ド
、
Ｆ
・
Ｅ
・

ワ
ー
ナ
ー
の
三
名
が
署
名
し
た
の
で
あ
っ
た
。
当
然
の
こ
と
な
が
ら
ワ
ー
ナ
ー
に
は
イ
ギ
リ
ス
・
フ
ェ
ア
プ
レ
イ
委
員
会
書
記
の
肩
書
き

が
つ
い
て
い
た（
54
）。

　

こ
の
ワ
ー
ナ
ー
の
手
紙
へ
の
ノ
エ
ル=

ベ
ー
カ
ー
の
返
書
は
一
月
一
四
日
付
で
な
さ
れ
た
。
ノ
エ
ル=

ベ
ー
カ
ー
は
、「
貴
委
員
会
の
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Ｈ
・
エ
ル
ヴ
ィ
ン
か
ら
の
申
し
出
に
よ
り
、
Ａ
Ａ
Ａ
に
対
し
て
ア
ン
ト
ワ
ー
プ
労
働
者
オ
リ
ン
ピ
ア
ー
ド
へ
の
Ｂ
Ｗ
Ｓ
Ａ
の
参
加
許
可
を

求
め
る
代
表
団
に
名
を
連
ね
て
い
る（
52
）。

　

さ
て
、
次
の
反
響
は
、
ベ
ル
リ
ン
・
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
反
対
運
動
で
重
要
な
役
割
を
果
た
し
た
「
ス
ポ
ー
ツ
に
お
け
る
フ
ェ
ア
プ
レ
イ
に

関
す
る
イ
ギ
リ
ス
委
員
会
」（
以
下
、
イ
ギ
リ
ス
・
フ
ェ
ア
プ
レ
イ
委
員
会
と
略
す
）
の
書
記
Ｆ
・
Ｅ
・
ワ
ー
ナ
ー
か
ら
も
た
ら
さ
れ
た
。

　

ノ
エ
ル=

ベ
ー
カ
ー
は
、
一
月
一
〇
日
付
の
手
紙
を
ワ
ー
ナ
ー
か
ら
受
け
取
っ
た
。
ワ
ー
ナ
ー
は
そ
の
手
紙
で
、
ノ
エ
ル=

ベ
ー
カ
ー

の
『
マ
ン
チ
ェ
ス
タ
ー
・
ガ
ー
デ
ィ
ア
ン
』
掲
載
の
投
書
に
共
感
を
示
す
と
と
も
に
、
ノ
エ
ル=

ベ
ー
カ
ー
に
イ
ギ
リ
ス
・
フ
ェ
ア
プ
レ

イ
委
員
会
へ
の
参
加
を
呼
び
か
け
た
。
彼
の
手
紙
は
、
イ
ギ
リ
ス
・
フ
ェ
ア
プ
レ
イ
委
員
会
の
活
動
に
つ
い
て
大
切
な
こ
と
を
記
し
て
い

る
の
で
、
そ
の
内
容
を
以
下
に
示
す
。

　

　

親
愛
な
る
ノ
エ
ル=

ベ
ー
カ
ー
氏

　

少
し
前
に
あ
な
た
は
、
目
前
に
迫
っ
た
ド
イ
ツ
で
の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
大
会
の
問
題
に
つ
い
て
、『
マ
ン
チ
ェ
ス
タ
ー
・
ガ
ー
デ
ィ

ア
ン
』
に
投
書
さ
れ
ま
し
た
。
私
は
、
そ
の
手
紙
が
、
至
る
と
こ
ろ
で
ス
ポ
ー
ツ
マ
ン
の
間
に
広
が
っ
て
い
る
感
情
に
明
確
な
形
を

与
え
る
と
と
も
に
、
上
記
の
名
称
の
委
員
会
〔
イ
ギ
リ
ス
・
フ
ェ
ア
プ
レ
イ
委
員
会
〕
の
創
設
の
た
め
の
直
接
的
な
刺
激
と
し
て
役

だ
っ
た
、
と
言
え
る
だ
ろ
う
と
思
い
ま
す
。
こ
の
委
員
会
は
、
多
く
の
多
少
な
り
と
も
有
名
な
（
主
に
あ
ま
り
有
名
で
な
い
）
ス
ポ

ー
ツ
愛
好
者
か
ら
成
り
立
っ
て
い
ま
す
。〔
中
略
〕
私
た
ち
は
、
こ
の
問
題
で
警
告
を
発
す
る
こ
と
を
切
望
い
た
し
ま
す
。
と
申
し

ま
す
の
も
、
私
た
ち
が
こ
の
国
の
ス
ポ
ー
ツ
マ
ン
の
遺
産
で
あ
る
と
感
じ
て
い
る
生
来
の
フ
ェ
ア
プ
レ
イ
の
基
盤
に
立
っ
て
、
純
粋

に
広
く
共
感
を
勝
ち
得
る
こ
と
の
で
き
る
も
の
と
し
て
、
こ
の
憲
章
〔
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
憲
章
〕
を
み
な
し
て
い
る
か
ら
で
す
。
私
た

ち
は
ま
た
、
不
公
平
な
立
場
に
仲
間
の
一
人
か
二
人
を
追
い
込
む
か
も
し
れ
な
い
よ
う
な
、
道
理
に
合
わ
な
い
早
ま
っ
た
宣
伝
を
望
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彼
ら
が
要
求
す
る
先
は
Ｂ
Ｏ
Ａ
で
あ
り
、
彼
ら
の
決
議
は
ベ
ル
リ
ン
・
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
を
ボ
イ
コ
ッ
ト
す
る
よ
う
求
め
る
も
の
で
あ
っ

た
。

　

こ
の
ス
タ
イ
ン
バ
ー
ク
の
手
紙
へ
の
ノ
エ
ル=

ベ
ー
カ
ー
の
返
書
は
、
年
を
越
し
て
か
ら
な
さ
れ
た
。
彼
は
年
末
か
ら
年
始
に
か
け
て

「
各
地
を
転
々
と
し
て
い
た
」
の
で
返
信
が
遅
れ
た
と
謝
罪
し
て
い
る
。
ノ
エ
ル=

ベ
ー
カ
ー
の
返
書
で
は
、「
ご
親
切
に
も
お
送
り
い
た

だ
い
た
ド
イ
ツ
に
お
け
る
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
大
会
の
問
題
に
関
す
る
決
議
を
読
み
、
非
常
に
嬉
し
く
思
い
ま
し
た
。
も
ち
ろ
ん
私
は
、
無
条

件
に
そ
の
決
議
に
同
意
い
た
し
ま
す
し
、
決
議
が
表
明
す
る
見
解
が
広
く
わ
が
国
に
行
き
渡
る
こ
と
を
期
待
し
て
お
り
ま
す
」
と
記
し
て

お
り
、
彼
が
自
分
の
見
解
と
一
致
す
る
モ
ン
タ
ギ
ュ
ー
・
バ
ー
ト
ン
社
の
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
・
ク
ラ
ブ
の
決
議
に
賛
同
し
た
こ
と
が
わ
か

る（
50
）。

　

我
々
が
注
目
し
た
い
の
は
、
こ
れ
に
続
く
文
章
で
あ
る
。
つ
ま
り
、「
私
は
、
労
働
者
ス
ポ
ー
ツ
協
会
の
圧
力
と
『
マ
ン
チ
ェ
ス
タ

ー
・
ガ
ー
デ
ィ
ア
ン
』
の
編
集
長
の
圧
力
の
他
に
は
、
ど
の
よ
う
な
組
織
的
な
試
み
も
イ
ギ
リ
ス
・
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
協
会
に
加
え
ら
れ
な

い
の
で
は
な
い
か
と
心
配
い
た
し
ま
す
」（
51
）と
い
う
記
述
で
あ
る
。
こ
の
記
述
か
ら
、
ノ
エ
ル=

ベ
ー
カ
ー
が
『
マ
ン
チ
ェ
ス
タ
ー
・
ガ

ー
デ
ィ
ア
ン
』
へ
の
自
身
の
投
書
や
モ
ン
タ
ギ
ュ
ー
の
論
説
と
と
も
に
、
Ｎ
Ｗ
Ｓ
Ａ
の
反
対
運
動
を
か
な
り
肯
定
的
に
評
価
し
て
い
る
こ

と
が
わ
か
る
。
モ
ン
タ
ギ
ュ
ー
・
バ
ー
ト
ン
社
の
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
・
ク
ラ
ブ
の
運
動
を
知
る
ま
で
は
、
彼
の
目
に
は
『
マ
ン
チ
ェ
ス
タ

ー
・
ガ
ー
デ
ィ
ア
ン
』
の
記
事
と
Ｎ
Ｗ
Ｓ
Ａ
の
運
動
だ
け
が
組
織
的
な
圧
力
と
映
っ
て
お
り
、
彼
は
こ
れ
ら
の
試
み
に
期
待
し
て
い
た
の

で
あ
る
。

　

因
み
に
、
こ
の
時
点
で
は
、
ノ
エ
ル=

ベ
ー
カ
ー
は
Ｎ
Ｗ
Ｓ
Ａ
と
直
接
的
な
関
係
を
持
た
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
が
、
翌
年
の
一
九
三

七
年
六
月
、
イ
ギ
リ
ス
労
働
者
ス
ポ
ー
ツ
協
会
（
Ｂ
Ｗ
Ｓ
Ａ
、
一
九
三
六
年
四
月
に
Ｎ
Ｗ
Ｓ
Ａ
か
ら
名
称
変
更
）
議
長
の
ハ
ー
バ
ー
ト
・
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い
て
考
察
す
る
。

　

投
書
に
対
す
る
最
初
の
反
響
は
、
モ
ン
タ
ギ
ュ
ー
・
バ
ー
ト
ン
社
福
祉
課
の
Ｍ
・
ス
タ
イ
ン
バ
ー
グ
と
名
乗
る
者
か
ら
で
あ
っ
た
。
ス

タ
イ
ン
バ
ー
グ
か
ら
ノ
エ
ル=

ベ
ー
カ
ー
宛
の
手
紙
が
一
九
三
五
年
一
二
月
一
八
日
付
で
届
け
ら
れ
た
。
リ
ー
ズ
（
現
在
の
西
ヨ
ー
ク
シ

ァ
の
都
市
）
に
あ
る
こ
の
会
社
は
ユ
ダ
ヤ
系
イ
ギ
リ
ス
人
所
有
の
被
服
製
造
会
社
で
あ
っ
た
が
、
多
く
の
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
を
抱
え
て
お

り
、
た
ぶ
ん
そ
う
し
た
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
を
統
轄
す
る
部
署
が
福
祉
課
で
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
ス
タ
イ
ン
バ
ー
グ
か
ら
の
手
紙
は
、
こ

の
会
社
の
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
・
ク
ラ
ブ
が
加
盟
す
る
ウ
エ
ス
ト
・
ラ
イ
デ
ィ
ン
グ
・
カ
ウ
ン
テ
ィ
・
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
協
会
に
提
案
し
た
決
議

に
つ
い
て
、
ノ
エ
ル=

ベ
ー
カ
ー
の
助
言
を
求
め
る
も
の
で
あ
っ
た（
48
）。
こ
の
手
紙
に
添
付
さ
れ
た
決
議
の
内
容
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

　

　

モ
ン
タ
ギ
ュ
ー
・
バ
ー
ト
ン
・
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
ク
ラ
ブ
の
こ
の
会
議
は
次
の
よ
う
に
考
え
る
。
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
大
会
は
、
ど
の
よ

う
な
国
、
人
種
、
宗
教
的
な
い
し
社
会
的
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
に
属
し
て
い
よ
う
が
、
す
べ
て
の
競
技
者
の
平
等
の
原
則
に
基
づ
く
べ

き
で
あ
る
。

　

ま
た
、
次
の
よ
う
に
考
え
る
。
競
技
者
間
の
政
治
的
そ
の
他
の
差
別
の
す
べ
て
の
痕
跡
は
、
大
会
か
ら
厳
格
に
排
除
さ
れ
る
べ
き

で
あ
る
。〔
中
略
〕

　

次
の
こ
と
を
知
る
。
こ
れ
ら
の
原
則
は
、
ユ
ダ
ヤ
人
、
カ
ソ
リ
ッ
ク
教
徒
、
そ
の
他
の
人
々
へ
の
迫
害
と
差
別
に
よ
っ
て
ド
イ
ツ

で
は
組
織
的
に
侵
害
さ
れ
て
い
る
。〔
中
略
〕

　

そ
れ
故
、
我
々
は
次
の
よ
う
に
考
え
る
。
わ
が
国
は
ベ
ル
リ
ン
・
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
大
会
か
ら
退
去
す
べ
き
で
あ
り
、
ウ
エ
ス
ト
・

ラ
イ
デ
ィ
ン
グ
・
カ
ウ
ン
テ
ィ
・
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
協
会
が
こ
の
決
議
を
受
け
入
れ
、
そ
れ
を
（
で
き
う
る
な
ら
ば
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
・

フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
協
会
の
賛
同
を
得
て
）
イ
ギ
リ
ス
・
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
協
会
へ
送
る
よ
う
切
に
求
め
る（
49
）。
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改
め
て
指
摘
す
る
ま
で
も
な
い
が
、
ノ
エ
ル=

ベ
ー
カ
ー
の
投
書
と
モ
ン
タ
ギ
ュ
ー
の
論
説
で
は
、
ド
イ
ツ
で
起
こ
っ
て
い
る
事
態
に

つ
い
て
も
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
憲
章
の
二
つ
の
条
文
に
違
反
し
て
い
る
事
実
を
挙
げ
て
ベ
ル
リ
ン
・
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
反
対
し
て
い
る
点
で

も
、
ほ
と
ん
ど
論
旨
に
違
い
は
な
い
。

九
、
ノ
エ
ル=

ベ
ー
カ
ー
の
投
書
に
対
す
る
国
内
外
の
反
響

（
一
）
国
内
の
反
響

　

ノ
エ
ル=

ベ
ー
カ
ー
が
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
運
動
や
平
和
運
動
に
携
わ
る
友
人
や
知
人
と
情
報
や
意
見
の
交
換
を
し
つ
つ
、
自
分
の
主
張
を

『
マ
ン
チ
ェ
ス
タ
ー
・
ガ
ー
デ
ィ
ア
ン
』
に
公
表
す
る
ま
で
の
期
間
は
、
一
九
三
五
年
九
月
下
旬
か
ら
一
二
月
初
旬
に
か
け
て
で
あ
っ
た
。

彼
は
、『
マ
ン
チ
ェ
ス
タ
ー
・
ガ
ー
デ
ィ
ア
ン
』
へ
の
投
書
に
よ
っ
て
、
自
分
が
な
ぜ
ベ
ル
リ
ン
・
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
反
対
せ
ざ
る
を
得

な
か
っ
た
の
か
、
そ
し
て
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
運
動
に
と
っ
て
大
会
を
ベ
ル
リ
ン
で
開
催
す
る
こ
と
が
な
ぜ
問
題
な
の
か
を
世
論
に
訴
え
て
、

自
分
の
役
割
を
果
た
そ
う
と
し
た
。
ノ
エ
ル=

ベ
ー
カ
ー
は
こ
れ
以
上
何
か
具
体
的
な
行
動
を
起
こ
そ
う
と
考
え
て
い
た
と
は
思
わ
れ
な

い
。

　

し
か
し
、『
マ
ン
チ
ェ
ス
タ
ー
・
ガ
ー
デ
ィ
ア
ン
』
掲
載
の
彼
の
投
書
は
さ
ま
ざ
ま
な
人
々
や
団
体
の
反
響
を
巻
き
起
こ
し
、
こ
の
こ

と
で
彼
は
こ
れ
ま
で
と
は
違
っ
た
組
織
の
関
係
者
と
手
紙
の
や
り
取
り
を
す
る
こ
と
に
な
る
。
そ
の
中
心
は
、
そ
の
当
時
フ
ェ
ア
プ
レ
イ

運
動
と
称
さ
れ
た
欧
米
諸
国
の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
理
念
擁
護
の
運
動
組
織
で
あ
っ
た
が
、
ノ
エ
ル=

ベ
ー
カ
ー
と
は
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
憲
章
擁

護
と
い
う
考
え
で
は
一
致
し
つ
つ
も
、
そ
の
運
動
の
方
法
に
つ
い
て
は
異
な
る
も
の
で
あ
っ
た
。

　

ま
ず
本
項
で
は
、
ノ
エ
ル=

ベ
ー
カ
ー
の
投
書
に
対
す
る
イ
ギ
リ
ス
国
内
の
反
響
に
つ
い
て
考
察
し
、
次
項
で
諸
外
国
で
の
反
響
に
つ
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一
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
大
会
は
、
平
等
な
立
場
で
ま
た
可
能
な
か
ぎ
り
完
全
な
状
態
に
お
い
て
、
す
べ
て
の
国
の
ア
マ
チ
ュ
ア
を
招
集

す
る
。

二
、
一
般
的
に
言
っ
て
、
あ
る
国
に
生
ま
れ
た
者
か
、
そ
の
国
に
帰
化
し
た
国
民
だ
け
が
、
そ
の
国
の
国
旗
の
下
に
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

大
会
で
競
技
す
る
資
格
が
あ
る
。

　　

つ
ま
り
、
五
日
の
論
説
が
説
く
と
こ
ろ
は
以
下
の
点
に
あ
っ
た
。
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
憲
章
の
二
つ
の
条
文
の
も
と
で
、
人
種
、
宗
教
、
政

治
的
信
条
に
関
係
な
く
同
じ
国
民
で
あ
れ
ば
平
等
に
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
ヘ
の
参
加
を
、
そ
し
て
そ
の
た
め
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
保
証
さ
れ
ね

ば
な
ら
な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
ド
イ
ツ
は
そ
の
原
則
を
無
視
し
、
実
際
に
ユ
ダ
ヤ
人
の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
ヘ
の
参
加
の
道
を
閉
ざ
し
て
い

る
。
し
か
も
、
Ｉ
Ｏ
Ｃ
の
ウ
イ
ー
ン
と
ア
テ
ネ
の
総
会
で
ド
イ
ツ
代
表
が
そ
の
事
を
誓
約
し
て
い
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
ユ
ダ
ヤ
人
へ
の

ス
ポ
ー
ツ
差
別
を
繰
り
返
し
て
い
る
。
こ
う
い
う
二
重
の
約
束
不
履
行
の
事
実
を
、
モ
ン
タ
ギ
ュ
ー
の
論
説
は
指
摘
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

そ
こ
に
は
、「
本
質
的
に
競
技
に
関
す
る
」
間
題
と
し
て
、
ド
イ
ツ
国
内
の
ナ
チ
ス
に
よ
る
ス
ポ
ー
ツ
差
別
の
現
状
を
告
発
す
る
と
い
う

態
度
が
貫
か
れ
て
い
た
。

　

続
い
て
、
六
日
の
論
説
続
編
に
つ
い
て
は
詳
細
を
省
く
が
、
要
旨
は
以
下
の
通
り
で
あ
っ
た
。
ま
ず
、
Ｉ
Ｏ
Ｃ
の
態
度
、
特
に
会
長
バ

イ
エ=

ラ
ツ
ー
ル
の
事
実
に
反
し
た
発
言
を
間
題
に
し
、
次
い
で
ア
メ
リ
カ
で
の
反
対
運
動
の
実
情
と
間
題
点
を
説
明
し
、
各
国
で
の
抗

議
の
様
子
を
紹
介
し
て
い
た
。
ア
メ
リ
カ
で
の
運
動
が
強
く
意
識
さ
れ
て
い
て
、
そ
こ
で
の
反
対
派
の
勢
力
が
か
な
り
詳
し
く
報
告
さ
れ

て
い
る
こ
と
が
、
こ
の
論
説
で
の
特
徴
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
ア
メ
リ
カ
の
扇
動
の
間
題
点
が
「
政
治
的
な
立
場
か
ら
主
張
す
る
人
々
の

扇
動
が
入
り
込
む
」
こ
と
に
あ
る
と
し
て
い
る
点
は
、
こ
の
論
説
の
意
図
と
関
連
し
て
、
モ
ン
タ
ギ
ュ
ー
の
立
場
や
考
え
方
を
示
す
も
の

と
し
て
注
目
し
て
お
く
必
要
が
あ
ろ
う
。
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リ
ス
と
合
衆
国
の
印
象
」
で
あ
っ
た
。

　

五
日
の
論
説
に
は
、
こ
の
論
説
を
公
表
す
る
意
図
が
記
さ
れ
て
い
る
の
で
、
ま
ず
は
そ
の
意
図
を
確
認
し
て
お
き
た
い
。

　

　

ほ
と
ん
ど
の
人
々
は
ま
た
、
多
く
の
国
々
、
と
く
に
合
衆
国
で
の
少
数
意
見
が
、
大
会
を
あ
る
別
の
国
へ
移
転
し
て
ほ
し
い
と
望

み
、
も
し
そ
れ
が
不
可
能
で
あ
れ
ば
一
九
三
六
年
の
大
会
を
と
も
に
棄
権
し
て
ほ
し
い
と
望
ん
で
い
る
こ
と
を
知
っ
て
い
る
。
こ
の

意
見
に
反
対
す
る
者
は
、
そ
れ
を
純
枠
に
政
治
的
な
根
拠
に
基
づ
く
も
の
と
し
て
、
ま
た
、
ボ
イ
コ
ッ
ト
に
よ
っ
て
ナ
チ
ズ
ム
ヘ
の

不
同
意
を
示
そ
う
と
す
る
つ
ま
ら
な
い
欲
望
で
あ
る
と
し
て
、
無
視
し
が
ち
で
あ
る
。
実
際
に
は
む
し
ろ
そ
れ
と
は
反
対
で
あ
る
。

こ
の
意
見
は
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
大
会
が
そ
れ
を
統
括
す
る
諸
原
則
の
直
接
的
な
侵
害
な
し
に
は
ド
イ
ツ
で
開
催
さ
れ
る
こ
と
が
で
き

な
い
、
と
考
え
る
人
々
の
意
見
な
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
本
質
的
に
競
技
に
関
す
る
も
の
で
あ
り
、
政
治
的
意
見
な
の
で
は
な
い
。

　　

こ
の
論
説
が
ベ
ル
リ
ン
・
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
反
対
の
主
張
に
同
調
し
て
い
る
の
は
明
白
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
、
反
対
者
が
「
本
質
的
に
競

技
に
関
す
る
」
間
題
と
し
て
対
処
し
て
き
た
こ
と
を
重
視
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
彼
ら
が
ど
の
点
で
ナ
チ
ス
の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
反
対
し

て
い
る
の
か
に
つ
い
て
、
論
説
は
以
下
の
点
を
強
調
す
る
。
そ
れ
は
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
憲
章
の
「
現
在
の
間
題
と
の
重
要
な
関
係
を
も
っ

て
い
る
二
つ
の
条
文
」
と
関
係
し
て
お
り
、「
ド
イ
ツ
の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
大
会
に
反
対
す
る
人
々
の
主
な
論
拠
は
、
ド
イ
ツ
の
ユ
ダ
ヤ
人

が
今
も
そ
の
他
の
競
技
者
と
平
等
な
立
場
で
競
技
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
で
い
る
た
め
に
、
し
か
も
、
帝
国
議
会
の
布
告
に
よ
っ
て
彼
ら

が
も
は
や
ド
イ
ツ
生
れ
の
者
で
も
帰
化
し
た
国
民
で
も
な
い
た
め
に
、
そ
れ
ら
二
つ
の
原
則
が
必
然
的
に
侵
害
さ
れ
る
に
違
い
な
い
と
い

う
と
こ
ろ
に
あ
る
」
と
し
て
い
る
点
で
あ
っ
た
。
そ
の
二
つ
の
原
則
と
は
以
下
の
条
文
で
あ
る
。
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事
と
し
か
理
解
し
え
な
い
も
の
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
我
々
は
、
一
一
月
三
〇
日
付
で
ノ
エ
ル=

ベ
ー
カ
ー
が
モ
ン
タ
ギ
ュ
ー
に
宛
て
た

手
紙
か
ら
、
こ
の
論
説
の
作
者
が
ア
マ
チ
ュ
ア
陸
上
競
技
協
会
統
括
委
員
会
委
員
の
Ｅ
・
Ａ
・
モ
ン
タ
ギ
ュ
ー
で
あ
る
こ
と
を
知
る
こ
と

が
で
き
る（
45
）。
彼
が
匿
名
と
し
た
真
意
は
確
認
で
き
な
い
が
、
推
察
す
る
に
、
Ｂ
Ｏ
Ａ
が
Ｉ
Ｏ
Ｃ
の
決
定
を
認
め
て
ベ
ル
リ
ン
・
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
参
加
を
決
定
し
て
い
た
こ
と
と
関
わ
り
が
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
つ
ま
り
、
ノ
エ
ル=

ベ
ー
カ
ー
も
エ
イ
ブ
ラ
ハ
ム
ズ
の
公
的

な
立
場
を
考
え
て
『
タ
イ
ム
ズ
』
へ
の
投
書
を
取
り
止
め
た
よ
う
に
、
モ
ン
タ
ギ
ュ
ー
も
Ｂ
Ｏ
Ａ
の
公
式
決
定
に
背
い
て
、
実
名
で
大
会

反
対
の
論
説
を
公
表
す
る
こ
と
を
得
策
で
な
い
と
考
え
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
し
か
し
、
ベ
ル
リ
ン
・
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
抱
え
た
問
題

点
を
国
民
に
伝
え
て
お
く
こ
と
は
自
分
た
ち
の
義
務
で
あ
る
、
と
彼
も
考
え
て
い
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

　

彼
の
論
説
は
、
ベ
ル
リ
ン
・
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
反
対
の
論
拠
に
つ
い
て
、
詳
細
に
突
っ
込
ん
で
記
し
て
い
る
と
い
う
特
徴
が
あ
り
、
イ
ギ

リ
ス
人
の
手
に
よ
る
反
対
論
と
し
て
は
も
っ
と
も
優
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
第
五
節
で
示
し
た
通
り
、
こ
の
論
説
は
公
表
前
に

ノ
エ
ル=

ベ
ー
カ
ー
が
読
ん
で
支
持
を
表
明
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。
彼
ら
二
人
は
情
報
交
換
を
お
こ
な
っ
て
お
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
か

ら
反
対
論
を
公
表
す
る
こ
と
を
確
認
す
る
と
と
も
に
、
お
お
よ
そ
の
役
割
分
担
を
し
て
い
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
彼
ら
二
人
は
、
そ
し
て

エ
イ
ブ
ラ
ハ
ム
ズ
も
Ａ
Ａ
Ａ
委
員
で
あ
っ
て
、
共
通
の
情
報
や
手
紙
を
や
り
取
り
す
る
関
係
に
あ
っ
た
が
、
内
部
的
に
は
さ
ま
ざ
ま
な
思

惑
や
駆
け
引
き
が
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。
加
え
て
、『
タ
イ
ム
ズ
』
が
ど
ち
ら
か
と
い
う
と
Ｂ
Ｏ
Ａ
委
員
等
の
見
解
を
掲
載
し

た
の
に
対
し
て
、『
マ
ン
チ
ェ
ス
タ
ー
・
ガ
ー
デ
ィ
ア
ン
』
は
大
会
反
対
論
者
の
手
紙
や
記
事
を
掲
載
す
る
と
い
う
、
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム

側
の
立
場
や
駆
け
引
き
も
興
味
深
い
と
こ
ろ
で
あ
っ
た
。

　

モ
ン
タ
ギ
ュ
ー
の
論
説
は
二
日
に
わ
た
っ
て
掲
載
さ
れ
た
わ
け
だ
が
、
一
二
月
五
日
の
論
説（
46
）の
見
出
し
は
、「
新
生
ド
イ
ツ
に
お
け

る
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
大
会
／
参
加
に
反
す
る
事
例
／
規
則
に
よ
る
締
め
出
し
か
？
／
ユ
ダ
ヤ
人
競
技
者
の
ナ
チ
に
よ
る
扱
い
」
で
あ
り
、
翌

六
日
の
論
説（
47
）の
見
出
し
は
、「
新
生
ド
イ
ツ
に
お
け
る
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
大
会
／
ユ
ダ
ヤ
人
競
技
者
の
扱
い
／
外
国
か
ら
の
抗
議
／
イ
ギ
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を
送
っ
て
返
答
を
求
め
た
が
、
イ
ギ
リ
ス
で
は
ノ
エ
ル=

ベ
ー
カ
ー
が
同
様
の
役
割
を
果
た
し
た
の
で
あ
る
。

　

さ
て
、『
マ
ン
チ
ェ
ス
タ
ー
・
ガ
ー
デ
ィ
ア
ン
』
へ
の
投
書
に
記
さ
れ
た
ノ
エ
ル=

ベ
ー
カ
ー
の
主
張
の
中
身
に
つ
い
て
は
以
上
の
通

り
で
あ
る
が
、
最
後
に
、
彼
が
ベ
ル
リ
ン
・
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
を
放
棄
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
事
情
に
つ
い
て
一
定
の
総
括
を
し
て
お
き
た

い
。
つ
ま
り
、
彼
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
友
人
た
ち
と
の
情
報
や
意
見
交
流
を
通
じ
て
、
ナ
チ
ス
に
よ
る
ユ
ダ
ヤ
人
を
初
め
と
す
る
非
ア
ー
リ

ア
人
ス
ポ
ー
ツ
マ
ン
の
差
別
の
実
態
を
か
な
り
詳
し
く
つ
か
ん
で
お
り
、
し
か
も
、
こ
の
差
別
が
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
憲
章
の
既
述
の
二
つ
の

条
文
に
違
反
し
、
ま
た
一
九
三
三
年
の
Ｉ
Ｏ
Ｃ
総
会
で
ド
イ
ツ
代
表
が
誓
約
し
た
事
項
に
反
し
て
い
る
こ
と
を
複
数
の
事
実
か
ら
確
証
で

き
て
い
た
こ
と
か
ら
、
こ
れ
ら
の
事
実
に
目
を
瞑
っ
て
ベ
ル
リ
ン
・
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
参
加
す
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
そ

れ
は
彼
の
信
念
に
反
す
る
こ
と
で
あ
り
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
運
動
や
平
和
運
動
で
共
に
闘
っ
て
き
た
人
々
の
信
頼
を
裏
切
る
こ
と
で
あ
っ
た

ろ
う
。
し
か
し
、
こ
れ
は
彼
の
苦
渋
の
選
択
で
あ
っ
た
と
言
え
る
。
ベ
ル
リ
ン
大
会
を
放
棄
す
る
こ
と
は
容
易
な
ら
ぬ
問
題
で
は
あ
る
が
、

我
々
が
参
加
す
る
こ
と
で
平
等
の
原
則
の
侵
害
を
認
め
る
こ
と
は
で
き
な
い
、
と
記
し
て
い
る
と
こ
ろ
に
、
彼
の
悲
痛
の
決
断
が
読
み
と

れ
る
で
あ
ろ
う
。

八
、『
マ
ン
チ
ェ
ス
タ
ー
・
ガ
ー
デ
ィ
ア
ン
』
に
掲
載
さ
れ
た
モ
ン
タ
ギ
ュ
ー
の
論
説

　

本
節
で
は
、
前
節
で
検
討
し
た
ノ
エ
ル=

ベ
ー
カ
ー
の
二
つ
の
投
書
と
の
関
連
で
、『
マ
ン
チ
ェ
ス
タ
ー
・
ガ
ー
デ
ィ
ア
ン
』
掲
載
の

Ｅ
・
Ａ
・
モ
ン
タ
ギ
ュ
ー
の
論
説
を
取
り
上
げ
る
。

　

ノ
エ
ル=

ベ
ー
カ
ー
の
投
書
が
『
マ
ン
チ
ェ
ス
タ
ー
・
ガ
ー
デ
ィ
ア
ン
』
に
掲
載
さ
れ
る
直
前
の
一
二
月
五
日
と
六
日
の
同
紙
に
、
モ

ン
タ
ギ
ュ
ー
の
詳
細
な
論
説
が
掲
載
さ
れ
た
。
こ
の
論
説
は
「
わ
が
運
動
競
技
の
通
信
員
」
に
よ
る
も
の
で
、
一
般
読
者
に
は
匿
名
の
記
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第
一
一
回
オ
リ
ン
ピ
ア
ー
ド
が
ベ
ル
リ
ン
へ
神
聖
な
聖
火
を
運
ぶ
リ
レ
ー
走
で
幕
を
開
け
る
こ
と
を
、
貴
兄
も
ご
承
知
で
し
ょ
う
。

明
ら
か
に
、
差
別
す
る
こ
と
な
く
亡
き
ヒ
ー
ロ
ー
た
ち
に
敬
意
を
払
う
こ
と
も
で
き
な
い
よ
う
な
国
で
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
聖
火
は
平

和
の
コ
ン
テ
ス
ト
に
火
を
灯
す
だ
ろ
う
な
ど
と
恥
ず
か
し
げ
も
な
く
〔
語
り
〕、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
聖
火
が
「
さ
ま
よ
え
る
者
よ
、
汝

が
ス
パ
ル
タ
に
来
る
な
ら
ば
…
…
」
と
い
う
看
板
の
向
か
い
に
あ
る
テ
ル
モ
ピ
レ
ー
ま
で
運
ば
れ
ね
ば
な
ら
な
い
と
し
た
ら
、
そ
の

火
は
消
え
て
し
ま
わ
な
い
で
し
ょ
う
か
。
そ
れ
が
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
精
神
な
の
で
し
ょ
う
か
。
そ
の
よ
う
な
国
は
、
そ
も
そ
も
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
理
念
の
継
承
者
に
値
す
る
と
考
え
ら
れ
る
の
で
し
ょ
う
か
。

　

今
日
の
ド
イ
ツ
で
の
こ
と
は
、
す
べ
て
ご
ま
か
し
だ
と
思
わ
れ
ま
す
。
少
数
の
ユ
ダ
ヤ
人
が
形
式
上
招
待
さ
れ
て
お
り
ま
す
し
、

「
ユ
ダ
ヤ
人
を
入
れ
る
な
」
の
プ
ラ
カ
ー
ド
が
こ
こ
数
日
の
間
に
撤
去
さ
れ
つ
つ
あ
り
ま
す―

こ
れ
は
す
べ
て
訪
問
者
の
関
心
を
引

く
た
め
の
も
の
で
す
。�

 

敬
具

�

Ｒ
／
ウ
イ
ー
ン
、
一
一
月
三
〇
日

　　

こ
の
公
開
書
簡
か
ら
重
要
な
事
実
が
明
ら
か
と
な
る
。
つ
ま
り
、
ノ
エ
ル=

ベ
ー
カ
ー
が
一
一
月
三
〇
日
付
で
ウ
イ
ー
ン
か
ら
Ｉ
Ｏ
Ｃ

会
長
バ
イ
エ=

ラ
ツ
ー
ル
宛
に
公
開
書
簡
を
送
っ
て
い
た
と
い
う
事
実
で
あ
る
。
残
念
な
が
ら
、
ラ
ツ
ー
ル
会
長
か
ら
の
返
書
は
出
さ
れ

る
こ
と
は
な
く
、『
マ
ン
チ
ェ
ス
タ
ー
・
ガ
ー
デ
ィ
ア
ン
』
掲
載
の
投
書
に
そ
の
抜
粋
が
掲
載
さ
れ
る
ま
で
は
、
こ
の
公
開
書
簡
は
公
衆

の
目
に
触
れ
る
と
こ
ろ
と
は
な
ら
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
彼
が
ラ
ツ
ー
ル
会
長
に
公
開
書
簡
を
送
っ
て
、
会
長
自
身
が
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
精

神
に
反
す
る
ド
イ
ツ
政
府
の
行
為
を
ど
う
判
断
し
て
い
る
の
か
、
に
つ
い
て
問
い
質
し
た
こ
と
は
重
要
で
あ
っ
た
。
彼
は
、
Ｂ
Ｏ
Ａ
内
の

人
間
関
係
に
頼
っ
て
問
題
解
決
を
図
ろ
う
と
し
た
ば
か
り
で
な
く
、
Ｉ
Ｏ
Ｃ
会
長
の
見
解
を
質
す
と
と
も
に
Ｉ
Ｏ
Ｃ
内
の
議
論
へ
と
持
ち

込
も
う
と
意
図
し
た
の
で
あ
っ
た
。
ア
メ
リ
カ
で
は
Ａ
Ａ
Ｕ
会
長
の
ジ
ェ
レ
マ
イ
ア
・
Ｔ
・
マ
ホ
ー
ニ
ー
が
ラ
ツ
ー
ル
会
長
に
公
開
書
簡
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国
際
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
委
員
会
へ
の
抗
議

『
マ
ン
チ
ェ
ス
タ
ー
・
ガ
ー
デ
ィ
ア
ン
』
の
編
集
長
へ

　

拝
啓　

貴
社
の
読
者
は
、
私
が
国
際
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
委
員
会
会
長
の
バ
イ
エ
・
ラ
ツ
ー
ル
伯
爵
へ
申
し
入
れ
た
公
開
書
簡
か
ら
の

以
下
の
抜
粋
に
関
心
を
持
た
れ
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

　

貴
兄
の
オ
リ
ン
ピ
ア
ー
ド
声
明
は
返
答
な
し
に
済
ま
す
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
そ
れ
は
明
ら
か
に
ユ
ダ
ヤ
人
問
題
へ
の
言
及
を
含

ん
で
い
ま
す
。
さ
て
今
日
の
ド
イ
ツ
で
は
、
す
べ
て
の
起
こ
り
う
る
困
難
が
ユ
ダ
ヤ
人
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
に
現
れ
て
い
る
こ
と
は
、

疑
う
余
地
が
あ
り
ま
せ
ん
。
確
か
に
、
若
干
の
ユ
ダ
ヤ
人
に
参
加
す
る
よ
う
求
め
る
こ
と
は
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
規
則
の
条
文
に
叶
っ

て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
ま
す
。
し
か
し
、
こ
の
規
則
の
精
神
は
、
す
べ
て
の
ド
イ
ツ
市
民
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
等
し
く
奨
励
し
て
い

な
い
こ
と
で
、
明
ら
か
に
侵
害
さ
れ
て
い
る
の
で
す
。
し
か
も
、
重
要
な
の
は
条
文
な
の
か
精
神
な
の
か
、
と
い
う
質
問
に
対
し
て
、

不
幸
に
も
未
だ
貴
兄
の
返
答
を
頂
い
て
お
り
ま
せ
ん
。

　

ス
ポ
ー
ツ
が
非
政
治
的
で
あ
る
と
い
う
論
点
は
、
今
回
の
オ
リ
ン
ピ
ア
ー
ド
と
は
無
関
係
で
す
。
ド
イ
ツ
で
は
、
ス
ポ
ー
ツ
は
と

こ
と
ん
ま
で
政
治
的
に
演
じ
ら
れ
て
い
る
の
で
す
。
ち
ょ
っ
と
し
た
例
で
証
拠
と
し
て
は
十
分
で
し
ょ
う
。
昨
夏
、
ド
レ
ス
デ
ン
で

あ
っ
た
か
そ
の
近
郊
で
あ
っ
た
か
、
テ
ニ
ス
・
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
の
勝
者
が
受
賞
式
で
失
格
に
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。
彼
が
百
パ
ー
セ
ン

ト
国
民
社
会
主
義
者
で
あ
る
と
証
明
で
き
な
か
っ
た
か
ら
で
す
。
カ
ソ
リ
ッ
ク
・
ス
ポ
ー
ツ
協
会
が
禁
止
さ
れ
る
と
い
う
事
実
に
つ

い
て
は
言
う
ま
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。
政
府
は
「
政
治
を
排
除
し
て
い
る
」
と
叫
ん
で
い
ま
す
が
、
世
間
は
違
っ
た
解
釈
を
し
て
い
ま

す
。
完
全
に
ス
ポ
ー
ツ
を
政
治
で
満
た
し
て
し
ま
っ
た
政
府
は
、
ス
ポ
ー
ツ
と
政
治
と
の
関
係
の
中
で
は
、
政
治
的
な
感
情
に
よ
っ

て
支
配
さ
れ
る
世
界
に
堪
え
忍
ば
ね
ば
な
ら
な
い
の
で
す
。
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ン
に
チ
ー
ム
を
派
遣
す
る
こ
と
が
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
原
則
を
危
険
に
さ
ら
し
、
我
々
が
出
場
す
る
こ
と
が
愚
か
な
こ
と
で
あ
り
、
実
際

に
災
い
を
も
た
ら
す
で
あ
ろ
う
、
と
判
断
を
下
す
意
思
は
な
い
の
で
し
ょ
う
か
。

　

こ
の
切
羽
詰
ま
っ
た
段
階
で
、
ベ
ル
リ
ン
大
会
を
放
棄
す
る
こ
と
は
容
易
な
ら
ぬ
問
題
で
し
ょ
う
。
し
か
し
、
貴
社
の
競
技
通
信

員
が
ま
っ
た
く
聡
明
に
も
主
張
さ
れ
た
よ
う
に
、
我
々
が
参
加
す
る
こ
と
で
不
可
欠
の
原
則
の
明
か
な
侵
害
を
許
し
て
し
ま
う
こ
と

は
、
い
っ
そ
う
重
大
な
問
題
と
な
る
で
し
ょ
う
。
こ
の
原
則
の
上
に
の
み
、
国
際
ス
ポ
ー
ツ
に
お
い
て
友
好
的
に
競
い
合
う
た
め
の

世
界
組
織
が
築
き
上
げ
ら
れ
る
の
で
す
。�

敬
具

�

フ
ィ
リ
プ
・
ノ
エ
ル
・
ベ
ー
カ
ー

　　

ノ
エ
ル=

ベ
ー
カ
ー
が
主
張
す
る
第
一
は
、
大
会
で
も
っ
と
も
重
要
な
こ
と
が
「
さ
ま
ざ
ま
な
国
の
チ
ー
ム
の
間
に
創
り
出
す
友
愛
と

理
解
の
精
神
」
で
あ
り
、「
国
際
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
委
員
会
と
チ
ー
ム
そ
れ
自
身
の
聡
明
な
メ
ン
バ
ー
に
よ
る
こ
れ
ら
の
努
力
〔
友
愛
と
理

解
の
精
神
を
作
用
さ
せ
る
努
力
〕
は
、
彼
ら
が
ど
の
よ
う
な
国
家
、
人
種
も
し
く
は
宗
教
的
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
に
属
そ
う
と
も
、
す
べ
て

の
競
技
者
の
基
本
的
な
平
等
の
原
則
に
基
づ
か
な
い
限
り
、
明
ら
か
に
失
敗
し
て
し
ま
う
」
と
い
う
こ
と
、
第
二
は
、
一
九
三
五
年
一
二

月
の
時
点
で
「
ベ
ル
リ
ン
大
会
を
放
棄
す
る
こ
と
は
容
易
な
ら
ぬ
問
題
」
で
あ
ろ
う
が
、「
我
々
が
参
加
す
る
こ
と
で
不
可
欠
の
原
則
の

明
ら
か
な
侵
害
を
許
し
て
し
ま
う
こ
と
は
、
い
っ
そ
う
重
大
な
問
題
と
な
る
」
と
い
う
こ
と
、
で
あ
っ
た
。
こ
こ
に
示
さ
れ
た
不
可
欠
の

原
則
と
は
、
前
項
の
末
尾
で
示
し
た
す
べ
て
の
競
技
者
の
平
等
の
原
則
を
意
味
し
た
。

　

次
に
、
Ｉ
Ｏ
Ｃ
会
長
バ
イ
エ=

ラ
ツ
ー
ル
宛
の
公
開
書
簡
（
抜
粋
）
を
以
下
に
引
用
す
る
。
こ
の
文
書
か
ら
新
た
な
事
実
が
引
き
出
せ

る
で
あ
ろ
う
。
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礎
で
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
原
則
は
、
そ
れ
が
困
難
を
伴
う
に
せ
よ
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
運
動
を
価
値
あ
る
も
の
に
し
て
い
く
あ
ら
ゆ
る

こ
と
の
精
神
的
な
基
礎
で
あ
り
ま
し
た
。
こ
の
原
則
は
、
応
用
し
た
と
き
に
ど
ん
な
意
味
を
持
つ
の
で
し
ょ
う
か
。
そ
れ
は
、
大
会

の
組
織
か
ら
あ
ら
ゆ
る
種
類
の
政
治
的
な
報
酬
を
排
除
す
る
こ
と
を
意
味
し
、
と
り
わ
け
、
外
の
世
界
と
の
友
好
的
な
競
技
に
お
い

て
祖
国
を
代
表
す
る
名
誉
を
得
た
い
と
願
う
誠
実
な
ア
マ
チ
ュ
ア
の
間
に
あ
る
、
政
治
的
そ
の
他
の
差
別
の
影
を
す
べ
て
排
除
す
る

こ
と
を
意
味
し
ま
す
。

　

し
か
し
、
大
陸
の
独
裁
政
権
下
に
あ
る
い
く
つ
か
の
「
全
体
主
義
」
体
制
は
、
そ
の
国
境
の
内
側
で
こ
の
原
則
を
ゆ
ゆ
し
く
も
危

機
に
晒
し
ま
し
た
。
そ
れ
ら
の
体
制
は
、「
政
治
」
を
そ
の
も
っ
と
も
嫌
悪
す
べ
き
形
に
お
い
て
、
あ
ら
ゆ
る
種
類
の
競
技
組
織
に

持
ち
込
み
ま
し
た
。
ま
た
そ
れ
ら
の
体
制
は
、
国
民
の
心
の
中
に
あ
る
ス
ポ
ー
ツ
の
価
値
を
ゆ
が
め
る
た
め
に
、
そ
の
権
力
に
潜
む

も
の
を
露
に
し
ま
し
た
。
そ
し
て
ナ
チ
・
ド
イ
ツ
で
は
、
貴
社
の
競
技
通
信
員
が
み
ご
と
に
示
し
た
よ
う
に
、
こ
の
過
程
は
行
き
つ

く
と
こ
ろ
ま
で
行
っ
た
の
で
す
。
こ
の
過
程
は
、
外
国
の
観
察
者
に
嫌
悪
を
抱
か
せ
る
と
こ
ろ
に
ま
で
、
そ
し
て
ド
イ
ツ
自
体
で
は
、

何
が
ス
ポ
ー
ツ
マ
ン
シ
ッ
プ
か
を
理
解
す
る
人
々
の
嘲
笑
の
的
と
な
る
と
こ
ろ
に
ま
で
至
っ
た
の
で
す
。
そ
の
も
っ
と
も
嫌
悪
す
べ

き
も
の
が
、
ナ
チ
党
に
よ
る
ユ
ダ
ヤ
人
の
扱
い
の
中
に
表
れ
て
い
ま
す
。

　

国
際
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
委
員
会
が
今
日
の
時
点
で
、
次
の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
大
会
が
開
催
さ
れ
る
べ
き
場
所
を
決
定
せ
ね
ば
な
ら
な
か

っ
た
と
し
た
ら
、
彼
ら
は
一
瞬
た
り
と
も
ベ
ル
リ
ン
を
考
慮
し
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
こ
と
は
ま
っ
た
く
確
実
で
す
。
も
し
彼
ら
が
ベ

ル
リ
ン
に
決
定
し
た
の
で
あ
れ
ば
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
運
動
の
す
べ
て
の
未
来
が
依
存
せ
ね
ば
な
ら
な
い
不
可
欠
の
原
則
を
危
険
に
さ

ら
し
て
し
ま
う
こ
と
を
、
彼
ら
が
認
め
た
こ
と
に
な
る
で
し
ょ
う
。
し
か
し
、
状
況
が
ま
っ
た
く
違
っ
て
い
た
と
き
に
な
さ
れ
た
決

定
に
彼
ら
が
執
着
す
る
の
で
あ
れ
ば
、
こ
の
原
則
を
ま
っ
た
く
同
じ
よ
う
に
危
険
に
さ
ら
し
て
し
ま
う
こ
と
を
、
彼
ら
は
理
解
で
き

な
い
の
で
し
ょ
う
か
。
そ
し
て
、
彼
ら
が
そ
れ
を
理
解
し
え
な
い
時
に
は
、
イ
ギ
リ
ス
・
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
委
員
会
が
自
ら
、
ベ
ル
リ
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『
マ
ン
チ
ェ
ス
タ
ー
・
ガ
ー
デ
ィ
ア
ン
』
の
編
集
長
へ

　

拝
啓　

近
代
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
運
動
は
ち
ょ
う
ど
四
〇
年
前
に
始
ま
り
ま
し
た
。
そ
れ
が
存
在
し
た
最
初
の
一
〇
年
間
は
、
そ
の
進

歩
は
疑
わ
し
く
、
ゆ
っ
く
り
と
し
て
い
ま
し
た
。
ロ
ン
ド
ン
で
大
会
が
開
催
さ
れ
た
一
九
〇
八
年
に
お
い
て
な
お
、
何
人
か
の
も
っ

と
も
熱
心
な
国
際
ス
ポ
ー
ツ
の
信
奉
者
を
含
め
て
多
く
の
人
々
は
、
そ
の
運
動
が
そ
れ
ほ
ど
野
心
的
で
な
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
、

ま
た
そ
の
運
動
自
体
の
内
に
そ
れ
を
失
敗
に
帰
さ
ね
ば
な
ら
な
い
よ
う
な
生
得
的
な
弱
点
を
抱
え
て
は
い
な
か
っ
た
の
か
、
と
疑
い

を
も
っ
た
ま
ま
で
し
た
。
一
九
一
二
年
の
ス
ト
ッ
ク
ホ
ル
ム
で
、
そ
う
し
た
疑
念
は
最
終
的
に
取
り
除
か
れ
ま
し
た
。
そ
れ
以
来
、

ぞ
っ
と
さ
せ
る
戦
争
の
逆
流
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
大
会
は
大
成
功
に
次
ぐ
大
成
功
を
お
さ
め
て
き
ま
し
た
。
一
九
二

〇
年
に
ア
ン
ト
ワ
ー
プ
で
大
会
が
復
興
し
て
以
降
の
短
い
波
乱
の
時
期
に
、
そ
れ
は
す
で
に
名
声
を
勝
ち
得
て
お
り
、
そ
の
も
っ
と

も
楽
観
的
な
ス
ポ
ン
サ
ー
た
ち
は
、
そ
の
短
い
期
間
に
よ
り
多
く
の
も
の
を
望
む
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

競
技
者
で
あ
ろ
う
と
役
員
で
あ
ろ
う
と
、
そ
こ
で
役
割
を
果
た
し
た
人
々
に
と
っ
て
、
大
会
で
も
っ
と
も
重
要
な
こ
と
は
、
彼
ら

が
加
わ
る
様
々
な
国
の
チ
ー
ム
の
間
に
創
り
出
す
友
愛
と
理
解
の
精
神
な
の
で
あ
り
ま
す
。
そ
の
精
神
の
作
用
を
目
の
当
た
り
に
し

て
い
な
い
者
に
は
、
そ
の
重
要
性
や
力
を
理
解
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
で
し
ょ
う
。
そ
れ
は
疑
い
な
く
、
国
際
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
委
員

会
の
決
然
と
し
た
粘
り
強
い
努
力
か
ら
大
部
分
は
生
じ
た
の
で
す
が
、
そ
の
努
力
は
、
参
加
し
た
何
千
人
も
の
道
理
の
わ
か
る
競
技

者
の
自
覚
的
で
機
敏
な
努
力
に
よ
っ
て
支
え
ら
れ
た
真
の
ス
ポ
ー
ツ
マ
ン
シ
ッ
プ
を
成
り
立
た
せ
る
、
礼
儀
正
し
さ
、
慎
み
、
そ
し

て
公
正
な
価
値
観
を
説
き
付
け
る
た
め
の
も
の
で
し
た
。

　

し
か
し
、
国
際
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
委
員
会
と
チ
ー
ム
そ
れ
自
身
の
聡
明
な
メ
ン
バ
ー
に
よ
る
こ
れ
ら
の
努
力
は
、
彼
ら
が
ど
の
よ
う

な
国
家
、
人
種
も
し
く
は
宗
教
的
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
に
属
そ
う
と
も
、
す
べ
て
の
競
技
者
の
基
本
的
な
平
等
の
原
則
に
基
づ
か
な
い

か
ぎ
り
、
明
ら
か
に
失
敗
し
て
し
ま
う
で
し
ょ
う
。
そ
の
原
則
は
法
に
基
づ
い
て
お
り
、
事
実
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
運
動
の
立
憲
的
な
基
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（
二
）『
マ
ン
チ
ェ
ス
タ
ー
・
ガ
ー
デ
ィ
ア
ン
』
掲
載
の
投
書

　

次
に
、
一
二
月
七
日
付
で
『
マ
ン
チ
ェ
ス
タ
ー
・
ガ
ー
デ
ィ
ア
ン
』
に
掲
載
さ
れ
た
投
書
に
つ
い
て
検
討
す
る
。
も
と
も
と
ノ
エ
ル=

ベ
ー
カ
ー
は
、『
タ
イ
ム
ズ
』
に
自
分
の
投
書
が
掲
載
さ
れ
た
後
で
『
マ
ン
チ
ェ
ス
タ
ー
・
ガ
ー
デ
ィ
ア
ン
』
に
別
の
投
書
を
掲
載
し
て

も
ら
う
つ
も
り
で
お
り
、「
私
の
心
情
を
吐
露
し
た
文
書
が
『
タ
イ
ム
ズ
』
に
掲
載
さ
れ
る
ま
で
は
」、『
マ
ン
チ
ェ
ス
タ
ー
・
ガ
ー
デ
ィ

ア
ン
』
の
原
稿
を
伏
せ
て
お
く
よ
う
に
編
集
長
の
ク
ロ
ー
ジ
ャ
ー
に
依
頼
し
て
い
た（
43
）。
前
述
の
よ
う
に
、『
タ
イ
ム
ズ
』
編
集
長
宛
の

投
書
は
、
主
に
Ｂ
Ｏ
Ａ
や
Ａ
Ａ
Ａ
の
返
答
を
求
め
る
内
容
と
な
っ
て
い
た
が
、『
マ
ン
チ
ェ
ス
タ
ー
・
ガ
ー
デ
ィ
ア
ン
』
掲
載
の
投
書
は
、

諸
国
民
に
向
け
て
、
四
〇
年
を
経
過
し
た
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
運
動
の
意
義
と
精
神
、
そ
れ
を
侵
害
す
る
ド
イ
ツ
の
状
況
、
そ
し
て
、
こ
の
切

羽
詰
ま
っ
た
段
階
で
ベ
ル
リ
ン
・
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
を
放
棄
す
る
理
由
を
説
明
す
る
内
容
に
な
っ
て
い
る
。
二
つ
の
投
書
は
内
容
的
に
は
ほ

ぼ
同
じ
も
の
で
あ
る
が
、
訴
え
る
対
象
が
明
ら
か
に
違
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
、『
タ
イ
ム
ズ
』
編
集
長
宛
の
投
書
が
エ
イ
ブ
ラ

ハ
ム
ズ
ら
イ
ギ
リ
ス
の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
運
動
の
関
係
者
に
訴
え
る
も
の
で
あ
っ
た
か
ら
、
こ
れ
は
エ
イ
ブ
ラ
ハ
ム
ズ
ら
の
立
場
を
考
慮
し

て
公
表
を
差
し
控
え
て
も
我
慢
で
き
る
も
の
で
あ
っ
た
が
、『
マ
ン
チ
ェ
ス
タ
ー
・
ガ
ー
デ
ィ
ア
ン
』
掲
載
の
投
書
は
広
く
国
民
に
訴
え

る
も
の
で
あ
っ
た
の
で
、
こ
れ
は
是
が
非
で
も
公
表
せ
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。
こ
の
投
書
で
ノ
エ
ル=

ベ
ー
カ
ー
の
主
張
を
公

に
す
る
こ
と
は
、
彼
の
責
任
で
あ
り
大
儀
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

　

以
下
に
、『
マ
ン
チ
ェ
ス
タ
ー
・
ガ
ー
デ
ィ
ア
ン
』
掲
載
の
投
書（
44
）全
文
を
二
つ
に
分
け
て
引
用
す
る
。
こ
の
投
書
は
前
半
部
分
が

『
マ
ン
チ
ェ
ス
タ
ー
・
ガ
ー
デ
ィ
ア
ン
』
編
集
長
宛
の
手
紙
で
あ
り
、
後
半
部
分
が
Ｉ
Ｏ
Ｃ
会
長
の
バ
イ
エ=

ラ
ツ
ー
ル
へ
の
公
開
書
簡

の
抜
粋
で
あ
っ
た
。

　

ド
イ
ツ
と
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
大
会
／
危
機
に
あ
る
不
可
欠
の
原
則



人文・自然研究　第 2 号　　202

る
と
い
う
も
の
で
す
。

　

あ
え
て
私
が
そ
れ
ら
の
機
関
に
提
出
し
よ
う
と
す
る
疑
問
は
、
以
下
の
点
で
す
。

　

議
論
の
余
地
の
な
い
上
記
の
事
実
に
照
ら
し
て
、
ど
う
し
た
ら
私
た
ち
は
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
議
定
書
が
条
文
に
お
い
て
も
精
神
に

お
い
て
も
、
ベ
ル
リ
ン
で
遵
守
さ
れ
る
よ
う
に
し
向
け
て
い
く
こ
と
が
で
き
る
で
し
ょ
う
か
。

　

議
定
書
が
公
然
と
違
反
さ
れ
た
こ
と
を
知
り
な
が
ら
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
大
会
が
実
施
さ
れ
、
し
か
も
英
国
チ
ー
ム
が
抗
議
せ
ず
に

参
加
す
る
よ
う
で
あ
れ
ば
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
運
動
が
そ
こ
か
ら
被
る
で
あ
ろ
う
容
易
な
ら
ぬ
打
撃
か
ら
立
ち
直
る
こ
と
を
、
私
た
ち

は
ど
う
し
て
期
待
す
る
こ
と
が
で
き
る
で
し
ょ
う
か
。

　

大
会
を
禁
止
す
る
こ
と
や
英
国
の
不
参
加
か
ら
生
ま
れ
る
挫
折
を
経
験
す
る
こ
と
は
、
す
べ
て
の
人
種
と
す
べ
て
の
国
民
の
無
条

件
の
平
等
と
い
う
根
本
原
則
を
掘
り
崩
す
こ
と
に
劣
ら
ず
、
危
険
な
こ
と
で
し
ょ
う
が
、
そ
う
し
た
平
等
の
原
則
な
く
し
て
は
、
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
運
動
全
体
は
必
然
的
に
挫
折
す
る
ほ
か
な
い
の
で
す
。�

敬
具

�

フ
ィ
リ
ッ
プ
・
ノ
エ
ル=

ベ
ー
カ
ー

　　

こ
の
投
書
は
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
理
想
や
環
境
に
そ
ぐ
わ
な
い
ド
イ
ツ
の
差
別
の
実
態
を
突
き
つ
け
て
、
Ｉ
Ｏ
Ｃ
お
よ
び
Ｂ
Ｏ
Ａ
の
見

解
を
質
す
と
と
も
に
方
針
変
更
を
求
め
る
内
容
と
な
っ
て
い
る
。
要
点
を
絞
っ
て
記
せ
ば
、
ノ
エ
ル=

ベ
ー
カ
ー
は
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
憲

章
の
二
つ
の
条
文
に
違
反
し
、
し
か
も
一
九
三
三
年
と
一
九
三
四
年
の
Ｉ
Ｏ
Ｃ
総
会
で
の
ド
イ
ツ
代
表
の
回
答
を
反
故
に
す
る
よ
う
な
、

ユ
ダ
ヤ
人
競
技
者
の
差
別
の
実
態
を
明
ら
か
に
し
、「
す
べ
て
の
人
種
と
す
べ
て
の
国
民
の
無
条
件
の
平
等
と
い
う
根
本
原
則
な
く
し
て

は
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
運
動
は
挫
折
す
る
ほ
か
な
い
」
か
ら
、
Ｉ
Ｏ
Ｃ
は
ベ
ル
リ
ン
か
ら
大
会
を
移
転
す
べ
き
で
あ
る
し
、
ま
た
も
し
ベ
ル

リ
ン
で
大
会
が
開
催
さ
れ
る
な
ら
ば
Ｂ
Ｏ
Ａ
は
参
加
を
取
り
や
め
る
べ
き
で
あ
る
、
と
主
張
し
た
の
で
あ
る
。
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（
二
）
こ
の
た
め
に
、
ド
イ
ツ
の
競
技
協
会
は
、
ユ
ダ
ヤ
退
役
軍
人
協
会
と
マ
カ
ビ
組
織
に
対
し
、
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
・
コ
ー
ス
に

向
け
て
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
優
秀
な
人
材
を
指
名
す
る
よ
う
に
求
め
た
。
そ
れ
に
つ
い
て
は
、
ユ
ダ
ヤ
退
役
軍
人
協
会
が
一
九
三
四
年

三
月
一
八
日
付
の
手
紙
で
同
意
し
て
い
る
。

　
（
三
）
ド
イ
ツ
市
民
で
あ
る
こ
と
だ
け
が
、
将
来
の
ド
イ
ツ
・
チ
ー
ム
の
メ
ン
バ
ー
に
求
め
ら
れ
る
の
で
あ
り
、
非
ア
ー
リ
ア
人

も
好
機
を
つ
か
む
で
あ
ろ
う
。

　
（
四
）
ド
イ
ツ
人
の
ス
ポ
ー
ツ
マ
ン
シ
ッ
プ
と
規
律
は
、
ユ
ダ
ヤ
人
競
技
者
に
対
す
る
示
威
行
動
を
ま
っ
た
く
不
可
能
に
し
た
。

　

こ
れ
ら
の
保
証
が
与
え
ら
れ
な
け
れ
ば
、
国
際
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
委
員
会
が
ベ
ル
リ
ン
か
ら
大
会
を
移
転
さ
せ
る
で
あ
ろ
う
こ
と
は
、

疑
問
の
余
地
が
な
い
で
し
ょ
う
。
保
証
が
満
た
さ
れ
な
い
か
ぎ
り
、
委
員
会
は
や
は
り
大
会
を
移
転
す
べ
き
で
し
ょ
う
。
国
際
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
委
員
会
も
英
国
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
協
会
も
、
そ
の
保
証
は
そ
の
精
神
に
お
い
て
も
条
文
に
お
い
て
も
現
実
に
履
行
さ
れ
て
き

た
、
と
ま
じ
め
に
信
じ
る
こ
と
が
で
き
る
で
し
ょ
う
か
。

　

二
つ
の
事
実
が
回
答
を
命
じ
て
い
る
と
思
わ
れ
ま
す
。

　

第
一
は
、
一
九
三
五
年
九
月
二
五
日
に
ユ
ダ
ヤ
電
報
局
に
よ
っ
て
伝
え
ら
れ
よ
う
に
、
ド
イ
ツ
の
「
マ
カ
ビ
」
組
織
は
、
そ
の
二

万
人
の
ユ
ダ
ヤ
人
会
員
が
被
る
差
別
が
帝
国
ス
ポ
ー
ツ
長
官
に
よ
っ
て
定
め
ら
れ
た
規
則
に
違
反
し
て
い
る
と
い
う
理
由
か
ら
、
一

九
三
四
年
に
約
束
し
た
協
力
を
撤
回
し
た
、
と
い
う
事
実
で
す
。

　

第
二
は
、
そ
の
最
近
の
立
法
に
よ
っ
て
、
第
三
帝
国
が
ユ
ダ
ヤ
人
か
ら
ド
イ
ツ
市
民
権
を
奪
っ
た
こ
と
、
そ
の
結
果
、
一
九
三
四

年
に
国
際
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
委
員
会
に
与
え
ら
れ
た
保
証
の
第
三
点
目
が
無
に
帰
し
た
こ
と
、
そ
し
て
名
誉
あ
る
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
ユ

ダ
ヤ
人
代
表
が
自
動
的
に
除
外
さ
れ
る
こ
と
で
す
。
こ
の
立
法
が
基
礎
を
置
く
公
言
さ
れ
た
原
則
は
、
ユ
ダ
ヤ
人
が
劣
等
人
種
で
あ
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ド
イ
ツ
・
チ
ー
ム
は
政
治
的
な
理
由
で
選
抜
さ
れ
、
ド
イ
ツ
国
民
の
ご
く
一
部
を
代
表
す
る
で
し
ょ
う
。
こ
の
点
で
の
公
的
な
拒

絶
は
、
身
体
的
と
心
理
的
の
両
面
で
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
競
技
者
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
が
な
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
こ
と
を
知
る
誰
を
も
、
納

得
さ
せ
は
し
な
い
で
し
ょ
う
。

　

こ
れ
ら
の
重
大
な
困
難
は
、
私
の
知
る
か
ぎ
り
、
ベ
ル
リ
ン
大
会
へ
の
参
加
問
題
に
対
し
て
ど
の
よ
う
な
態
度
を
と
る
に
し
て
も
、

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
運
動
と
関
係
を
有
す
る
す
べ
て
の
人
々
に
同
じ
苦
悩
を
も
た
ら
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
私
が
あ
え
て
手
引
き
を
求

め
る
の
は
、
こ
れ
ら
の
重
大
な
困
難
に
で
は
な
く
、
法
と
原
則
の
よ
り
限
定
さ
れ
た
論
点
に
関
し
て
で
す
。

　

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
議
定
書―
つ
ま
り
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
運
動
全
体
が
築
か
れ
て
き
た
基
本
的
な
規
約―

は
、
極
め
て
重
要
な
二
つ
の

条
文
を
含
ん
で
い
ま
す
。

　

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
大
会
は
平
等
な
資
格
に
お
い
て
、
あ
ら
ゆ
る
国
の
ア
マ
チ
ュ
ア
を
共
に
集
め
る
。

　

概
し
て
、
あ
る
一
国
に
生
ま
れ
た
者
で
あ
る
か
、
そ
の
国
の
市
民
権
を
得
た
国
民
だ
け
が
、
そ
の
国
旗
の
も
と
に
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

大
会
で
競
い
合
う
資
格
が
あ
る
。

　

国
際
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
委
員
会
が
一
九
三
四
年
に
、
第
三
帝
国
で
は
こ
れ
ら
の
条
文
は
ど
の
よ
う
に
ユ
ダ
ヤ
人
競
技
者
に
適
用
さ
れ

る
の
か
、
と
問
う
た
と
き
に
、
ド
イ
ツ
の
代
表
は
以
下
の
よ
う
に
回
答
い
た
し
ま
し
た
。

　
（
一
）
ウ
ィ
ー
ン
〔
総
会
〕
の
約
束
は
注
意
深
く
守
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
し
、
ド
イ
ツ
を
代
表
す
る
好
機
を
つ
か
ん
だ
す
べ
て
の
競

技
者
は
、
練
習
す
る
機
会
を
与
え
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
。
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ま
ず
は
、『
タ
イ
ム
ズ
』
編
集
長
宛
の
投
書（
42
）を
取
り
上
げ
る
。
か
な
り
長
い
も
の
だ
が
全
文
引
用
す
る
。

　

　

拝
啓　

来
年
ベ
ル
リ
ン
で
開
か
れ
る
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
大
会
を
統
轄
す
る
こ
と
に
責
任
を
有
し
、
か
つ
イ
ギ
リ
ス
・
チ
ー
ム
を
そ
こ

へ
参
加
さ
せ
る
こ
と
に
責
任
を
有
す
る
著
名
な
諸
機
関
に
対
し
て
、
貴
社
の
コ
ラ
ム
を
使
っ
て
大
胆
に
も
幾
つ
か
の
質
問
を
提
出
し

て
よ
ろ
し
い
で
し
ょ
う
か
。

　

こ
れ
ら
の
機
関
は
、
大
会
に
個
人
的
な
体
験
を
有
す
る
す
べ
て
の
人
と
以
下
の
点
で
合
意
す
る
で
し
ょ
う
。
す
な
わ
ち
、
理
想
に

よ
っ
て
鼓
舞
さ
れ
、
現
体
制
の
規
律
に
よ
っ
て
統
制
さ
れ
た
「
全
体
主
義
国
家
」
に
お
い
て
は
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
運
動
全
体
の
最
も

重
要
な
成
果
で
あ
っ
た
「
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
環
境
」
を
創
り
出
す
こ
と
は
難
し
い
だ
ろ
う
と
い
う
こ
と
で
す
。
こ
う
し
た
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
環
境
の
も
と
で
は
、
あ
ら
ゆ
る
種
類
の
政
治
的
意
見
も
、
人
種
や
皮
膚
の
色
や
宗
教
の
相
違
も
、
ま
た
多
く
の
目
的
の
た
め
に
は

国
籍
や
言
語
の
相
違
さ
え
も
考
慮
に
入
れ
な
く
て
よ
く
、
し
た
が
っ
て
、
す
べ
て
の
大
陸
か
ら
の
競
技
者
た
ち
は
、
完
全
に
平
等
な

資
格
に
お
い
て
、
し
か
も
真
の
ス
ポ
ー
ツ
マ
ン
シ
ッ
プ
が
成
り
立
つ
自
発
的
な
友
情
と
騎
士
道
に
叶
っ
た
理
解
の
も
と
で
、
出
会
う

の
で
す
。

　

こ
れ
ら
の
機
関
は
ま
た
、
ド
イ
ツ
・
チ
ー
ム
が
そ
の
精
神
を
他
の
チ
ー
ム
と
の
関
わ
り
の
中
に
取
り
入
れ
る
こ
と
は
非
常
に
難
し

い
だ
ろ
う
、
と
い
う
こ
と
に
も
同
意
す
る
で
し
ょ
う
。
と
い
う
の
は
、
第
三
帝
国
で
は
、
政
治
が
す
べ
て
の
組
織
的
な
ゲ
ー
ム
の
す

べ
て
の
側
面
に
入
り
込
ん
で
い
ま
す―

強
要
さ
れ
て
も
い
ま
す
。
大
部
分
の
ド
イ
ツ
人―

平
和
主
義
者
、
国
際
主
義
者
、
少
し
前
に

国
民
の
多
数
を
組
織
し
て
い
た
左
翼
政
党
の
著
名
な
す
べ
て
の
支
持
者
、
そ
し
て
ユ
ダ
ヤ
人―

は
、
近
代
史
に
お
い
て
匹
敵
す
る
も

の
の
な
い
迫
害
に
よ
っ
て
、「
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
ク
ラ
ス
」
の
獲
得
の
た
め
に
欠
く
こ
と
の
で
き
な
い
準
備
を
進
め
る
こ
と
を
、
力

ず
く
で
阻
ま
れ
て
い
ま
す
。
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を
確
認
し
た
イ
ギ
リ
ス
・
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
協
議
会
の
公
式
決
定
を
踏
ま
え
て
の
も
の
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

　

以
上
の
考
察
か
ら
、
エ
イ
ブ
ラ
ハ
ム
ズ
は
、
Ｔ
Ｕ
Ｃ
の
行
動
に
つ
い
て
も
公
衆
の
感
情
に
つ
い
て
も
『
タ
イ
ム
ズ
』
の
よ
う
な
保
守
的

な
新
聞
の
報
道
を
も
と
に
判
断
し
、
Ｂ
Ｏ
Ａ
の
決
定
に
基
づ
い
て
ノ
エ
ル=

ベ
ー
カ
ー
に
対
し
て
意
見
を
表
明
し
た
こ
と
が
理
解
で
き
よ

う
。
し
か
し
、
エ
イ
ブ
ラ
ハ
ム
ズ
が
利
用
し
た
新
聞
記
事
に
多
分
に
感
情
的
な
批
判
が
目
立
っ
た
よ
う
に
、
当
時
の
イ
ギ
リ
ス
の
ジ
ャ
ー

ナ
リ
ズ
ム
が
、
ス
ポ
ー
ツ
問
題
に
政
治
的
な
団
体
が
干
渉
す
る
こ
と
を
嫌
悪
す
る
傾
向
を
強
く
持
っ
て
お
り
、
こ
う
し
た
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ

ム
の
力
が
か
な
り
の
影
響
力
を
持
っ
て
い
た
こ
と
も
事
実
で
あ
っ
た
。

七
、
ノ
エ
ル=

ベ
ー
カ
ー
の
二
通
の
投
書

（
一
）
公
表
さ
れ
な
か
っ
た
『
タ
イ
ム
ズ
』
編
集
長
宛
の
投
書

　

前
節
ま
で
に
示
し
た
よ
う
に
、
当
初
ノ
エ
ル=
ベ
ー
カ
ー
は
、『
タ
イ
ム
ズ
』
に
投
書
を
公
表
し
よ
う
と
考
え
て
い
た
が
、
ハ
ロ
ル

ド
・
エ
イ
ブ
ラ
ハ
ム
ズ
の
意
見
に
従
っ
て
こ
の
投
書
を
取
り
止
め
に
し
、『
マ
ン
チ
ェ
ス
タ
ー
・
ガ
ー
デ
ィ
ア
ン
』
へ
の
投
書
だ
け
を
公

表
し
た
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
ベ
ル
リ
ン
・
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
異
議
を
唱
え
る
投
書
は
、
一
二
月
七
日
の
『
マ
ン
チ
ェ
ス
タ
ー
・
ガ
ー
デ
ィ

ア
ン
』
に
掲
載
さ
れ
た
。
ノ
エ
ル=

ベ
ー
カ
ー
の
主
張
が
公
に
さ
れ
た
の
は
唯
一
こ
の
投
書
だ
け
で
あ
っ
た
。

　

本
節
で
は
ま
ず
、
公
表
を
取
り
止
め
に
し
た
『
タ
イ
ム
ズ
』
編
集
長
宛
の
ノ
エ
ル=

ベ
ー
カ
ー
の
投
書
を
検
討
し
、
そ
れ
が
い
か
な
る

内
容
の
も
の
で
何
を
要
求
し
て
い
た
の
か
、
を
明
ら
か
に
す
る
。
次
い
で
、『
マ
ン
チ
ェ
ス
タ
ー
・
ガ
ー
デ
ィ
ア
ン
』
掲
載
の
投
書
の
内

容
と
要
望
事
項
に
つ
い
て
検
討
し
、
半
年
後
に
ベ
ル
リ
ン
・
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
開
催
を
控
え
た
こ
の
差
し
迫
っ
た
時
期
に
、
な
ぜ
ベ
ル
リ

ン
・
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
放
棄
を
主
張
し
た
の
か
、
に
つ
い
て
明
ら
か
に
す
る
。
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に
属
す
る
の
で
あ
っ
て
、
ド
イ
ツ
政
府
に
属
す
る
の
で
は
な
い
、
そ
し
て
こ
の
点
に
も
言
及
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
、
と
い
う
こ
と
を

強
調
し
た
。〔
中
略
〕
以
下
の
点
が
訴
え
の
手
紙
に
具
体
化
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
と
決
定
さ
れ
た
。

　

一
、
大
会
は
国
際
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
委
員
会
に
属
す
る
こ
と

　

二
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
大
会
の
憲
章
に
定
め
ら
れ
た
第
一
の
基
本
的
原
則
は
、
大
会
は
可
能
な
限
り
完
全
な
条
件
の
下
で
、
平
等
な

立
場
で
す
べ
て
の
国
の
ア
マ
チ
ュ
ア
を
集
め
る
こ
と
に
あ
る
こ
と
、
イ
ギ
リ
ス
・
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
協
議
会
は
揺
る
ぎ
な
く
こ
の
原
則

を
守
る
こ
と

　

三
、
大
英
帝
国
チ
ー
ム
は
、
競
技
選
手
の
出
自
、
宗
教
的
信
念
な
い
し
政
治
的
信
条
と
は
無
関
係
に
選
抜
さ
れ
る
こ
と
、
我
々
が

ベ
ル
リ
ン
に
派
遣
す
る
チ
ー
ム
は
、
イ
ギ
リ
ス
国
民
を
代
表
す
る
統
一
し
た
チ
ー
ム
で
あ
る
こ
と

　

四
、
ど
の
よ
う
な
出
自
や
信
念
を
有
す
る
イ
ギ
リ
ス
人
で
あ
っ
て
も
、
イ
ギ
リ
ス
・
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
協
議
会
が
大
会
に
与
え
た
支

持
を
承
認
す
る
こ
と
に
躊
躇
し
な
い
こ
と

　

五
、
協
議
会
は
、
い
ず
れ
の
競
技
者
に
対
す
る
示
威
行
動
も
ま
っ
た
く
起
こ
ら
な
い
で
あ
ろ
う
と
い
う
、
大
会
に
責
任
を
負
う

人
々
の
十
分
な
確
信
を
得
て
い
る
こ
と（
41
）

　　

こ
こ
で
の
議
論
お
よ
び
決
定
の
要
点
は
、
Ｉ
Ｏ
Ｃ
決
定
の
尊
重
、
大
会
主
催
権
限
の
Ｉ
Ｏ
Ｃ
へ
の
帰
属
と
国
家
か
ら
の
独
立
と
い
う
こ

と
に
な
ろ
う
。
こ
の
会
議
録
は
、
訴
え
の
五
項
目
も
含
め
て
イ
ギ
リ
ス
・
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
協
議
会
の
見
解
を
明
瞭
に
伝
え
て
お
り
、
ベ
ル

リ
ン
・
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
反
対
論
者
の
主
張
と
対
比
す
る
と
き
に
資
料
と
し
て
は
優
れ
て
重
要
で
あ
る
。
ま
た
、
こ
の
会
議
で
ハ
ロ
ル
ド
・

エ
イ
ブ
ラ
ハ
ム
ズ
の
主
張
が
議
論
を
ま
と
め
た
こ
と
に
も
着
目
し
て
お
き
た
い
。
つ
ま
り
、
エ
イ
ブ
ラ
ハ
ム
ズ
が
ノ
エ
ル=

ベ
ー
カ
ー
に

対
し
て
、
ベ
ル
リ
ン
・
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
へ
の
抗
議
行
動
の
勝
算
は
な
い
と
書
き
送
っ
た
手
紙
は
、
ベ
ル
リ
ン
・
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
へ
の
参
加
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さ
て
、
こ
れ
ま
で
に
見
た
よ
う
に
、
ノ
エ
ル=

ベ
ー
カ
ー
も
エ
イ
ブ
ラ
ハ
ム
ズ
も
、
各
々
論
拠
と
す
る
情
報
を
も
と
に
主
張
し
て
い
た

が
、
そ
れ
に
と
ど
ま
ら
ず
、
二
人
の
見
解
が
あ
る
面
で
鋭
く
対
立
し
た
の
は
、
個
人
的
な
考
え
方
の
ず
れ
と
い
う
だ
け
で
な
く
、
二
人
が

属
す
る
団
体
の
状
況
認
識
と
方
針
の
違
い
が
背
景
に
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

　

エ
イ
ブ
ラ
ハ
ム
ズ
に
あ
っ
て
は
、
Ｂ
Ｏ
Ａ
と
Ｉ
Ｏ
Ｃ
の
決
定
が
絶
対
で
あ
っ
た
。
エ
イ
ブ
ラ
ハ
ム
ズ
が
ノ
エ
ル=

ベ
ー
カ
ー
に
手
紙
を

送
っ
た
日
付
と
同
じ
一
二
月
三
日
の
イ
ギ
リ
ス
・
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
協
議
会（
40
）の
会
議
録
に
は
、
ベ
ル
リ
ン
・
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
た
め
の

「
基
金
の
訴
え
」
の
趣
旨
が
詳
し
く
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
こ
に
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
、
単
に
選
手
派
遣
の
費
用
の
た
め
に
寄
付
金
が
必

要
で
あ
る
と
い
う
ば
か
り
で
な
く
、
ベ
ル
リ
ン
で
開
催
さ
れ
る
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
何
故
イ
ギ
リ
ス
代
表
を
参
加
さ
せ
る
の
か
、
と
い
う
論

拠
に
関
わ
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
エ
イ
ブ
ラ
ハ
ム
ズ
が
こ
こ
で
の
決
定
を
極
め
て
重
視
し
て
い
た
こ
と
が
見
て
取
れ
る
。
当
該
箇
所
を
以
下

に
引
用
す
る
。

　

　

訴
え
の
手
紙
の
文
書
作
成
に
つ
い
て
、
ま
た
大
会
の
価
値
に
公
衆
の
注
目
を
集
め
る
最
良
の
方
法
に
つ
い
て
、
議
論
が
起
こ
っ
た
。

エ
イ
ブ
ラ
ハ
ム
ズ
氏
は
、
国
際
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
委
員
会
が
ド
イ
ツ
に
大
会
を
割
り
当
て
た
の
で
あ
り
、
そ
し
て
必
要
と
あ
ら
ば
こ
の

委
員
会
は
そ
れ
を
撤
回
す
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
あ
る
が
、
彼
ら
が
そ
こ
で
大
会
を
開
催
す
る
こ
と
が
正
し
い
と
感
じ
て
い
る
限
り

は
、
大
英
帝
国
は
そ
れ
を
支
持
す
べ
き
で
あ
る
と
考
え
た
、
と
述
べ
た
。
そ
れ
は
確
か
で
あ
り
、
協
会
は
、
大
英
帝
国
が
こ
の
大
会

に
代
表
を
送
る
べ
き
こ
と
を
イ
ギ
リ
ス
・
ス
ポ
ー
ツ
の
最
大
の
関
心
事
と
み
な
し
て
い
る
こ
と
を
、
訴
え
の
手
紙
で
述
べ
る
の
が
望

ま
し
い
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
は
、
参
加
す
る
の
が
賢
明
で
あ
る
の
か
、
と
多
く
の
場
所
で
表
明
さ
れ
た
疑
い
を
晴
ら
す
で
あ
ろ
う
。

　

議
長
は
、
エ
イ
ブ
ラ
ハ
ム
ズ
氏
に
よ
っ
て
述
べ
ら
れ
た
こ
と
に
原
則
と
し
て
同
意
し
、
彼
の
所
見
が
容
易
に
訴
え
の
手
紙
に
組
み

入
れ
ら
れ
る
と
考
え
た
。
ア
バ
ー
デ
ア
卿
と
ノ
エ
ル
・
カ
ー
チ
ス=

ベ
ネ
ッ
ト
卿
の
両
者
は
、
大
会
が
国
際
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
委
員
会
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容
と
は
異
な
り
、
Ｔ
Ｕ
Ｃ
が
政
治
を
ス
ポ
ー
ツ
に
持
ち
込
む
こ
と
を
望
ん
で
い
な
い
こ
と
を
先
ず
正
当
に
評
価
し
た
う
え
で
、
こ
の
試
合

が
「
純
粋
に
私
的
で
非
常
に
名
声
の
高
い
組
織
〔
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
協
会
〕
に
よ
っ
て
準
備
さ
れ
た
純
粋
な
ス
ポ
ー
ツ
・
コ
ン
テ
ス
ト
」
で

あ
っ
て
、
試
合
は
如
何
な
る
政
治
的
な
意
味
も
持
た
な
い
こ
と
、
従
っ
て
イ
ギ
リ
ス
内
務
省
の
管
轄
外
の
問
題
で
あ
る
と
説
明
し
た
の
で

あ
る（
38
）。

　

こ
の
Ｔ
Ｕ
Ｃ
総
評
議
会
と
内
務
省
の
議
論
は
最
後
ま
で
平
行
線
を
辿
っ
た
。
た
だ
し
、
内
務
大
臣
ジ
ョ
ン
・
サ
イ
モ
ン
が
Ｔ
Ｕ
Ｃ
の
行

動
の
し
方
に
理
解
を
示
し
た
こ
と
は
特
筆
に
値
し
よ
う
。

　

当
初
の
問
題
に
立
ち
返
ろ
う
。
エ
イ
ブ
ラ
ハ
ム
ズ
が
指
摘
し
た
親
独
的
な
公
衆
の
感
情
と
は
、『
タ
イ
ム
ズ
』
を
初
め
と
し
た
保
守
的

な
新
聞
記
事
や
サ
イ
モ
ン
内
相
が
主
張
し
た
ス
ポ
ー
ツ
の
政
治
的
中
立
と
、
そ
れ
を
根
拠
と
し
た
ナ
チ
ス
へ
の
抗
議
の
抑
制
と
い
う
こ
と

で
あ
っ
て
、
決
し
て
世
論
が
親
独
的
で
あ
っ
た
と
い
う
わ
け
で
は
な
か
っ
た
。
そ
し
て
多
分
に
、
エ
イ
ブ
ラ
ハ
ム
ズ
の
状
況
把
握
は
新
聞

記
事
の
我
田
引
水
で
あ
り
、
一
面
的
で
も
あ
っ
た
。
と
い
う
の
も
、
国
際
連
盟
同
盟
に
よ
っ
て
な
さ
れ
た
「
平
和
投
票
」
の
結
果
で
は
、

侵
略
者
に
対
す
る
制
裁
を
強
く
求
め
る
声
が
大
多
数
で
あ
り
、
お
よ
そ
親
独
的
な
公
衆
の
感
情
な
ど
と
言
え
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
し
、

す
べ
て
の
新
聞
が
英
独
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
・
マ
ッ
チ
に
賛
成
で
あ
っ
た
わ
け
で
も
、
Ｔ
Ｕ
Ｃ
の
行
動
を
批
判
し
た
わ
け
で
も
な
か
っ
た
。
例

え
ば
、
シ
ト
リ
ー
ン
が
上
記
の
会
議
で
引
用
し
た
一
二
月
二
日
付
の
『
サ
ン
デ
ー
・
レ
フ
ェ
リ
ー
』（
最
大
の
発
行
部
数
を
誇
る
）
の
記

事
は
、「
イ
ギ
リ
ス
外
務
省
は
、
イ
ギ
リ
ス
人
の
感
情
が
ド
イ
ツ
政
府
の
残
忍
性
と
人
間
的
理
解
の
欠
如
の
ゆ
え
に
極
め
て
反
独
的
で
あ

る
こ
と
を
知
っ
て
お
り
、
そ
の
両
国
を
互
い
に
接
近
さ
せ
る
こ
と
は
ス
ポ
ー
ツ
・
イ
ベ
ン
ト
に
よ
っ
て
も
、
従
っ
て
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
・
マ

ッ
チ
に
よ
っ
て
も
果
た
し
得
な
い
と
感
じ
て
い
る
」（
39
）と
記
し
て
い
た
し
、『
マ
ン
チ
ェ
ス
タ
ー
・
ガ
ー
デ
ィ
ア
ン
』
は
、
連
日
紙
面
を

割
い
て
主
観
を
交
え
る
こ
と
な
く
シ
ト
リ
ー
ン
ら
の
主
張
を
掲
載
し
、
ド
イ
ツ
・
チ
ー
ム
や
サ
ポ
ー
タ
ー
ズ
の
様
子
を
伝
え
て
い
た
の
で

あ
る
。
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務
省
と
内
務
省
に
割
り
込
ん
だ
」（『
イ
ヴ
ニ
ン
グ
・
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
』
一
一
月
二
九
日
）。「
こ
の
島
で
同
国
人
が
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
を
プ
レ

イ
す
る
の
を
観
る
こ
と
が
許
さ
れ
る
前
に
、
政
治
的
正
し
さ
の
試
験
を
受
け
る
こ
と
が
外
国
人
に
必
要
で
あ
る
と
は
、
Ｔ
Ｕ
Ｃ
を
除
い
て
、

い
つ
誰
が
考
え
つ
い
た
の
か
」（『
モ
ー
ニ
ン
グ
・
ポ
ス
ト
』
一
一
月
二
九
日
）。「
奇
妙
で
不
健
康
」（『
デ
イ
リ
ー
・
テ
レ
グ
ラ
フ
』
一
一

月
三
〇
日
）。「
悪
意
あ
る
も
の
」（『
デ
イ
リ
ー
・
メ
イ
ル
』
一
一
月
三
〇
日
）。「
こ
ん
な
風
に
考
え
る
こ
と
は
、
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
精
神

と
相
容
れ
な
い
」（『
タ
イ
ム
ズ
』
一
二
月
三
日
）。
見
ら
れ
る
通
り
、
か
な
り
の
代
表
的
な
新
聞
が
Ｔ
Ｕ
Ｃ
の
行
動
に
異
議
を
唱
え
て
い

た
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。

　

だ
と
す
る
と
、
こ
れ
ら
の
新
聞
で
批
判
さ
れ
た
Ｔ
Ｕ
Ｃ
の
政
治
的
介
入
と
は
如
何
な
る
も
の
で
あ
っ
た
の
か
、
多
少
回
り
道
に
な
る
が

こ
の
点
を
確
認
し
て
お
く
必
要
が
あ
ろ
う
。
そ
の
政
治
的
介
入
と
は
、
一
一
月
二
七
日
付
で
Ｔ
Ｕ
Ｃ
総
評
議
会
書
記
長
ウ
ォ
ル
タ
ー
・
シ

ト
リ
ー
ン
が
内
務
大
臣
ジ
ョ
ン
・
サ
イ
モ
ン
宛
に
手
紙
を
送
り
、
英
独
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
・
マ
ッ
チ
の
開
催
禁
止
を
求
め
る
と
と
も
に
、
一

二
月
二
日
の
Ｔ
Ｕ
Ｃ
代
表
団
と
内
務
省
代
表
と
の
懇
談
会
で
、
意
見
交
換
と
再
度
の
要
望
提
出
を
お
こ
な
っ
た
こ
と
を
指
し
て
い
た（
36
）。

　

こ
の
懇
談
会
で
シ
ト
リ
ー
ン
ら
が
主
張
し
た
こ
と
は
以
下
の
点
に
あ
っ
た
。
つ
ま
り
、
ナ
チ
政
府
は
ド
イ
ツ
の
他
の
す
べ
て
の
ス
ポ
ー

ツ
組
織
、
例
え
ば
大
戦
以
来
か
な
り
大
規
模
に
ス
ポ
ー
ツ
を
実
施
し
て
い
た
カ
ソ
リ
ッ
ク
組
織
、
キ
リ
ス
ト
教
会
に
付
属
す
る
組
織
、
キ

リ
ス
ト
教
会
の
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
支
部
、
社
会
主
義
組
織
お
よ
び
数
多
く
の
独
立
し
た
組
織
を
解
体
し
、
そ
の
基
金
を
没
収
し
た
こ
と
、

し
か
も
、
ユ
ダ
ヤ
人
は
ス
ポ
ー
ツ
施
設
か
ら
閉
め
出
さ
れ
、
ア
ー
リ
ア
人
と
プ
レ
イ
す
る
こ
と
を
許
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
、
さ
ら
に
ド
イ

ツ
・
チ
ー
ム
に
同
行
す
る
と
思
わ
れ
る
多
数
の
ド
イ
ツ
人
に
よ
る
ロ
ン
ド
ン
で
の
行
進
に
、
大
規
模
な
警
察
の
護
衛
を
付
け
る
こ
と
は
か

な
り
の
出
費
を
要
し
、
し
か
も
イ
ギ
リ
ス
の
ユ
ダ
ヤ
人
が
そ
う
し
た
行
進
を
喜
ん
で
見
守
る
と
は
考
え
に
く
い
こ
と
を
指
摘
し
、
言
葉
に

は
出
さ
な
い
が
暗
に
試
合
の
中
止
を
求
め
た
の
で
あ
る（
37
）。

　

こ
れ
に
対
す
る
内
務
大
臣
ジ
ョ
ン
・
サ
イ
モ
ン
の
返
答
の
要
点
は
以
下
の
通
り
で
あ
っ
た
。
つ
ま
り
、
幾
つ
か
の
新
聞
が
報
道
し
た
内
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ー
カ
ー
は
、
ナ
チ
ス
の
反
ユ
ダ
ヤ
政
策
に
対
す
る
エ
イ
ブ
ラ
ハ
ム
ズ
ら
Ｂ
Ｏ
Ａ
の
消
極
的
態
度
に
不
満
を
抱
き
、
何
ら
か
の
抗
議
行
動
を

起
こ
さ
ね
ば
な
ら
な
い
と
考
え
て
い
た
こ
と
で
あ
る
。

六
、
エ
イ
ブ
ラ
ハ
ム
ズ
の
主
張
と
イ
ギ
リ
ス
・
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
協
議
会
の
決
定

　

で
は
な
ぜ
、
エ
イ
ブ
ラ
ハ
ム
ズ
は
「
Ｔ
Ｕ
Ｃ
の
行
動
の
た
め
に
、
む
し
ろ
親
独
的
で
さ
え
あ
る
公
衆
の
感
情
の
た
め
に
時
期
が
悪
い
」

と
考
え
た
の
か
、
そ
の
論
拠
は
ど
こ
に
あ
っ
た
の
か
、
ノ
エ
ル=

ベ
ー
カ
ー
と
の
見
解
の
違
い
を
理
解
す
る
た
め
に
、
こ
の
点
の
検
討
を

し
て
お
き
た
い
。

　

一
二
月
四
日
に
ト
ッ
テ
ナ
ム
・
ホ
ッ
ト
ス
パ
ー
・
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
開
催
さ
れ
た
英
独
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
・
マ
ッ
チ（
33
）に
つ
い
て
は
意
見

が
二
分
し
、
反
対
派
の
抗
議
行
動
が
試
合
前
か
ら
展
開
さ
れ
て
い
た
。
反
対
派
は
、
全
国
労
働
者
ス
ポ
ー
ツ
協
会
（
Ｎ
Ｗ
Ｓ
Ａ
）
等
の
労

働
者
ス
ポ
ー
ツ
組
織
の
他
に
、
労
働
組
合
や
青
年
組
織
等
に
ま
で
及
び
、
ロ
ン
ド
ン
地
区
の
共
産
主
義
青
年
同
盟
、
労
働
党
青
年
同
盟
の

ロ
ン
ド
ン
諮
問
委
員
会
、
ロ
ン
ド
ン
労
働
評
議
会
、
全
国
鉄
道
労
働
組
合
ウ
ッ
ド
グ
リ
ー
ン
支
部
等
が
、
そ
の
重
要
な
構
成
組
織
で
あ
っ

た（
34
）。

　

エ
イ
ブ
ラ
ハ
ム
ズ
が
親
独
的
な
公
衆
の
感
情
と
述
べ
た
こ
と
は
、
実
は
幾
つ
か
の
イ
ギ
リ
ス
の
代
表
的
な
新
聞
の
記
事
に
基
づ
く
も
の

と
考
え
ら
れ
、
そ
れ
を
論
拠
と
し
て
Ｔ
Ｕ
Ｃ
の
行
動
を
非
難
し
た
と
理
解
で
き
る
。
つ
ま
り
、
エ
イ
ブ
ラ
ハ
ム
ズ
が
論
拠
と
し
う
る
新
聞

記
事
が
、
多
数
認
め
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

　

そ
の
主
な
記
事
は
以
下
の
通
り
で
あ
る（
35
）。「
ス
ポ
ー
ツ
へ
の
政
治
の
介
入
は
あ
ま
り
に
忌
ま
わ
し
く
、
人
間
ら
し
い
交
友
の
泉
に
毒

を
入
れ
る
こ
と
で
あ
る
」（『
ニ
ュ
ー
ズ
・
ク
ロ
ニ
ク
ル
』
一
一
月
二
八
日
）。「
今
日
、
歴
史
上
初
め
て
、
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
の
出
来
事
が
外
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こ
の
問
題
に
関
し
て
は
、
一
二
月
三
日
付
の
エ
イ
ブ
ラ
ハ
ム
ズ
か
ら
ノ
エ
ル=

ベ
ー
カ
ー
宛
の
手
紙
か
ら
補
足
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

エ
イ
ブ
ラ
ハ
ム
ズ
が
ノ
エ
ル=

ベ
ー
カ
ー
宛
に
手
紙
を
書
い
た
の
は
、『
タ
イ
ム
ズ
』
へ
送
付
予
定
の
ノ
エ
ル=

ベ
ー
カ
ー
の
投
書
が
事

前
に
送
ら
れ
て
き
て
い
た
か
ら
で
あ
る
が
、
エ
イ
ブ
ラ
ハ
ム
ズ
は
ど
の
よ
う
な
返
答
を
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

　

　

私
は
熟
慮
の
上
『
タ
イ
ム
ズ
』
に
そ
の
投
書
を
送
り
ま
せ
ん
で
し
た
。〔
中
略
〕
私
た
ち
に
は
も
っ
と
も
都
合
が
悪
く
感
じ
ら
れ

る
、
こ
の
サ
ッ
カ
ー
・
マ
ッ
チ
に
向
け
て
の
労
働
組
合
会
議
の
行
動
の
た
め
に
、
そ
し
て
今
の
と
こ
ろ
む
し
ろ
親
独
的
で
さ
え
あ
る

公
衆
の
感
情
の
た
め
に
、
時
期
が
悪
い
の
で
す
。〔
中
略
〕
私
は
、
あ
な
た
が
何
か
を
成
し
遂
げ
た
い
と
い
う
強
い
願
い
を
心
に
秘

め
て
お
ら
れ
る
こ
と
は
理
解
い
た
し
ま
す
が
、
何
か
が
成
し
遂
げ
ら
れ
る
だ
ろ
う
と
は
信
じ
て
お
り
ま
せ
ん（
31
）。

　　

さ
ら
に
、
一
二
月
四
日
付
の
ノ
エ
ル=
ベ
ー
カ
ー
か
ら
エ
イ
ブ
ラ
ハ
ム
ズ
宛
の
返
書
か
ら
、
次
の
二
点
を
補
っ
て
お
き
た
い
。
第
一
点

は
、
繰
り
返
し
に
な
る
が
、「
も
ち
ろ
ん
私
は
、
あ
な
た
〔
エ
イ
ブ
ラ
ハ
ム
ズ
〕
が
時
期
が
悪
い
と
お
考
え
で
あ
れ
ば
、『
タ
イ
ム
ズ
』
に

私
の
投
書
を
送
る
こ
と
は
い
た
し
ま
せ
ん
」
と
約
束
し
て
い
る
こ
と
で
あ
り
、
第
二
点
は
、「
あ
な
た
が
労
働
組
合
会
議
の
行
動
に
つ
い

て
述
べ
ら
れ
た
こ
と
に
は
、
私
は
ま
っ
た
く
同
意
で
き
ま
せ
ん
。
私
の
思
う
に
、
そ
れ
は
非
常
に
良
い
こ
と
で
あ
っ
て
、
ナ
チ
の
デ
モ
ン

ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
を
お
そ
ら
く
阻
止
し
た
で
し
ょ
う
。
も
ち
ろ
ん
、
ヒ
ト
ラ
ー
が
も
っ
と
も
破
廉
恥
な
や
り
方
で
、
試
合
に
政
治
的
な
役

割
を
負
わ
せ
て
い
る
こ
と
は
明
白
で
す
」
と
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る（
32
）。

　

こ
こ
へ
き
て
、
ノ
エ
ル=

ベ
ー
カ
ー
と
エ
イ
ブ
ラ
ハ
ム
ズ
の
理
解
と
考
え
方
に
は
っ
き
り
と
し
た
食
い
違
い
が
認
め
ら
れ
る
。
つ
ま
り
、

英
独
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
・
マ
ッ
チ
へ
の
Ｔ
Ｕ
Ｃ
の
介
入
に
つ
い
て
の
二
人
の
見
解
の
相
違
に
も
見
ら
れ
る
と
お
り
、
エ
イ
ブ
ラ
ハ
ム
ズ
が
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
の
ベ
ル
リ
ン
開
催
を
優
先
さ
せ
て
、
ノ
エ
ル=

ベ
ー
カ
ー
の
ナ
チ
ス
へ
の
抗
議
を
控
え
さ
せ
た
の
に
対
し
て
、
ノ
エ
ル=

ベ
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の
内
容
の
詳
細
な
分
析
は
第
七
節
で
お
こ
な
う
。

　
『
タ
イ
ム
ズ
』
へ
の
投
書
の
件
に
言
及
し
て
い
る
の
は
、
ノ
エ
ル=

ベ
ー
カ
ー
が
『
マ
ン
チ
ェ
ス
タ
ー
・
ガ
ー
デ
ィ
ア
ン
』
の
編
集
長
、

Ｗ
・
Ｐ
・
ク
ロ
ー
ジ
ャ
ー
に
宛
て
た
一
二
月
四
日
付
の
手
紙
で
あ
る
。
以
下
に
、
そ
の
箇
所
を
引
用
す
る
。

　

　

私
が
相
談
し
た
ハ
ロ
ル
ド
・
エ
イ
ブ
ラ
ハ
ム
ズ
と
モ
ン
テ
フ
ィ
オ
ル
の
二
人
は
、
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
・
マ
ッ
チ
に
つ
い
て
の
労
働
組

合
会
議
の
抗
議
に
対
す
る
憤
慨
の
ゆ
え
に
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
大
会
に
つ
い
て
何
か
公
表
す
る
に
は
時
期
が
悪
い
と
考
え
て
い
る
よ
う

で
す
。
彼
ら
は
一
時
期
よ
り
も
世
論
が
よ
り
親
ナ
チ
的
で
あ
る
と
考
え
て
お
り
ま
し
て
、
そ
れ
で
私
の
投
書
を
公
表
致
し
ま
せ
ん
で

し
た
。
で
す
か
ら
、
私
が
彼
ら
の
忠
告
に
従
っ
て
行
動
す
る
場
合
に
、
私
が
彼
ら
の
頭
越
し
に
『
タ
イ
ム
ズ
』
に
投
書
を
送
る
こ
と

は
か
な
り
難
し
い
こ
と
な
の
で
す
。
そ
れ
ゆ
え
私
は
、
彼
ら
が
時
期
が
良
い
と
考
え
る
ま
で
、
そ
れ
を
延
期
す
る
こ
と
に
致
し
ま
す
。

　

彼
ら
は
二
人
と
も
、
ベ
ル
リ
ン
へ
の
イ
ギ
リ
ス
・
チ
ー
ム
の
派
遣
を
中
止
す
る
こ
と
に
希
望
が
な
い
こ
と
、
そ
し
て
、
我
々
が
望

み
う
る
最
良
の
こ
と
が
、
反
ユ
ダ
ヤ
主
義
を
承
認
し
な
い
と
イ
ギ
リ
ス
・
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
協
会
に
よ
っ
て
示
さ
れ
る
あ
る
種
ひ
弱
な

意
思
表
示
で
あ
る
こ
と
、
を
確
信
し
て
い
る
の
で
す
。

　

あ
な
た
の
お
好
き
な
と
き
に
ど
う
か
私
の
投
書
を
公
表
し
て
く
だ
さ
い（
30
）。

　　

こ
の
手
紙
か
ら
明
ら
か
な
こ
と
は
、
ノ
エ
ル=

ベ
ー
カ
ー
が
エ
イ
ブ
ラ
ハ
ム
ズ
ら
の
公
的
な
立
場
を
考
慮
し
て
『
タ
イ
ム
ズ
』
へ
の
投

書
を
取
り
や
め
に
し
た
が
、
そ
の
代
わ
り
に
『
マ
ン
チ
ェ
ス
タ
ー
・
ガ
ー
デ
ィ
ア
ン
』
に
別
の
投
書
を
掲
載
し
て
く
れ
る
よ
う
依
頼
し
て

い
る
こ
と
で
あ
り
、
そ
し
て
ナ
チ
ス
に
対
す
る
「
反
ユ
ダ
ヤ
主
義
を
承
認
し
な
い
」
と
い
う
だ
け
の
エ
イ
ブ
ラ
ハ
ム
ズ
ら
の
姿
勢
を
、
彼

は
「
ひ
弱
な
」
も
の
と
感
じ
て
い
た
こ
と
、
で
あ
る
。
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こ
こ
に
は
、
本
論
の
展
開
と
関
係
し
て
極
め
て
重
要
な
事
柄
が
記
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
ら
を
整
理
し
て
示
す
と
次
の
よ
う
に
な
る
。
第

一
に
、
決
定
権
を
持
つ
人
々
の
臆
病
の
せ
い
で
事
態
が
悪
化
し
た
こ
と
へ
の
憤
り
、
第
二
に
、
ベ
ル
リ
ン
・
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
ま
で
一
年
を

切
っ
た
時
点
で
反
対
を
表
明
す
る
こ
と
の
難
し
さ
、
第
三
に
、
自
分
の
同
僚
の
敵
意
を
招
い
て
で
も
ベ
ル
リ
ン
大
会
反
対
の
意
志
表
示
を

『
タ
イ
ム
ズ
』
の
紙
面
を
使
っ
て
お
こ
な
お
う
と
し
て
い
る
こ
と
、
第
四
に
、『
マ
ン
チ
ェ
ス
タ
ー
・
ガ
ー
デ
ィ
ア
ン
』
の
反
対
の
意
思
を

表
し
た
論
説
（
後
述
の
一
二
月
五
日
と
六
日
付
の
Ｅ
・
Ａ
・
モ
ン
タ
ギ
ュ
ー
の
論
説
）
を
支
持
し
て
い
る
こ
と
、
で
あ
る
。
第
一
と
第
二

の
点
に
関
し
て
補
足
す
る
と
、「
二
年
前
に
思
い
切
っ
て
決
定
す
べ
き
で
あ
っ
た
」
こ
と
と
は
、
一
九
三
三
年
五
月
二
二
日
付
の
エ
ヴ
ァ

ン
・
ハ
ン
タ
ー
宛
の
手
紙
で
ノ
エ
ル=
ベ
ー
カ
ー
が
期
待
し
て
い
た
こ
と
、
つ
ま
り
、
そ
の
年
の
六
月
に
開
か
れ
た
Ｉ
Ｏ
Ｃ
ウ
イ
ー
ン
総

会
に
お
い
て
、
ア
バ
ー
デ
ア
ら
が
中
心
と
な
っ
て
大
会
開
催
地
を
ベ
ル
リ
ン
か
ら
移
転
す
る
決
定
を
下
す
べ
き
で
あ
っ
た
、
と
い
う
こ
と

で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
の
決
定
は
下
さ
れ
な
か
っ
た
の
で
あ
り
、
彼
は
、
ベ
ル
リ
ン
・
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
反
対
の
意
志
表
示
を
す
る
こ
と
が

今
と
な
っ
て
は
遅
す
ぎ
る
と
判
断
し
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
自
分
の
立
場
を
悪
く
し
て
で
も
反
対
の
意
志
表
示
を
決
意
し
た
背
景
に
は
、

ア
イ
ダ
、
カ
ド
バ
リ
ー
、
ウ
ィ
ル
が
ノ
エ
ル=

ベ
ー
カ
ー
に
宛
て
た
手
紙
と
資
料
の
影
響
が
あ
っ
た
と
見
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

五
、
ノ
エ
ル=

ベ
ー
カ
ー
の
投
書
を
『
タ
イ
ム
ズ
』
に
公
表
し
な
か
っ
た
理
由

　

次
に
第
二
の
点
、
す
な
わ
ち
ノ
エ
ル=

ベ
ー
カ
ー
が
『
タ
イ
ム
ズ
』
で
ベ
ル
リ
ン
・
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
つ
い
て
の
投
書
を
公
表
す
る
、

と
し
て
い
る
点
に
つ
い
て
検
討
す
る
。
実
は
、
こ
の
投
書
は
結
局
『
タ
イ
ム
ズ
』
に
公
表
さ
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
い
わ
ば
、
草
稿
の

ま
ま
日
の
目
を
見
な
か
っ
た
投
書
で
あ
っ
た
。
ま
ず
は
、
な
ぜ
こ
の
投
書
が
日
の
目
を
見
な
か
っ
た
の
か
に
つ
い
て
検
討
し
た
い
。
投
書
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な
た
が
お
望
み
で
あ
れ
ば
、
さ
ら
に
入
手
す
る
こ
と
が
で
き
る
で
し
ょ
う
」（
27
）と
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
実
際
、
亡
命
者
が
残
し

た
複
数
の
証
拠
文
書
が
ノ
エ
ル=

ベ
ー
カ
ー
文
書
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
が（
28
）、
か
な
り
綿
密
な
調
査
と
複
数
の
資
料
か
ら
ド
イ
ツ
で
の

ユ
ダ
ヤ
人
ス
ポ
ー
ツ
マ
ン
と
組
織
の
差
別
の
現
状
が
記
さ
れ
て
お
り
、
こ
う
し
た
情
報
が
ノ
エ
ル=

ベ
ー
カ
ー
の
判
断
に
役
立
っ
た
こ
と

は
間
違
い
な
い
。

　

こ
の
三
通
の
手
紙
に
対
す
る
ノ
エ
ル=

ベ
ー
カ
ー
の
返
書
の
中
身
に
つ
い
て
で
あ
る
が
、
ど
の
返
書
も
極
め
て
簡
単
な
も
の
で
あ
る
割

に
は
、
彼
の
率
直
な
思
い
が
記
さ
れ
て
い
る
。
一
番
率
直
に
彼
の
思
い
が
語
ら
れ
て
い
る
の
が
ウ
ィ
ル
宛
の
返
書
で
あ
る
の
で
、
そ
れ
を

全
文
引
用
す
る
。

　

親
愛
な
る
ウ
ィ
ル

　

お
手
紙
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
私
は
、
ベ
ル
リ
ン
で
の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
大
会
に
つ
い
て
、
長
ら
く
ユ
ダ
ヤ
人
、
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
競
技
者
、
そ
の
他
の
人
々
と
連
絡
を
と
っ
て
き
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
非
常
に
入
り
組
ん
だ
問
題
で
あ
り
ま
す
が
、
二
年
前
に
思
い
切
っ
て
決
定
す
べ
き
で
あ
っ
た
の
に
そ
う
し
な
か
っ
た
臆
病

な
人
々
の
せ
い
で
、
事
態
は
い
っ
そ
う
難
し
く
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
押
し
迫
っ
た
時
期
に
大
会
を
中
止
す
る
こ
と
は
ほ
と
ん
ど
不

可
能
な
こ
と
で
す
。
冬
季
競
技
会
が
二
ヶ
月
後
に
始
ま
る
こ
と
に
な
っ
て
お
り
ま
す
の
で
尚
更
で
す
。
何
十
万
ポ
ン
ド
も
の
経
費
が
、

す
で
に
そ
の
準
備
に
費
や
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
思
い
起
こ
し
て
く
だ
さ
い
。

　

も
し
私
が
反
対
す
る
の
で
あ
れ
ば
、
イ
ギ
リ
ス
の
参
加
に
責
任
を
持
つ
人
々
の
敵
意
を
招
く
で
し
ょ
う
し
、
以
後
の
私
の
影
響
力

を
弱
め
て
し
ま
う
で
し
ょ
う
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
私
は
『
タ
イ
ム
ズ
』
に
手
紙
を
書
い
て
お
り
ま
す
し
、『
マ
ン
チ
ェ
ス
タ
ー
・

ガ
ー
デ
ィ
ア
ン
』
に
ま
さ
に
掲
載
さ
れ
よ
う
と
し
て
い
る
反
対
の
意
思
を
表
し
た
論
説
を
支
持
し
て
お
り
ま
す（
29
）。
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キ
ル
ヒ
ェ
ン
で
開
か
れ
る
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
大
会
に
関
す
る
こ
と
で
す
」
と
告
げ
て
、「
ド
イ
ツ
は
こ
の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
大
会
か
ら
財
政
的

に
多
く
の
も
の
を
望
ん
で
お
り
ま
す
の
で
、
も
し
全
面
的
な
抵
抗
が
組
織
さ
れ
る
な
ら
ば
、
何
ら
か
の
効
果
が
あ
る
だ
ろ
う
と
私
は
信
じ

て
お
り
ま
す
」
と
、
ノ
エ
ル=

ベ
ー
カ
ー
に
協
力
を
要
請
し
て
い
る（
25
）。
ア
イ
ダ
は
ス
ポ
ー
ツ
関
係
者
で
は
な
く
、
ナ
チ
ス
の
差
別
、

迫
害
に
反
対
す
る
運
動
に
関
与
す
る
人
物
で
あ
る
よ
う
で
、
彼
の
手
紙
は
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
ウ
エ
ス
ト
モ
ー
ラ
ン
ド
か
ら
出
さ
れ
て
い
る
。

以
前
に
も
ア
イ
ダ
は
ノ
エ
ル=

ベ
ー
カ
ー
に
、
イ
ギ
リ
ス
に
亡
命
し
て
き
た
プ
リ
ン
グ
ス
ハ
イ
ム
と
い
う
名
の
教
授
の
こ
と
で
援
助
を
求

め
て
い
た
。

　

カ
ド
バ
リ
ー
も
ま
た
ノ
エ
ル=
ベ
ー
カ
ー
に
対
し
て
次
の
よ
う
な
協
力
要
請
を
し
て
い
る
。「
私
の
思
う
に
、
お
そ
ら
く
ド
イ
ツ
人
は

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
大
会
を
彼
ら
の
特
別
な
宣
伝
の
手
段
と
し
て
利
用
す
る
で
し
ょ
う
。
あ
な
た
は
、
一
人
の
ア
ス
リ
ー
ト
と
し
て
、
そ
し
て

陸
上
競
技
界
の
評
議
会
に
お
け
る
卓
越
し
た
人
物
と
し
て
、
我
々
が
黙
っ
て
こ
の
宣
伝
を
受
け
入
れ
、
ま
た
他
の
す
べ
て
の
領
域
と
同
じ

く
ス
ポ
ー
ツ
の
世
界
に
、
ド
イ
ツ
人
の
理
論
の
言
外
の
意
味
を
受
け
入
れ
る
こ
と
が
で
き
る
と
お
考
え
で
し
ょ
う
か
。
あ
な
た
は
、
大
会

の
ボ
イ
コ
ッ
ト
の
可
能
性
と
難
し
さ
に
つ
い
て
は
、
私
が
知
る
以
上
に
ご
存
じ
で
し
ょ
う
が
、
し
か
し
私
は
、
そ
れ
が
考
慮
さ
れ
る
べ
き

で
あ
り
、
ま
た
人
種
差
別
の
暗
黙
の
容
認
に
も
か
か
わ
ら
ず
大
会
へ
の
参
加
が
認
め
ら
れ
る
こ
と
を
許
す
よ
り
は
、
少
な
く
と
も
イ
ギ
リ

ス
の
立
場
を
問
題
全
体
に
わ
た
っ
て
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
ま
じ
め
に
提
案
し
た
い
の
で
す
」
と（
26
）。
カ
ド
バ
リ
ー
も
ま
た
、
手
紙
の

記
述
か
ら
理
解
し
て
、
イ
ギ
リ
ス
で
人
種
差
別
反
対
の
運
動
に
携
わ
る
人
物
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
彼
は
最
近
の
六
年
間
、
ト
イ
ン
ビ

ー
・
ホ
ー
ル
の
レ
ジ
デ
ン
ト
で
、
イ
ー
ス
ト
・
ロ
ン
ド
ン
の
大
学
セ
ツ
ル
メ
ン
ト
に
関
与
し
て
い
た
。

　

三
人
目
の
ウ
ィ
ル
も
、
前
二
者
と
ほ
ぼ
同
じ
よ
う
な
協
力
要
請
を
し
て
い
る
が
、
引
用
は
省
く
。
し
か
し
、
以
下
の
記
述
に
は
注
目
し

て
お
き
た
い
。
そ
れ
は
、「
現
在
の
状
況
下
に
あ
る
ユ
ダ
ヤ
人
ス
ポ
ー
ツ
組
織
の
地
位
に
関
す
る
報
告
書
の
訳
文
（
急
い
で
私
の
た
め
に

準
備
さ
れ
た
の
で
す
が
十
分
な
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
）
を
同
封
い
た
し
ま
す
。
そ
れ
は
信
頼
で
き
る
資
料
か
ら
作
成
さ
れ
て
お
り
、
あ
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以
上
の
ハ
ロ
ル
ド
・
エ
イ
ブ
ラ
ハ
ム
ズ
に
宛
て
た
ノ
エ
ル=

ベ
ー
カ
ー
の
二
通
の
手
紙
か
ら
、
次
の
二
点
が
指
摘
で
き
る
。
第
一
に
、

ノ
エ
ル=
ベ
ー
カ
ー
は
ベ
ル
リ
ン
で
の
大
会
の
開
催
に
反
対
す
る
運
動
を
援
助
し
よ
う
と
考
え
て
い
る
が
、
時
期
的
に
そ
れ
に
見
込
み
が

あ
る
の
か
ど
う
か
躊
躇
し
て
い
た
こ
と
、
第
二
に
、
と
に
か
く
手
元
に
あ
る
証
拠
文
書
を
も
と
に
『
タ
イ
ム
ズ
』
に
ベ
ル
リ
ン
・
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
の
問
題
を
提
起
し
よ
う
と
し
て
い
た
こ
と
、
で
あ
る
。

四
、
ノ
エ
ル=

ベ
ー
カ
ー
へ
の
反
対
運
動
援
助
の
要
請

　

本
節
で
は
、
第
一
の
点
、
す
な
わ
ち
現
時
点
で
期
待
が
あ
ま
り
も
て
そ
う
に
な
い
反
対
運
動
を
ど
う
し
て
援
助
し
て
い
く
こ
と
に
な
っ

た
の
か
に
つ
い
て
、
ノ
エ
ル=

ベ
ー
カ
ー
の
そ
の
後
の
手
紙
を
追
い
な
が
ら
検
討
し
て
い
く
。

　

ノ
エ
ル=

ベ
ー
カ
ー
は
、
一
〇
月
初
旬
は
労
働
党
大
会
で
、
ア
ビ
シ
ニ
ア
危
機
を
め
ぐ
る
党
内
論
争
や
交
渉
の
た
め
に
ブ
ラ
イ
ト
ン
に

缶
詰
状
態
で
あ
り
、
そ
の
後
は
、
一
一
月
一
四
日
の
総
選
挙
へ
向
け
て
の
準
備
や
政
策
づ
く
り
で
多
忙
で
あ
っ
た
。
こ
の
間
に
、
彼
の
も

と
に
三
通
の
手
紙
が
届
い
て
い
た
が
、
彼
が
返
書
を
し
た
た
め
た
の
は
一
一
月
二
六
日
以
降
で
あ
り
、
そ
の
中
で
、
第
一
の
点
に
関
わ
る

自
分
の
考
え
を
書
き
記
す
こ
と
に
な
る
。
彼
宛
の
一
通
目
の
手
紙
は
一
〇
月
二
三
日
付
の
ア
イ
ダ
・
Ｍ
・
ウ
ィ
ッ
ト
ワ
ー
ス
か
ら
の
も
で

あ
り
、
二
通
目
は
一
一
月
一
八
日
付
の
Ｇ
・
Ｗ
・
カ
ド
バ
リ
ー
か
ら
の
手
紙
、
三
通
目
は
一
一
月
二
六
日
付
の
ウ
ィ
ル
・
Ａ
・
Ｆ
か
ら
の

手
紙
で
あ
っ
た
。
こ
の
三
名
の
人
物
の
詳
細
は
わ
か
ら
な
い
が
、
共
通
し
て
ノ
エ
ル=

ベ
ー
カ
ー
に
、
ナ
チ
ス
に
よ
る
ス
ポ
ー
ツ
界
で
の

ユ
ダ
ヤ
人
差
別
の
実
態
を
告
げ
、
ベ
ル
リ
ン
で
の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
開
催
に
反
対
す
る
運
動
を
組
織
す
る
よ
う
求
め
て
い
る
。

　

先
ず
は
ア
イ
ダ
の
手
紙
で
あ
る
。
ア
イ
ダ
は
、「
現
在
の
ド
イ
ツ
に
お
け
る
ユ
ダ
ヤ
人
と
非
ア
ー
リ
ア
人
の
迫
害
に
は
、
も
う
一
つ
別

の
側
面
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
に
つ
い
て
あ
な
た
に
助
言
し
て
い
た
だ
き
た
い
の
で
す
。
そ
れ
は
、
こ
の
冬
に
ガ
ル
ミ
ッ
シ
ュ
・
パ
ル
テ
ン
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情
勢
全
体
を
再
考
す
る
よ
う
Ｂ
Ｏ
Ａ
に
求
め
る
こ
と
が
妥
当
で
あ
る
と
思
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、
問
題
の
全
体
に
渡
っ
て
す
ぐ
に
で
も
ノ

エ
ル
・
カ
ー
チ
ス=

ベ
ネ
ッ
ト
、
ア
バ
ー
デ
ア
お
よ
び
バ
ー
レ
イ
と
会
い
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
当
初
か
ら
の
私
自
身
の
考
え
は
、

も
し
い
く
つ
か
の
ス
ポ
ー
ツ
協
会
が
強
攻
策
を
採
り
、『
こ
れ
は
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
大
会
が
開
催
で
き
る
環
境
で
は
な
い
』
と
主
張
し
た
の

で
あ
れ
ば
、
口
で
は
言
い
表
せ
な
い
善
を
な
し
た
で
あ
ろ
う
、
と
い
う
こ
と
で
す
。
し
か
し
、
世
論
は
そ
の
時
、
そ
の
よ
う
な
決
定
を
下

す
に
は
機
が
熟
し
て
お
り
ま
せ
ん
で
し
た
し
、
ま
た
、
私
の
方
で
も
、
た
ま
た
ま
ち
ょ
っ
と
し
た
身
振
り
で
示
し
た
以
外
は
、
何
も
し
な

い
一
人
の
ユ
ダ
ヤ
人
で
し
た
か
ら
、
少
し
ば
か
り
感
情
の
憤
り
を
感
じ
た
に
す
ぎ
な
い
の
で
す
」（
22
）と
。
ド
イ
ツ
の
良
識
的
な
法
律
と
は

何
で
あ
っ
た
の
か
。
こ
れ
は
ユ
ダ
ヤ
人
の
市
民
権
を
剝
奪
し
た
ニ
ュ
ル
ン
ベ
ル
ク
法
（
一
九
三
五
年
九
月
一
五
日
制
定
）
を
皮
肉
っ
た
表

現
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
が
、
こ
の
法
律
を
機
に
、
情
勢
全
体
を
再
考
す
る
よ
う
Ｂ
Ｏ
Ａ
委
員
に
求
め
た
い
と
エ
イ
ブ
ラ
ハ
ム
ズ
が
ノ
エ

ル=

ベ
ー
カ
ー
に
伝
え
て
い
る
こ
と
は
注
目
に
値
す
る
。
ま
た
こ
の
件
で
は
、
エ
イ
ブ
ラ
ハ
ム
ズ
は
、
ニ
ュ
ル
ン
ベ
ル
ク
法
で
「
宣
言
さ

れ
た
国
家
の
公
式
の
態
度
が
、
ユ
ダ
ヤ
人
を
ま
っ
た
く
断
固
と
し
て
下
等
な
も
の
と
み
な
し
て
お
り
ま
す
か
ら
、
ど
ん
な
約
束
も
ま
っ
た

く
価
値
が
あ
り
ま
せ
ん
」
と
も
伝
え
て
い
て
、
ニ
ュ
ル
ン
ベ
ル
ク
法
へ
の
怒
り
が
感
じ
取
れ
る（
23
）。
し
か
し
、
も
っ
と
早
く
に
ベ
ル
リ

ン
か
ら
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
を
移
転
し
よ
う
と
い
う
声
が
上
が
っ
て
い
れ
ば
、
ま
た
エ
イ
ブ
ラ
ハ
ム
ズ
自
身
も
そ
う
し
て
い
れ
ば
、
情
勢
は
変

わ
っ
て
い
た
か
も
し
れ
な
い
と
付
け
加
え
て
い
る
の
は
、
現
時
点
で
の
ベ
ル
リ
ン
拒
否
の
扇
動
は
難
し
い
と
読
み
と
れ
な
く
も
な
い
。

　

ノ
エ
ル=

ベ
ー
カ
ー
は
エ
イ
ブ
ラ
ハ
ム
ズ
の
こ
の
返
書
に
対
し
て
再
度
手
紙
を
送
り
、『
タ
イ
ム
ズ
』
に
投
書
す
る
こ
と
を
エ
イ
ブ
ラ

ハ
ム
ズ
に
約
束
し
て
い
る
。「
あ
な
た
が
ア
バ
ー
デ
ア
、
デ
イ
ヴ
ィ
ッ
ド
〔
バ
ー
レ
イ
〕
他
の
人
に
会
う
ご
予
定
で
し
た
ら
、
私
が
先
ず

『
タ
イ
ム
ズ
』
に
投
書
を
公
表
し
て
、
論
点
の
す
べ
て
を
提
起
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。
私
の
手
元
に
は
、
亡
命
者
が
残
し
た
か
な
り
質
の

よ
い
証
拠
文
書
が
あ
る
の
で
す
。」（
24
）こ
の
よ
う
に
ノ
エ
ル=

ベ
ー
カ
ー
は
、
ベ
ル
リ
ン
・
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
つ
い
て
『
タ
イ
ム
ズ
』
の

紙
面
を
借
り
て
問
題
提
起
を
す
る
こ
と
、
こ
れ
を
行
動
の
突
破
口
に
し
よ
う
と
し
て
い
た
こ
と
が
理
解
で
き
る
。
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そ
う
し
た
中
で
、
労
働
組
合
会
議
（
Ｔ
Ｕ
Ｃ
）
の
大
会
で
は
、
戦
争
の
危
険
を
冒
し
て
で
も
イ
タ
リ
ア
を
抑
止
す
る
と
い
う
回
答
を
労

働
党
執
行
部
に
送
る
こ
と
が
決
定
さ
れ
た
。
こ
れ
を
受
け
て
の
一
〇
月
初
め
の
労
働
党
大
会
は
か
な
り
紛
糾
し
た
。
最
終
的
に
、
国
際
連

盟
規
約
に
定
め
ら
れ
た
す
べ
て
の
必
要
措
置
を
求
め
る
執
行
部
決
議
案
が
承
認
さ
れ
、
ド
ー
ル
ト
ン
、
ハ
ー
バ
ー
ト
・
モ
リ
ソ
ン
ら
の
宥

和
論
者
も
し
ぶ
し
ぶ
こ
れ
を
認
め
た
が
、
ク
リ
ッ
プ
ス
ら
は
国
際
連
盟
を
盗
賊
組
合
と
し
て
認
め
ず
、
最
後
ま
で
連
盟
の
措
置
に
強
力
に

反
対
し
た（
20
）。
挙
国
政
府
の
手
に
軍
備
を
委
ね
る
こ
と
に
は
労
働
党
は
一
致
し
て
反
対
で
あ
っ
た
が
、
集
団
安
全
保
障
を
め
ぐ
る
議
論

は
第
二
次
世
界
大
戦
が
勃
発
す
る
ま
で
収
拾
が
つ
か
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

　

以
上
の
よ
う
に
、
平
和
投
票
か
ら
ア
ビ
シ
ニ
ア
危
機
に
至
る
政
治
課
題
を
め
ぐ
っ
て
、
労
働
党
内
の
見
解
を
イ
タ
リ
ア
へ
の
厳
し
い
制

裁
を
求
め
る
方
向
に
組
織
す
る
活
動
に
、
労
働
党
全
国
執
行
委
員
会
委
員
で
あ
る
ノ
エ
ル=

ベ
ー
カ
ー
は
忙
殺
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

そ
し
て
、
こ
う
し
た
運
動
の
最
中
に
、
ノ
エ
ル=
ベ
ー
カ
ー
は
エ
イ
ブ
ラ
ハ
ム
ズ
を
初
め
と
し
て
さ
ま
ざ
ま
な
人
々
と
、
ベ
ル
リ
ン
・
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
を
め
ぐ
っ
て
手
紙
で
情
報
交
換
や
議
論
を
お
こ
な
っ
た
の
で
あ
っ
た
。

　

さ
て
、
九
月
二
四
日
付
の
エ
イ
ブ
ラ
ハ
ム
ズ
宛
の
手
紙
で
あ
る
が
、
こ
の
中
で
ノ
エ
ル=

ベ
ー
カ
ー
は
重
要
な
相
談
を
持
ち
か
け
て
い

る
。
つ
ま
り
、
ノ
エ
ル=

ベ
ー
カ
ー
は
、「
来
年
ベ
ル
リ
ン
で
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
大
会
が
開
催
さ
れ
る
こ
と
に
反
対
し
て
進
め
ら
れ
て
い
る

扇
動
」
を
援
助
す
る
意
向
で
あ
る
こ
と
を
エ
イ
ブ
ラ
ハ
ム
ズ
に
伝
え
、
そ
う
し
た
扇
動
の
勝
算
に
つ
い
て
意
見
を
聞
い
て
い
る
。
し
か
も
、

「
も
し
そ
れ
が
確
実
に
失
敗
す
る
運
命
に
あ
る
の
で
し
た
ら
、
そ
れ
に
無
駄
な
時
間
を
費
や
す
と
き
で
は
あ
り
ま
せ
ん
し
、
私
は
今
と
て

も
忙
し
い
の
で
な
お
さ
ら
で
す
」
と
も
伝
え
て
い
る（
21
）。
ノ
エ
ル=

ベ
ー
カ
ー
が
と
て
も
忙
し
い
と
記
し
て
い
る
の
は
、
す
で
に
見
た

と
お
り
で
あ
る
。

　

こ
の
手
紙
へ
の
エ
イ
ブ
ラ
ハ
ム
ズ
の
返
答
は
九
月
二
五
日
付
の
返
書
で
な
さ
れ
た
。
ノ
エ
ル=

ベ
ー
カ
ー
が
尋
ね
た
扇
動
の
勝
算
に
つ

い
て
は
、
エ
イ
ブ
ラ
ハ
ム
ズ
は
次
の
よ
う
に
記
し
、
明
確
な
回
答
は
避
け
て
い
る
。「
私
は
、
ド
イ
ツ
に
お
い
て
良
識
的
な
法
律
以
降
、
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と
こ
ろ
で
、
ノ
エ
ル=

ベ
ー
カ
ー
が
こ
う
し
た
議
論
や
交
渉
を
開
始
し
た
時
期
は
、
ま
さ
に
ア
ビ
シ
ニ
ア
危
機
が
生
じ
議
論
さ
れ
た
時

期
と
重
な
っ
て
い
た
。
イ
タ
リ
ア
の
軍
隊
が
ア
ビ
シ
ニ
ア
（
エ
チ
オ
ピ
ア
の
旧
称
）
を
攻
撃
し
た
の
が
一
〇
月
三
日
で
あ
っ
た
が
、
す
で

に
そ
の
三
ヶ
月
前
の
六
月
二
一
日
に
、
ノ
エ
ル=

ベ
ー
カ
ー
は
国
際
連
盟
同
盟（
16
）で
共
に
活
動
す
る
保
守
党
政
治
家
の
ロ
バ
ー
ト
・
セ

シ
ル
に
次
の
よ
う
に
書
き
送
っ
て
い
る
。「
ア
ビ
シ
ニ
ア
が
益
々
気
に
か
か
っ
て
お
り
ま
す
。
私
の
戦
慄
。
ド
ー
ル
ト
ン
は
、
ヒ
ト
ラ
ー

が
あ
ま
り
に
危
険
で
あ
る
が
ゆ
え
に
、
我
々
が
ム
ッ
ソ
リ
ー
ニ
と
言
い
争
っ
て
は
な
ら
な
い
し
、
ま
た
最
悪
の
惨
事
が
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
続

い
て
起
こ
ら
な
い
よ
う
に
、
Ｍ
〔
ム
ッ
ソ
リ
ー
ニ
〕
を
Ｈ
〔
ヒ
ト
ラ
ー
〕
と
の
同
盟
に
追
い
込
ん
で
は
な
ら
な
い
と
主
張
す
る
傾
向
が
あ

り
ま
し
た
。
し
か
し
私
は
、
そ
れ
が
党
〔
労
働
党
〕
の
態
度
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
と
確
信
し
て
お
り
ま
す
し
、
事
実
私
は
平
和
の
女
神
を

心
に
描
き
、
そ
う
な
ら
な
い
よ
う
に
ヒ
ュ
ー
〔
ド
ー
ル
ト
ン
〕
を
説
得
し
て
お
り
ま
す
」（
17
）と
。

　

こ
の
手
紙
が
書
か
れ
た
同
じ
月
の
二
八
日
に
は
、
セ
シ
ル
と
ノ
エ
ル=

ベ
ー
カ
ー
が
重
要
な
関
わ
り
を
も
っ
た
平
和
投
票（
18
）の
結
果

が
発
表
さ
れ
、
国
際
的
軍
縮
と
集
団
安
全
保
障
の
重
要
性
が
イ
ギ
リ
ス
国
民
の
圧
倒
的
多
数
（
返
答
が
得
ら
れ
た
一
一
〇
〇
万
人
の
内
の

九
割
）
に
よ
っ
て
求
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
、
衆
目
の
一
致
す
る
所
と
し
て
示
さ
れ
た
。
こ
う
し
た
国
民
の
声
は
ノ
エ
ル=

ベ
ー
カ
ー
や

セ
シ
ル
ら
が
加
わ
っ
て
い
た
国
際
連
盟
同
盟
の
政
策
を
肯
定
す
る
も
の
で
あ
っ
た
が
、
イ
ギ
リ
ス
国
内
の
平
和
投
票
の
質
問
項
目
を
め
ぐ

り
労
働
党
内
で
は
意
見
対
立
が
現
れ
た
。
つ
ま
り
、
平
和
投
票
の
最
後
の
質
問
、
も
し
必
要
と
あ
れ
ば
侵
略
者
に
対
し
て
軍
事
的
手
段
を

用
い
て
も
よ
い
か
、
と
い
う
質
問
（
実
際
、
投
票
者
の
七
四
・
二
パ
ー
セ
ン
ト
が
賛
成
の
回
答
を
寄
せ
た
）
を
め
ぐ
っ
て
対
立
が
生
じ
た

の
で
あ
る（
19
）。
労
働
党
内
の
平
和
投
票
へ
の
反
対
者
は
、
こ
う
し
た
質
問
は
戦
争
を
挑
発
す
る
も
の
と
批
判
し
た
。
こ
の
よ
う
な
労
働

党
内
の
対
立
は
ア
ビ
シ
ニ
ア
危
機
に
際
し
て
も
現
れ
、
前
述
の
ノ
エ
ル=
ベ
ー
カ
ー
の
セ
シ
ル
宛
の
手
紙
の
中
に
も
記
さ
れ
て
い
た
よ
う

に
、
侵
略
者
へ
の
確
固
と
し
た
制
裁
を
要
求
し
な
い
ド
ー
ル
ト
ン
を
初
め
と
す
る
労
働
党
全
国
執
行
委
員
会
の
若
干
の
委
員
を
牽
制
し
包

囲
す
る
動
き
が
労
働
党
内
で
つ
く
ら
れ
た
。
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エ
ル=
ベ
ー
カ
ー
の
手
紙
の
内
容
を
知
ら
せ
た
こ
と
は
当
然
で
あ
っ
た
。
ノ
エ
ル=

ベ
ー
カ
ー
の
問
い
合
わ
せ
の
中
身
を
、
そ
れ
だ
け
重

要
な
問
題
と
ハ
ン
タ
ー
も
考
え
た
の
で
あ
ろ
う
。
彼
は
ノ
エ
ル=

ベ
ー
カ
ー
宛
の
返
書
の
中
で
次
の
よ
う
に
語
っ
て
い
る
。「
オ
リ
ン
ピ

ッ
ク
大
会
が
ベ
ル
リ
ン
で
開
催
さ
れ
る
の
か
と
い
う
事
柄
の
す
べ
て
が
目
下
非
常
に
難
し
い
問
題
で
あ
り
、
そ
し
て
、
Ｉ
Ｏ
Ｃ
が
そ
の
こ

と
を
非
常
に
心
配
し
て
い
る
の
を
私
は
知
っ
て
い
ま
す
。〔
中
略
〕
多
く
の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
問
題
と
同
様
に
、
私
は
関
係
す
る
す
べ
て

の
人
々
が
満
足
の
い
く
よ
う
に
、
そ
れ
が
解
決
さ
れ
る
こ
と
を
期
待
し
て
お
り
ま
す
」（
14
）と
。
こ
の
文
章
か
ら
、
エ
ヴ
ァ
ン
・
ハ
ン
タ
ー

は
六
月
の
Ｉ
Ｏ
Ｃ
総
会
に
期
待
を
寄
せ
、
そ
う
し
た
期
待
を
ノ
エ
ル=

ベ
ー
カ
ー
に
も
伝
え
た
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。
こ
れ
に
対
す
る

ノ
エ
ル=

ベ
ー
カ
ー
の
感
謝
の
手
紙
は
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
問
題
に
は
ま
っ
た
く
触
れ
ず
、
イ
ギ
リ
ス
帝
国
競
技
大
会
に
役
員
と
し
て
参

加
し
て
い
る
ハ
ン
タ
ー
の
労
を
労
う
内
容
と
な
っ
て
い
た
。

　

こ
の
往
復
書
簡
か
ら
は
、
ノ
エ
ル=

ベ
ー
カ
ー
が
、
こ
の
時
期
に
こ
の
問
題
を
こ
れ
以
上
大
き
く
し
よ
う
と
は
考
え
て
い
な
か
っ
た
こ

と
が
伺
わ
れ
る
。
エ
ヴ
ァ
ン
・
ハ
ン
タ
ー
と
同
様
に
、
Ｉ
Ｏ
Ｃ
総
会
の
議
論
に
期
待
を
寄
せ
て
い
た
の
で
あ
る
。

三
、
ノ
エ
ル=

ベ
ー
カ
ー
と
ハ
ロ
ル
ド
・
エ
イ
ブ
ラ
ハ
ム
ズ
の
往
復
書
簡

　

エ
ヴ
ァ
ン
・
ハ
ン
タ
ー
と
の
手
紙
の
や
り
取
り
が
あ
っ
て
か
ら
二
年
以
上
の
空
白
の
後
、
ノ
エ
ル=

ベ
ー
カ
ー
は
再
び
、
と
い
う
よ
り

今
度
は
ベ
ル
リ
ン
・
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
へ
の
反
対
の
立
場
を
固
め
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
人
々
と
の
情
報
交
換
、
議
論
、
交
渉
を
開
始
す
る
。
そ

の
中
心
的
な
議
論
や
交
渉
の
相
手
は
Ｂ
Ｏ
Ａ
委
員
の
ハ
ロ
ル
ド
・
エ
イ
ブ
ラ
ハ
ム
ズ（
15
）で
あ
っ
た
。
エ
イ
ブ
ラ
ハ
ム
ズ
に
宛
て
た
手
紙

は
、
一
九
三
五
年
九
月
二
四
日
付
の
も
の
が
最
初
で
あ
る
。
エ
イ
ブ
ラ
ハ
ム
ズ
は
こ
の
当
時
、
イ
ギ
リ
ス
で
の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
運
動
を
実

質
的
に
担
っ
た
人
物
で
あ
っ
た
か
ら
、
ノ
エ
ル=

ベ
ー
カ
ー
が
彼
と
の
交
渉
か
ら
始
め
た
の
は
道
理
の
あ
る
と
こ
ろ
で
あ
っ
た
。
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競
技
で
の
人
種
差
別
の
証
拠
を
注
意
深
く
検
討
し
た
後
、
ア
マ
チ
ュ
ア
競
技
連
合
（
Ａ
Ａ
Ｕ
）
会
長
の
ジ
ェ
レ
マ
イ
ア
・
マ
ホ
ー
ニ
ー
ら

が
、
一
二
月
の
Ａ
Ａ
Ｕ
総
会
に
向
け
て
ボ
イ
コ
ッ
ト
運
動
を
組
織
す
る
大
運
動
を
展
開
し
て
い
っ
た（
11
）。

　

イ
ギ
リ
ス
で
は
ノ
エ
ル=

ベ
ー
カ
ー
が
、
一
九
三
三
年
五
月
と
い
う
早
い
時
期
に
、
第
一
一
回
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
ベ
ル
リ
ン
開
催
を
問

題
と
す
る
手
紙
を
友
人
の
エ
ヴ
ァ
ン
・
ハ
ン
タ
ー
に
送
っ
て
い
る
。
エ
ヴ
ァ
ン
・
ハ
ン
タ
ー
は
Ｂ
Ｏ
Ａ
書
記
の
要
職
に
あ
り
、
Ｂ
Ｏ
Ａ
内

で
オ
ッ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
大
学
陸
上
競
技
部
を
代
表
す
る
立
場
に
あ
っ
た
。

　

ノ
エ
ル=

ベ
ー
カ
ー
は
五
月
二
二
日
付
の
手
紙
で
、
エ
ヴ
ァ
ン
・
ハ
ン
タ
ー
に
次
の
よ
う
な
問
い
合
わ
せ
を
お
こ
な
っ
た
。
す
な
わ
ち
、

ノ
エ
ル=

ベ
ー
カ
ー
は
「
次
の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
大
会
が
ベ
ル
リ
ン
で
開
催
さ
れ
る
べ
き
か
ど
う
か
の
問
題
に
つ
い
て
、
あ
な
た
〔
エ
ヴ
ァ

ン
・
ハ
ン
タ
ー
〕
に
手
紙
を
書
く
よ
う
に
と
多
く
の
と
こ
ろ
か
ら
懇
願
さ
れ
」
て
い
る
と
先
ず
告
げ
て
、「
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
議
定
書
に
背

い
」
て
、「
今
か
ら
一
九
三
六
年
ま
で
に
、
す
べ
て
の
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
チ
ー
ム
か
ら
ユ
ダ
ヤ
人
を
組
織
的
に
排
除
す
る
の
で
あ
れ
ば
、
ユ

ダ
ヤ
人
は
大
会
に
参
加
す
る
こ
と
を
事
実
上
妨
げ
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
」
か
ら
、「
大
会
は
他
の
と
こ
ろ
で
開
催
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
と
今

結
論
を
下
す
こ
と
が
可
能
で
あ
る
の
か
ど
う
か
」（
12
）と
問
う
た
。
ま
さ
に
こ
の
時
、
ノ
エ
ル=

ベ
ー
カ
ー
は
ジ
ュ
ネ
ー
ブ
で
世
界
軍
縮
会

議
の
二
年
目
の
活
動
を
展
開
中
で
あ
り
、
極
め
て
多
忙
で
あ
っ
た
。
と
こ
ろ
が
、
こ
の
活
動
の
中
で
、
さ
ま
ざ
ま
な
平
和
・
軍
縮
運
動
の

活
動
家
た
ち
か
ら
こ
う
し
た
懇
願
を
受
け
た
の
で
あ
る
。「
そ
れ
が
こ
こ
ジ
ュ
ネ
ー
ブ
で
の
夥
し
い
数
の
良
識
あ
る
審
判
に
よ
っ
て
、
政

治
的
な
見
地
か
ら
の
要
望
と
し
て
私
に
押
し
付
け
ら
れ
た
」
の
だ
と
、
ノ
エ
ル=

ベ
ー
カ
ー
は
記
し
て
い
る（
13
）。
良
識
あ
る
政
治
的
な

見
地
か
ら
の
要
望
は
、
ノ
エ
ル=

ベ
ー
カ
ー
に
と
っ
て
そ
れ
が
正
当
で
は
あ
っ
て
も
「
押
し
付
け
ら
れ
た
」
も
の
で
あ
っ
た
。

　

ノ
エ
ル=

ベ
ー
カ
ー
か
ら
ハ
ン
タ
ー
宛
の
こ
の
手
紙
の
写
し
は
、
ハ
ン
タ
ー
自
身
に
よ
っ
て
、
Ｂ
Ｏ
Ａ
議
長
で
あ
り
Ｉ
Ｏ
Ｃ
委
員
で
も

あ
る
ア
バ
ー
デ
ア
の
も
と
に
送
ら
れ
た
。
こ
れ
は
ハ
ン
タ
ー
の
一
存
で
な
さ
れ
た
こ
と
で
あ
る
が
、
次
期
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
を
ベ
ル
リ
ン
か

ら
移
転
す
る
の
か
ど
う
か
の
問
題
は
Ｉ
Ｏ
Ｃ
の
議
決
事
項
で
あ
り
、
そ
の
意
味
で
、
彼
が
こ
の
問
題
に
関
与
で
き
る
ア
バ
ー
デ
ア
に
、
ノ
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違
っ
て
い
な
か
っ
た
と
断
言
し
て
い
た
。
さ
ら
に
、
モ
ス
ク
ワ
・
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
開
催
が
ソ
連
の
軍
事
侵
略
へ
の
ロ
シ
ア
国
民
の
反
感

を
強
め
る
こ
と
に
な
る
と
も
記
し
て
い
た
。
彼
は
、
ベ
ル
リ
ン
・
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
以
後
幾
多
の
試
練
に
直
面
し
て
も
な
お
、
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
運
動
の
国
際
的
な
影
響
力
に
対
し
て
絶
大
な
信
頼
を
寄
せ
て
い
た
の
で
あ
る
。

　

今
と
な
っ
て
は
、
ベ
ル
リ
ン
・
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
不
参
加
を
生
涯
で
の
最
悪
の
誤
り
の
一
つ
で
あ
っ
た
、
と
述
懐
し
た
ノ
エ
ル=

ベ
ー
カ

ー
の
真
意
は
つ
か
み
え
な
い
。
し
か
し
当
時
彼
が
、
ど
の
よ
う
な
人
と
の
交
流
の
中
で
、
ど
の
よ
う
な
状
況
認
識
の
も
と
に
、
ベ
ル
リ

ン
・
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
反
対
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
の
か
、
ま
た
ど
の
よ
う
な
や
り
方
で
反
対
を
表
明
し
た
の
か
、
そ
し
て
最
終
的
に
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
運
動
の
何
を
擁
護
し
よ
う
と
し
た
の
か
に
つ
い
て
は
、
我
々
は
史
実
を
辿
り
客
観
的
に
考
察
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え

る（
10
）。
こ
の
こ
と
が
本
論
文
の
課
題
で
あ
る
。

二
、
ノ
エ
ル=

ベ
ー
カ
ー
に
よ
る
最
初
の
問
い
合
わ
せ
（
一
九
三
三
年
五
月
）

　

ベ
ル
リ
ン
・
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
反
対
運
動
は
、
ド
イ
ツ
で
ナ
チ
ス
が
政
権
を
執
っ
た
一
九
三
三
年
一
月
以
降
に
始
ま
る
。
そ
れ
は
、
各
国

の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
運
動
の
関
係
者
、
平
和
運
動
の
闘
士
、
人
種
差
別
に
反
対
す
る
人
々
が
、
ベ
ル
リ
ン
・
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
を
政
治
的
文
化

的
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
の
発
揚
の
場
と
し
て
利
用
し
よ
う
と
す
る
ナ
チ
ス
の
策
謀
に
危
機
感
を
持
ち
、
ま
た
、
ナ
チ
ス
が
ユ
ダ
ヤ
人
や
ナ
チ

ス
の
政
策
に
反
対
す
る
人
々
を
ド
イ
ツ
の
ス
ポ
ー
ツ
界
か
ら
排
除
し
よ
う
と
し
た
こ
と
に
憤
り
を
感
じ
た
か
ら
で
あ
っ
た
。
も
っ
と
も
早

く
に
ベ
ル
リ
ン
か
ら
の
開
催
地
移
転
を
訴
え
た
の
は
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
で
あ
っ
た
。
一
九
三
三
年
三
月
に
、『
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
・
タ
イ
ム

ズ
』
が
ベ
ル
リ
ン
で
の
大
会
開
催
に
疑
問
を
投
げ
か
け
、
同
年
六
月
の
Ｉ
Ｏ
Ｃ
ウ
ィ
ー
ン
総
会
で
、
チ
ャ
ー
ル
ズ
・
シ
ェ
リ
ル
委
員
ら
が

競
技
で
の
人
種
差
別
を
し
な
い
よ
う
大
会
組
織
委
員
会
の
代
表
に
確
約
を
迫
る
等
の
行
動
を
起
こ
し
た
。
そ
し
て
一
九
三
五
年
秋
に
は
、
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九
三
六
年
当
時
の
ド
イ
ツ
で
起
こ
っ
て
い
た
事
柄
、
そ
し
て
そ
の
事
柄
に
関
す
る
イ
ギ
リ
ス
政
府
の
誤
解
と
い
っ
た
事
実
に
基
づ
く
主
張

と
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
運
動
の
平
和
的
貢
献
や
戦
争
の
無
力
化
と
い
っ
た
希
望
的
観
測
と
が
入
り
交
じ
っ
て
い
る
が
、
彼
の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

運
動
に
対
す
る
不
動
の
意
思
が
は
っ
き
り
と
理
解
で
き
る
。

　

こ
の
よ
う
に
し
て
、
モ
ス
ク
ワ
・
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
不
参
加
問
題
に
関
す
る
論
争
に
巻
き
込
ま
れ
た
ノ
エ
ル=

ベ
ー
カ
ー
は
、
事
態
の

深
刻
さ
を
考
慮
し
て
、
一
九
八
〇
年
三
月
一
七
日
付
の
『
ガ
ー
デ
ィ
ア
ン
』
に
「
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク―

政
治
に
よ
っ
て
破
壊
さ
れ
る
に
は
あ

ま
り
に
貴
い―

」
と
題
す
る
論
説
を
公
表
し
て
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
運
動
の
存
続
意
義
を
広
く
訴
え
た（

9
）。
イ
ギ
リ
ス
政
府
の
勧
告
に
対

し
て
内
々
で
異
を
唱
え
る
だ
け
で
は
、
問
題
の
解
明
に
も
事
態
の
収
拾
に
も
役
立
た
な
い
と
考
え
た
か
ら
で
あ
っ
た
。
こ
の
論
説
は
、
ベ

ル
リ
ン
・
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
当
時
の
彼
の
心
情
を
誠
実
に
語
る
と
と
も
に
、
イ
ギ
リ
ス
政
府
が
ソ
連
の
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
侵
攻
に
対
し
て
明

確
な
制
裁
の
姿
勢
を
示
さ
な
い
で
お
き
な
が
ら
、
代
償
と
し
て
モ
ス
ク
ワ
・
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
を
ボ
イ
コ
ッ
ト
さ
せ
よ
う
と
し
た
、
そ
の
対

応
の
ま
ず
さ
と
欺
瞞
性
に
つ
い
て
告
発
し
、
最
後
に
、
長
い
歴
史
を
持
つ
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
運
動
が
い
か
に
国
際
平
和
に
貢
献
し
う
る
か
を

力
強
く
説
く
も
の
で
あ
っ
た
。
ア
ン
ト
ニ
ー
が
筆
者
に
宛
て
た
手
紙
に
は
、「
フ
ィ
リ
ッ
プ
が
ベ
ル
リ
ン
に
つ
い
て
語
っ
た
こ
と
は
、
私

の
知
る
文
書
に
は
な
い
」
と
記
し
て
あ
っ
た
が
、
実
は
、
ノ
エ
ル=

ベ
ー
カ
ー
が
ア
ン
ト
ニ
ー
ら
身
内
に
語
っ
た
述
懐
と
あ
ま
り
変
わ
り

な
い
こ
と
を
、
こ
の
論
説
で
も
記
し
て
い
た
の
で
あ
る
。「
ベ
ル
リ
ン
大
会
に
出
席
し
な
か
っ
た
こ
と
は
〔
中
略
〕
私
の
生
涯
で
の
最
悪

の
誤
り
の
一
つ
で
あ
っ
た
」
と
辛
辣
に
自
己
批
判
す
る
記
述
は
な
か
っ
た
が
、「
ベ
ル
リ
ン
に
行
か
な
か
っ
た
と
い
う
私
の
自
己
犠
牲
は
、

有
益
な
目
的
の
た
め
に
何
の
奉
仕
も
し
な
か
っ
た
」
等
の
見
解
は
率
直
に
語
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

　

こ
れ
ま
で
の
考
察
か
ら
以
下
の
こ
と
が
明
ら
か
と
な
る
。
つ
ま
り
、
ノ
エ
ル=

ベ
ー
カ
ー
は
、
ユ
ダ
ヤ
人
と
労
働
者
政
党
の
党
員
が
ド

イ
ツ
代
表
チ
ー
ム
に
加
わ
る
こ
と
を
ナ
チ
政
府
が
認
め
な
か
っ
た
が
た
め
に
、
ベ
ル
リ
ン
・
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
は
参
加
し
な
か
っ
た
と
説

明
し
て
お
り
、
ま
た
、
ベ
ル
リ
ン
・
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
へ
の
不
参
加
に
つ
い
て
は
強
く
自
戒
し
て
い
る
も
の
の
、
そ
の
時
の
状
況
認
識
は
間
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で
す
」
と（

6
）。
つ
ま
り
、
前
出
の
引
用
文
で
語
ら
れ
て
い
る
こ
と
は
、
ノ
エ
ル=

ベ
ー
カ
ー
が
ア
ン
ト
ニ
ー
ら
に
非
公
式
に
伝
え
た
も

の
で
あ
り
、
ベ
ル
リ
ン
・
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
か
ら
ほ
ぼ
半
世
紀
経
っ
て
語
ら
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
そ
し
て
、
そ
れ
は

彼
の
死
の
二
年
前
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
ア
ン
ト
ニ
ー
は
、
長
ら
く
ノ
エ
ル=

ベ
ー
カ
ー
の
ア
シ
ス
タ
ン
ト
と
し
て
、
ま
た
Ｂ
Ｏ
Ａ
委
員
と

し
て
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
運
動
に
携
わ
っ
て
き
た
だ
け
に
、
ノ
エ
ル=

ベ
ー
カ
ー
の
ベ
ル
リ
ン
・
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
つ
い
て
の
意
味
深
い
述

懐
を
文
字
に
残
そ
う
と
考
え
た
の
で
あ
ろ
う
。
だ
が
、
ノ
エ
ル=

ベ
ー
カ
ー
へ
の
配
慮
か
ら
か
、
彼
は
ノ
エ
ル=

ベ
ー
カ
ー
の
述
懐
に
関

す
る
何
の
注
解
も
残
さ
な
か
っ
た
。

　

次
い
で
、
こ
の
時
期
も
う
一
つ
厄
介
な
問
題
が
持
ち
上
が
っ
た
。
ノ
エ
ル=

ベ
ー
カ
ー
が
外
務
・
連
邦
大
臣
の
ダ
グ
ラ
ス
・
ハ
ー
ド
か

ら
、
モ
ス
ク
ワ
・
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
不
参
加
を
要
請
す
る
政
府
勧
告
に
同
意
を
求
め
る
手
紙
を
受
け
取
っ
た
の
で
あ
る（

7
）。
こ
の
半
ば
強

圧
的
な
外
務
・
連
邦
大
臣
の
手
紙
に
対
し
て
、
ノ
エ
ル=

ベ
ー
カ
ー
は
、
ベ
ル
リ
ン
と
モ
ス
ク
ワ
の
二
つ
の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
関
す
る
自

分
の
考
え
方
を
簡
潔
に
説
明
す
る
返
書
を
送
っ
た
。
そ
こ
に
書
か
れ
た
内
容
は
き
わ
め
て
重
要
で
あ
る
の
で
、
そ
の
要
点
を
以
下
に
記
す
。

そ
れ
は
、
第
一
に
、
モ
ス
ク
ワ
・
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
ボ
イ
コ
ッ
ト
を
決
定
し
た
政
府
の
態
度
は
、「
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
運
動
の
全
面
的
な
無

視
に
、
そ
し
て
一
九
三
六
年
に
ベ
ル
リ
ン
で
起
こ
っ
た
こ
と
の
全
面
的
な
誤
解
に
基
づ
く
も
の
」
で
あ
る
こ
と
、
第
二
に
、
ベ
ル
リ
ン
・

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が
伝
え
た
メ
ッ
セ
ー
ジ
は
ヒ
ト
ラ
ー
の
策
略
を
無
に
帰
し
、「
す
べ
て
の
国
民
が
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
大
会
に
よ
っ
て
劇
的
に

感
動
的
に
表
さ
れ
る
共
通
の
利
害
と
友
情
で
互
い
に
結
ば
れ
」
た
こ
と
、
第
三
に
、
ノ
エ
ル=

ベ
ー
カ
ー
は
「
ド
イ
ツ
人
の
友
人
か
ら
の

豊
富
な
証
拠
を
持
っ
て
」
い
た
の
で
、「
ベ
ル
リ
ン
で
何
が
起
こ
り
、
そ
の
後
ど
う
な
っ
た
の
か
を
説
明
し
た
記
述
は
ま
っ
た
く
正
当
な

も
の
」
で
あ
っ
た
こ
と
、
第
四
に
、
モ
ス
ク
ワ
・
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が
発
す
る
メ
ッ
セ
ー
ジ
は
、
ソ
ビ
エ
ト
の
軍
事
侵
略
に
反
対
す
る
ロ
シ

ア
国
民
の
感
情
を
強
め
る
こ
と
、
第
五
に
、
ノ
エ
ル=

ベ
ー
カ
ー
が
「
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
運
動
は
私
の
生
涯
で
最
高
の
も
の
で
あ
り
、
今
世

紀
に
真
に
驚
く
べ
き
成
功
を
成
し
遂
げ
た
唯
一
の
国
際
的
運
動
で
あ
る
と
考
え
て
」
い
る
こ
と
、
で
あ
っ
た（

8
）。
こ
の
返
書
に
は
、
一
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る
ノ
エ
ル=

ベ
ー
カ
ー
の
ス
ピ
ー
チ
・
エ
ッ
セ
イ
集
『
ス
ポ
ー
ツ
の
人
、
平
和
の
人
』
か
ら
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
ア
ン
ト
ニ
ー
が
次
の

よ
う
に
書
き
留
め
て
い
る
こ
と
に
注
目
し
た
い
。

　

　

ベ
ル
リ
ン
・
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
は
そ
の
年
の
中
心
的
な
ス
ポ
ー
ツ
・
イ
ベ
ン
ト
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
フ
ィ
リ
ッ
プ
は
出
席
し
な
か

っ
た
。
一
九
八
〇
年
の
モ
ス
ク
ワ
大
会
に
関
し
て
イ
ギ
リ
ス
国
内
で
熱
い
議
論
が
行
わ
れ
て
い
る
最
中
に
、
反
モ
ス
ク
ワ
の
議
員
は
、

フ
ィ
リ
ッ
プ
・
ノ
エ
ル=

ベ
ー
カ
ー
（
一
九
八
〇
年
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
大
会
の
忠
実
な
支
援
者
）
が
か
つ
て
一
九
三
六
年
大
会
を
「
ボ

イ
コ
ッ
ト
し
て
」
い
た
と
申
し
立
て
た
。
こ
れ
は
ノ
エ
ル=

ベ
ー
カ
ー
の
猛
烈
な
反
論
を
呼
び
起
こ
し
た
。
彼
が
述
べ
る
に
は
、

「
私
が
ベ
ル
リ
ン
大
会
に
出
席
し
な
か
っ
た
こ
と
は
確
か
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
、
私
が
ア
ド
ル
フ
・
ヒ
ト
ラ
ー
の
考
え
方
が
邪
悪
で

あ
る
と
思
っ
た
か
ら
で
は
な
い
、
確
か
に
そ
う
思
い
は
し
た
が
。
そ
れ
は
、
ユ
ダ
ヤ
人
と
ド
イ
ツ
の
労
働
者
政
党
の
党
員
が
チ
ー
ム

に
加
わ
る
こ
と
を
許
さ
れ
て
い
な
い
、
と
私
が
理
解
し
た
か
ら
で
あ
っ
た
。
本
質
的
な
違
い
が
そ
こ
に
あ
る
。」〔
中
略
〕「
し
か
し

振
り
返
っ
て
み
る
と
、
こ
れ
は
私
の
生
涯
で
の
最
悪
の
誤
り
の
一
つ
で
あ
っ
た
。
一
九
三
六
年
以
来
ず
っ
と
私
は
、
ベ
ル
リ
ン
の
ス

タ
ジ
ア
ム
に
お
い
て
、
私
の
友
人
ゴ
ッ
ド
フ
リ
ー
・
ブ
ラ
ウ
ン
が
四
〇
〇
メ
ー
ト
ル
で
金
メ
ダ
ル
を
勝
ち
取
る
の
を
見
る
べ
き
で
あ

っ
た
、
そ
し
て
、
素
晴
ら
し
い
黒
人
男
性
ジ
ェ
ス
・
オ
ー
エ
ン
ス
が
、
ア
ド
ル
フ
・
ヒ
ト
ラ
ー
の
人
種
理
論
の
無
意
味
さ
を
証
明
す

る
の
を
見
る
べ
き
で
あ
っ
た
、
と
思
い
続
け
て
き
た
。」（

5
）

　　

こ
の
引
用
文
に
は
ノ
エ
ル=

ベ
ー
カ
ー
の
語
っ
た
箇
所
が
あ
る
が
、
こ
れ
は
我
々
が
参
照
し
う
る
文
書
資
料
に
は
な
い
。
こ
の
件
に
つ

い
て
筆
者
が
ア
ン
ト
ニ
ー
に
手
紙
で
問
い
合
わ
せ
た
と
こ
ろ
、
ア
ン
ト
ニ
ー
か
ら
次
の
よ
う
な
返
信
が
あ
っ
た
。「
フ
ィ
リ
ッ
プ
が
ベ
ル

リ
ン
に
つ
い
て
語
っ
た
こ
と
は
、
私
の
知
る
文
書
に
は
あ
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
彼
は
、
私
た
ち
に
口
頭
で
そ
れ
に
つ
い
て
説
明
さ
れ
た
の
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と
も
に
ベ
ル
サ
イ
ユ
体
制
の
安
定
が
崩
れ
、
各
国
に
フ
ァ
ッ
シ
ョ
的
な
独
裁
政
治
体
制
が
誕
生
し
た
一
九
三
〇
年
代
に
入
る
と
、
ノ
エ
ル

=

ベ
ー
カ
ー
は
イ
ギ
リ
ス
国
内
で
の
「
平
和
投
票
」
の
計
画
・
組
織
化
、
イ
タ
リ
ア
の
ア
ビ
シ
ニ
ア
侵
略
へ
の
制
裁
の
要
求
、
ナ
チ
ス
の

侵
略
阻
止
と
共
和
国
ス
ペ
イ
ン
擁
護
の
活
動
等
に
全
力
を
傾
け
た
。
両
大
戦
間
期
を
通
じ
て
、
彼
の
頭
脳
と
身
体
は
労
働
党
の
活
動
と
平

和
・
軍
縮
運
動
に
忙
殺
さ
れ
続
け
た
。
し
か
し
彼
の
意
図
に
反
し
て
第
二
次
世
界
大
戦
は
起
こ
っ
て
し
ま
っ
た
。
彼
は
そ
の
時
の
経
験
を

踏
ま
え
て
、
武
力
で
は
な
く
平
和
外
交
に
よ
っ
て
国
際
問
題
解
決
を
図
り
正
義
と
人
権
を
擁
護
す
る
た
め
の
機
関
、
国
際
連
合
の
創
立
に

参
画
し
、
次
い
で
パ
グ
ウ
ォ
ッ
シ
ュ
会
議
や
原
水
爆
禁
止
世
界
大
会
等
の
運
動
に
尽
力
し
た
。
一
九
八
一
年
八
月
八
～
九
日
に
長
崎
で
開

催
さ
れ
た
原
水
爆
禁
止
世
界
大
会
に
は
、
九
一
歳
の
高
齢
を
押
し
て
出
席
し
、
挨
拶
と
決
意
表
明
を
お
こ
な
っ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
平

和
と
軍
縮
の
た
め
の
国
際
活
動
が
評
価
さ
れ
て
、
彼
は
一
九
五
九
年
に
ノ
ー
ベ
ル
平
和
賞
を
授
与
さ
れ
た
。

　

ノ
エ
ル=

ベ
ー
カ
ー
に
つ
い
て
研
究
し
た
人
々
は
皆
、
彼
の
平
和
・
軍
縮
運
動
へ
の
功
績
を
綴
っ
て
い
る
。
ノ
エ
ル=

ベ
ー
カ
ー
に
関

す
る
唯
一
出
版
さ
れ
た
伝
記
で
は
、「
平
和
の
た
め
の
闘
士
」
と
し
て
の
彼
の
思
想
と
行
動
が
克
明
に
記
録
さ
れ
て
い
る
し（

2
）、
近
年
の

国
際
関
係
史
の
研
究
で
も
、
彼
は
「
法
に
よ
る
平
和
」
を
説
い
た
戦
間
期
理
想
主
義
者
の
一
人
と
し
て
取
り
上
げ
ら
れ
、「
一
九
二
〇
年

代
か
ら
一
九
五
〇
年
代
に
至
る
間
ず
っ
と
、
軍
縮
と
国
際
法
問
題
に
関
す
る
労
働
党
内
随
一
の
権
威
で
あ
っ
た
」（

3
）と
評
価
さ
れ
て
い
る
。

　

以
上
の
よ
う
に
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
運
動
と
平
和
・
軍
縮
運
動
の
二
足
の
草
鞋
を
履
き
続
け
た
ノ
エ
ル=

ベ
ー
カ
ー
で
あ
っ
た
が
、
そ
の

彼
が
、
一
九
八
〇
年
の
モ
ス
ク
ワ
・
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
を
前
に
し
て
、
生
涯
最
後
の
試
練
に
直
面
し
た
。
そ
れ
は
、
一
九
七
九
年
冬
の
ソ
連

に
よ
る
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
侵
攻
に
関
す
る
イ
ギ
リ
ス
国
内
で
の
論
戦
で
、
あ
る
保
守
党
の
議
員
が
モ
ス
ク
ワ
・
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
ボ
イ
コ

ッ
ト（

4
）を
正
当
化
す
る
論
拠
と
し
て
、
一
九
三
六
年
の
ベ
ル
リ
ン
・
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
を
ボ
イ
コ
ッ
ト
し
た
ノ
エ
ル=

ベ
ー
カ
ー
の
行
為

を
一
例
と
し
て
持
ち
出
し
た
か
ら
で
あ
っ
た
。
こ
の
議
員
の
言
動
に
対
し
て
、
ノ
エ
ル=
ベ
ー
カ
ー
は
怒
り
を
爆
発
さ
せ
た
。
こ
の
時
の

ノ
エ
ル=

ベ
ー
カ
ー
の
心
境
に
つ
い
て
は
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
運
動
で
彼
と
歩
み
を
共
に
し
て
き
た
ド
ナ
ル
ド
・
ア
ン
ト
ニ
ー
の
編
集
に
よ
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一
、『
ス
ポ
ー
ツ
の
人
、
平
和
の
人
』
に
著
さ
れ
た
述
懐

　

フ
ィ
リ
ッ
プ
・
ノ
エ
ル=

ベ
ー
カ
ー
は
、
晩
年
に
「
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
運
動
は
私
の
生
涯
で
最
高
の
も
の
で
あ
り
、
今
世
紀
に
真
に
驚
く

べ
き
成
功
を
成
し
遂
げ
た
唯
一
の
国
際
的
運
動
で
あ
る
」（

1
）と
述
べ
た
ご
と
く
、
そ
の
全
生
涯
を
通
じ
て
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
運
動
に
献
身
し

た
。
ケ
ン
ブ
リ
ッ
ジ
大
学
に
在
籍
し
た
当
時
か
ら
陸
上
競
技
で
頭
角
を
現
し
、
一
九
一
二
年
か
ら
第
一
次
世
界
大
戦
を
挟
ん
で
一
九
二
四

年
ま
で
に
三
回
の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
大
会
に
出
場
し
、
一
九
二
〇
年
の
大
会
で
一
五
〇
〇
メ
ー
ト
ル
走
で
銀
メ
ダ
ル
を
獲
得
し
、
一
九
二
四

年
の
大
会
で
は
イ
ギ
リ
ス
選
手
団
の
主
将
を
務
め
た
。
そ
の
後
は
、
イ
ギ
リ
ス
・
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
協
会
（
Ｂ
Ｏ
Ａ
）
の
役
員
と
し
て
、
文

字
通
り
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
運
動
を
担
い
支
え
続
け
て
き
た
の
で
あ
る
。
彼
は
幾
度
と
な
く
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
運
動
で
試
練
に
直
面
し
た
が
、
生

来
の
楽
天
主
義
と
理
想
主
義
、
そ
し
て
フ
ェ
ア
プ
レ
イ
の
精
神
で
も
っ
て
、
挫
け
る
こ
と
な
く
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
運
動
を
擁
護
し
続
け
た
。

　

ま
た
彼
は
生
涯
を
通
じ
て
、
ス
ポ
ー
ツ
の
人
で
あ
る
と
と
も
に
平
和
の
人
で
あ
っ
た
。
第
一
次
世
界
大
戦
後
に
国
際
連
盟
の
事
務
局
で

働
き
始
め
、
一
九
二
四
年
に
は
ロ
ン
ド
ン
・
ス
ク
ー
ル
・
オ
ブ
・
エ
コ
ノ
ミ
ッ
ク
ス
の
国
際
関
係
論
の
初
代
教
授
と
な
り
、
一
九
二
八
年

に
は
国
際
法
の
学
識
を
持
っ
て
労
働
党
政
策
綱
領
の
外
交
分
野
を
起
草
す
る
等
、
平
和
・
軍
縮
の
国
際
活
動
に
尽
力
し
た
。
世
界
恐
慌
と

苦
悩
す
る
ノ
エ
ル=

ベ
ー
カ
ー

　―

　

一
九
三
六
年
ナ
チ
・
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
へ
の
抵
抗

青
沼
裕
之




